












無駄な部分を省き，品質を向上する最適化」の 3 つの研究領域に着目して，研究テーマに取り組んでいます． 
  
キーワード： リアルタイムシステム，組込みシステム，モデルベース開発，局所的通信システム， 























職名： 教授 氏名： 猪股 俊光 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 









1) 猪股俊光，“Arduinoによる組込みシステム入門”, 2018/03 
(b) 査読ありの論文誌に掲載された論文 
1) Y. Arai, M. Sugawara, S. Imai, T. Inomata, “Development of Spatially Seamless Local Communication System 






テムの通信速度改善”，ロボティクス・メカトロニクス講演会'17講演論文集, 1A1-E03, 2017. 
2) 六本木和也，新井義和，石黒智子，今井信太郎，猪股俊光，“プラグアンドプレイによる CAN 接続のためのノー
ドテーブルの分散管理”，ロボティクス・メカトロニクス講演会'17講演論文集, 2P2-D07, 2017. 
3) 岩間恵梨沙，福原和哉，猪股俊光，杉野栄二，今井信太郎，新井義和，成田匡輝，“C#ソースコード静的解析の
ための問い合わせ言語 CXmlPyQueryとその応用”，情処研報, Vol. 2017-SE-196, No. 21, pp. 1-7, 2017. 
4) 佐藤碧生，成田匡輝，杉野栄二，今井信太郎，新井義和，猪股俊光，“SNS への画像投稿による遊休資産の貸借
管理システム”，平成 29年度電気関係学会東北支部連合大会講演論文集, 2C04, 2017. 
5) 赤川徹朗，新井義和，今井信太郎，猪股俊光，“信号多重化技術を用いた空間的にシームレスな局所的通信シス
テムにおける回転を考慮したデコード手法”， 第 35回日本ロボット学会学術講演会予稿集, 1H2-03, 2017. 
6) 柏倉潤平, 成田匡輝, 猪股俊光, 杉野栄二, 今井信太郎，“ダークネット観測パケットへの位相的データ解析に
関する一検討”， コンピュータセキュリティシンポジウム 2017(CSS 2017)論文集, pp. 1246-1250, 2017. 
7) 岸川裕佑，今井信太郎，新井義和，猪股俊光，“センサデータを用いた低コストな屋内行動推定システムの検討”，
情処研報, Vol. 2017-MBL-85, No. 28, pp. 1-8, 2017. 
8) 谷口雄大，猪股俊光，杉野栄二，成田匡輝，今井信太郎，新井義和，“普通列車を対象にした制約付き最長距離
経路探索の考案”，情報処理学会第 80回全国大会講演論文集, pp. 1-323-1-324, 2018.  
9) 高柳寛樹，福原和哉，猪股俊光，杉野栄二，今井信太郎，新井義和，成田匡輝， “C ソースコード変更時の影





に関する提案”，情報処理学会第 80回全国大会講演論文集, pp. 1-273-1-274, 2018. 
11) 佐藤綾香，猪股俊光，杉野栄二，今井信太郎，新井義和，成田匡輝，“小学生向け CSアンプラグド教材による「デ
ィジタル世界」の学習の実践”，情報処理学会第 80回全国大会講演論文集, pp. 4-923-4-924, 2018. 
12) 梅田康平，猪股俊光，杉野栄二，成田匡輝，今井信太郎，新井義和， “小学生向けロボットプログラミング学







出願番号：特願 2017-216741  
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職名： 准教授 氏名： 新井 義和 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 












1) Y. Arai, M. Sugawara, S. Imai, T. Inomata, “Development of Spatially Seamless Local Communication System 






テムの通信速度改善”，ロボティクス・メカトロニクス講演会'17講演論文集, 1A1-E03, 2017. 
2) 六本木和也，新井義和，石黒智子，今井信太郎，猪股俊光，“プラグアンドプレイによる CAN 接続のためのノー
ドテーブルの分散管理”，ロボティクス・メカトロニクス講演会'17講演論文集, 2P2-D07, 2017. 
3) 岩間恵梨沙，福原和哉，猪股俊光，杉野栄二，今井信太郎，新井義和，成田匡輝，“C#ソースコード静的解析の
ための問い合わせ言語 CXmlPyQueryとその応用”，情処研報, Vol. 2017-SE-196, No. 21, pp. 1-7, 2017. 
4) 佐藤碧生，成田匡輝，杉野栄二，今井信太郎，新井義和，猪股俊光，“SNS への画像投稿による遊休資産の貸借
管理システム”，平成 29年度電気関係学会東北支部連合大会講演論文集, 2C04, 2017. 
5) 赤川徹朗，新井義和，今井信太郎，猪股俊光，“信号多重化技術を用いた空間的にシームレスな局所的通信シス
テムにおける回転を考慮したデコード手法”， 第 35回日本ロボット学会学術講演会予稿集, 1H2-03, 2017. 
6) 岸川裕佑，今井信太郎，新井義和，猪股俊光，“センサデータを用いた低コストな屋内行動推定システムの検討”，
情処研報, Vol. 2017-MBL-85, No. 28, pp. 1-8, 2017. 
7) 谷口雄大，猪股俊光，杉野栄二，成田匡輝，今井信太郎，新井義和，“普通列車を対象にした制約付き最長距離
経路探索の考案”，情報処理学会第 80回全国大会講演論文集, pp. 1-323-1-324, 2018.  
8) 高柳寛樹，福原和哉，猪股俊光，杉野栄二，今井信太郎，新井義和，成田匡輝， “C ソースコード変更時の影
響波及範囲の解析と可視化”，情報処理学会第 80回全国大会講演論文集, pp. 1-197-1-198, 2018. 
9) 佐藤碧生，成田匡輝，杉野栄二，今井信太郎，新井義和，猪股俊光，“SNS ベースの遊休資産貸借管理システム
に関する提案”，情報処理学会第 80回全国大会講演論文集, pp. 1-273-1-274, 2018. 
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10) 佐藤綾香，猪股俊光，杉野栄二，今井信太郎，新井義和，成田匡輝，“小学生向け CS アンプラグド教材による
「ディジタル世界」の学習の実践”，情報処理学会第 80回全国大会講演論文集, pp. 4-923-4-924, 2018. 
11) 梅田康平，猪股俊光，杉野栄二，成田匡輝，今井信太郎，新井義和， “小学生向けロボットプログラミング学
習のための対戦型ボードゲームの考案と実践”，情報処理学会第 80 回全国大会講演論文集, pp. 4-929-4-930, 
2018. 
(e) 研究費の獲得 
1) 平成 29 年度岩手県立大学雇用創出研究事業，海外展開を踏まえた「車載ネットワーク教育システム開発」およ
び同システムの「海外自動車関連機関への展開」（平成 29 年申請），採択 5,000,000 円 
2) 平成 29 年度岩手県立大学全学競争研究費，空間的にシームレスな局所的通信システムの実用化へ向けた小型化
および通信特性の検証（平成 29 年申請），採択 2,000,000 円 
3) 総務省戦略的情報通信研究開発推進事業（SCOPE）平成 29年度若手 ICT 研究者等育成型 ～中小企業枠～，次世




出願番号：特願 2017-216741  


















1) いわて組込み技術研究会 副会長 
2) いわて組込みシステムコンソーシアム 副代表 
3) ET ロボコン 2017 東北地区技術委員長 
4) ICT フェア in 東北 2017 出展「準静電界センシングによる路面状態推定技術を利用した交通問題対策の研究開
発」 




6) ICT イノベーションフォーラム 2017 出展「準静電界センシングによる路面状態推定技術を利用した交通問題
対策の研究開発」 
7) JST 新技術説明会 発表「空間的にシームレスな局所的通信システム」 
(c) 一般教育 
1) 家族ロボット教室 アシスタント 
2) IT 体験教室「C 言語講習」 講師 
3) みやこロボットプログラミング教室 アシスタント 
4) おでんせ！サイエンスキッズ 2017「ロボットを動かそう」講師 
(d) 産学連携 
1) アイシン・コムクルーズ（株） 共同研究 
(e) 学会などにおける活動 
1) 日本機械学会ロボティクス・メカトロニクス講演会 '17 セッションオーガナイザ 
(f) その他 




Development of Spatially Seamless Local Communication System Based on Time Sharing Communication Strategy 
For multiple robots to achieve complex tasks while cooperating autonomously, communication among those 
robots is indispensable. We have developed a local communication system, LOCISS, which uses infrared light 
as a medium to prevent the convergence of communication by restricting the communication area. In this system, 
eight pairs of transmitting and receiving elements are located all around a robot, surrounding it for 
communication. It is also possible for each element to transmit individual information. However, because 
of imperfections in their directivity, communication gaps exist between elements, preventing sequences of 
communication. As described in this paper, SS-LOCISS makes a robot’s surroundings spatially seamless in 
terms of communication by rotating transmitter and receiver. First, a method is given for restoring pulses 
that have an incomplete shape because of transmitter and receiver rotations. Next, restrictions that are 
needed for all pulses transmitted to be received are considered, and characteristics of communication 
strategies derived from the restrictions are verified. After that, areas of transmission and reception are 
defined, and transmitter and receiver structures that might allow for the exchange of individual information 
in every area are considered. A method of signal coding is also proposed, one that may eliminate 
inconsistencies occurring at the dividing lines between transmission areas due to transmitter and receiver 
rotations. Then, SS-LOCISS prototypes demonstrate its communication accuracy and consistency on these 
dividing lines. Finally, we consider ways to improve its transmission rate so that SS-LOCISS may be applied 
to systems. 
（Y. Arai, M. Sugawara, S. Imai, T. Inomata, “Development of Spatially Seamless Local Communication System 
Based on Time Sharing Communication Strategy,” J. of Robotics and Mechatronics, Vol. 30, No. 1, pp. 43-54, 
2018. より引用） 
 




職名： 講師 氏名： 今井 信太郎 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
モデリング実践論，ソフトウェア演習 A，基礎教養入門，キャリアデザイン I，学の世界入門，プロジェクト演習 I・











1) Y. Arai, M. Sugawara, S. Imai, T. Inomata, “Development of Spatially Seamless Local Communication System 






テムの通信速度改善”，ロボティクス・メカトロニクス講演会'17講演論文集, 1A1-E03,  
DOI: 10.1299/jsmermd.2017.1A1-E03, 2017. 
2) 六本木和也，新井義和，石黒智子，今井信太郎，猪股俊光，“プラグアンドプレイによる CAN 接続のためのノー
ドテーブルの分散管理”，ロボティクス・メカトロニクス講演会'17講演論文集, 2P2-D07,  
DOI: 10.1299/jsmermd.2017.2P2-D07, 2017. 
3) 岩間恵梨沙，福原和哉，猪股俊光，杉野栄二，今井信太郎，新井義和，成田匡輝，“C#ソースコード静的解析の
ための問い合わせ言語 CXmlPyQueryとその応用”，情処研報, Vol. 2017-SE-196, No. 21, pp. 1-7, 2017. 
4) 佐藤碧生，成田匡輝，杉野栄二，今井信太郎，新井義和，猪股俊光，“SNS への画像投稿による遊休資産の貸借
管理システム”，平成29年度電気関係学会東北支部連合大会講演論文集, 2C04, DOI: 10.11528/tsjc.2017.0_170, 
2017. 
5) 赤川徹朗，新井義和，今井信太郎，猪股俊光，“信号多重化技術を用いた空間的にシームレスな局所的通信シス
テムにおける回転を考慮したデコード手法”， 第 35回日本ロボット学会学術講演会予稿集, 1H2-03, 2017. 
6) 柏倉潤平, 成田匡輝, 猪股俊光, 杉野栄二, 今井信太郎，“ダークネット観測パケットへの位相的データ解析に
関する一検討”， コンピュータセキュリティシンポジウム 2017(CSS 2017)論文集, pp. 1246-1250, 2017. 
7) 岸川裕佑，今井信太郎，新井義和，猪股俊光，“センサデータを用いた低コストな屋内行動推定システムの検討”，





経路探索の考案”，情報処理学会第 80回全国大会講演論文集, pp. 1-323-1-324, 2018.  
9) 高柳寛樹，福原和哉，猪股俊光，杉野栄二，今井信太郎，新井義和，成田匡輝， “C ソースコード変更時の影
響波及範囲の解析と可視化”，情報処理学会第 80回全国大会講演論文集, pp. 1-197-1-198, 2018. 
10) 佐藤碧生，成田匡輝，杉野栄二，今井信太郎，新井義和，猪股俊光，“SNS ベースの遊休資産貸借管理システム
に関する提案”，情報処理学会第 80回全国大会講演論文集, pp. 1-273-1-274, 2018. 
11) 佐藤綾香，猪股俊光，杉野栄二，今井信太郎，新井義和，成田匡輝，“小学生向け CSアンプラグド教材による「デ
ィジタル世界」の学習の実践”，情報処理学会第 80回全国大会講演論文集, pp. 4-923-4-924, 2018. 
12) 梅田康平，猪股俊光，杉野栄二，成田匡輝，今井信太郎，新井義和， “小学生向けロボットプログラミング学
習のための対戦型ボードゲームの考案と実践”，情報処理学会第 80 回全国大会講演論文集, pp. 4-929-4-930, 
2018. 
(e) 研究費の獲得 





出願番号：特願 2017-216741  



















1) ETロボコン 2017 東北地区審査委員 
2) 震災復興支援家族ロボット教室 補助員 
(c) 一般教育 
該当無し 






1） 情報処理学会 DPS研究会ワークショップ 2017 プログラム委員 
2） 情報処理学会 DPS研究会ワークショップ 2017 査読（1件） 
3） IEICE Trans. On Inf. And Syst. 査読（1件） 
















































高橋 健太 FPGAを利用した 2 値化 CNN による動作推定の検討 
現在，各センサを用いた動作推定は，様々なシステムを実現するにあたって重要な要素技術
となっている．本研究では，2 値化 CNN を使用した機械学習による動作推定を試みる．また，
動作推定をする際には，消費電力やネットワークに制約のある環境下での使用が求められるこ
とが考えられる．本研究では，FPGA を用いて動作推定を行うことで，CPU や GPU と比べた低消
費電力化や非ネットワーク環境下での動作推定を目指す． 
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岩間 恵梨沙 XML形式のCソースコード静的解析のための問い合わせ言語に関する研究 
Ｃ言語のソースコードを対象としてコーディング規約検査などの静的検査項目を柔軟に記述
できるツールの作成を目的として,「検査可能範囲を増やす」,「XPath について未習熟でも検
査を行える」の 2 項目の達成のために Python 言語と CXml 検索 API ライブラリを利用した




習熟でも検査を行える」に対しては, XPath 式を隠蔽した API ライブラリを用いること
で,XPath を学習する負担は軽減された.しかし,API の数が多いこと,マニュアルに不備があっ
たことにより,習得の容易さに関しては期待されたほどの効果は得られなかったものの，一部の
ルール記述量が API によって減少するなど便利になった点もある. 

































テムの通信速度改善”，ロボティクス・メカトロニクス講演会'17講演論文集, 1A1-E03, 2017. 
2) 六本木和也，新井義和，石黒智子，今井信太郎，猪股俊光，“プラグアンドプレイによる CAN 接続のためのノー
ドテーブルの分散管理”，ロボティクス・メカトロニクス講演会'17講演論文集, 2P2-D07, 2017. 
3) 岩間恵梨沙，福原和哉，猪股俊光，杉野栄二，今井信太郎，新井義和，成田匡輝，“C#ソースコード静的解析の
ための問い合わせ言語 CXmlPyQueryとその応用”，情処研報, Vol. 2017-SE-196, No. 21, pp. 1-7, 2017. 
4) 赤川徹朗，新井義和，今井信太郎，猪股俊光，“信号多重化技術を用いた空間的にシームレスな局所的通信シス
テムにおける回転を考慮したデコード手法”， 第 35回日本ロボット学会学術講演会予稿集, 1H2-03, 2017. 
5) 岸川裕佑，今井信太郎，新井義和，猪股俊光，“センサデータを用いた低コストな屋内行動推定システムの検討”，
情処研報, Vol. 2017-MBL-85, No. 28, pp. 1-8, 2017. 
6) 高柳寛樹，福原和哉，猪股俊光，杉野栄二，今井信太郎，新井義和，成田匡輝， “C ソースコード変更時の影
響波及範囲の解析と可視化”，情報処理学会第 80回全国大会講演論文集, pp. 1-197-1-198, 2018. 
7) 佐藤綾香，猪股俊光，杉野栄二，今井信太郎，新井義和，成田匡輝，“小学生向け CS アンプラグド教材による
「ディジタル世界」の学習の実践”，情報処理学会第 80回全国大会講演論文集, pp. 4-923-4-924, 2018. 
(f) 学生が単独で受けた受賞や表彰一覧 
1) 近藤和也，佐々木馨一，遠藤零士，河合勇太朗，藤原 翔，細越一希，三浦大輝，村井恒太，松舘 遼，ET ロ










 【概要】将来的な組込みソフトウェアのプログラミングを意識して，その基礎として C 言語の文法を一から学ぶ．  
 
(b) 短大・高専生の体験実習（講座教員担当分） 
 ■テーマ 1 
 【名称】数理的アプローチによる組込みソフトウェア開発 
 【担当】猪股俊光 
 【期間】H 29 年 8 月 21 日から 8 月 25 日 











 ■テーマ 1（7 月 29 日，8 月 4 日，8 月 9 日） 









■テーマ 2（7 月 29 日，8 月 4 日，8 月 9 日） 











■テーマ 3（7 月 29 日，8 月 4 日，8 月 9 日） 








■テーマ 4（8 月 4 日） 
 【名称】ロボットを動かそう～ロボットを歩かせたり，躍らせよう～ 
 【担当】新井義和 
 【概要】Visual BASIC のソースコードによるプログラミングを通して，5 つの自由度をもつ四脚歩行ロボットの
歩行制御を行う．どのモータをどんな順番でどれだけ動かすとスムーズにそして速く歩けるか，試行錯誤
を通して競争する． 










■テーマ 2（12 月 25 日） 














































  組込みなどのユビキタス情報機器を，オープンなネットワーク環境で利用するソフトウェア基盤の研究開発 
（２）情報システムの高性能化に関する研究 
  大量データの処理や高速計算を実現する，耐故障並列ソフトウェア仮想化技術などの並列処理に関する研究 
（３）センサネットワークに関する研究 
  過酷な自然環境下で安全に利用できるセンサネットワークの構築とセンサネットワークプロトコルの開発 
（４）初学者向け情報教育基盤に関する研究 



















職名： 教授 氏名： 猪股 俊光 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 









1) 猪股俊光，“Arduinoによる組込みシステム入門”, 2018/03 
(b) 査読ありの論文誌に掲載された論文 
1) Y. Arai, M. Sugawara, S. Imai, T. Inomata, “Development of Spatially Seamless Local Communication System 






テムの通信速度改善”，ロボティクス・メカトロニクス講演会'17講演論文集, 1A1-E03, 2017. 
2) 六本木和也，新井義和，石黒智子，今井信太郎，猪股俊光，“プラグアンドプレイによる CAN 接続のためのノー
ドテーブルの分散管理”，ロボティクス・メカトロニクス講演会'17講演論文集, 2P2-D07, 2017. 
3) 岩間恵梨沙，福原和哉，猪股俊光，杉野栄二，今井信太郎，新井義和，成田匡輝，“C#ソースコード静的解析の
ための問い合わせ言語 CXmlPyQueryとその応用”，情処研報, Vol. 2017-SE-196, No. 21, pp. 1-7, 2017. 
4) 佐藤碧生，成田匡輝，杉野栄二，今井信太郎，新井義和，猪股俊光，“SNS への画像投稿による遊休資産の貸借
管理システム”，平成 29年度電気関係学会東北支部連合大会講演論文集, 2C04, 2017. 
5) 赤川徹朗，新井義和，今井信太郎，猪股俊光，“信号多重化技術を用いた空間的にシームレスな局所的通信シス
テムにおける回転を考慮したデコード手法”， 第 35回日本ロボット学会学術講演会予稿集, 1H2-03, 2017. 
6) 柏倉潤平, 成田匡輝, 猪股俊光, 杉野栄二, 今井信太郎，“ダークネット観測パケットへの位相的データ解析に
関する一検討”， コンピュータセキュリティシンポジウム 2017(CSS 2017)論文集, pp. 1246-1250, 2017. 
7) 岸川裕佑，今井信太郎，新井義和，猪股俊光，“センサデータを用いた低コストな屋内行動推定システムの検討”，
情処研報, Vol. 2017-MBL-85, No. 28, pp. 1-8, 2017. 
8) 谷口雄大，猪股俊光，杉野栄二，成田匡輝，今井信太郎，新井義和，“普通列車を対象にした制約付き最長距離
経路探索の考案”，情報処理学会第 80回全国大会講演論文集, pp. 1-323-1-324, 2018.  
9) 高柳寛樹，福原和哉，猪股俊光，杉野栄二，今井信太郎，新井義和，成田匡輝， “C ソースコード変更時の影
響波及範囲の解析と可視化”，情報処理学会第 80回全国大会講演論文集, pp. 1-197-1-198, 2018. 




に関する提案”，情報処理学会第 80回全国大会講演論文集, pp. 1-273-1-274, 2018. 
11) 佐藤綾香，猪股俊光，杉野栄二，今井信太郎，新井義和，成田匡輝，“小学生向け CS アンプラグド教材による
「ディジタル世界」の学習の実践”，情報処理学会第 80回全国大会講演論文集, pp. 4-923-4-924, 2018. 
12) 梅田康平，猪股俊光，杉野栄二，成田匡輝，今井信太郎，新井義和， “小学生向けロボットプログラミング学







出願番号：特願 2017-216741  

































































できのかについて考察します．「②関数で計算を表そう」を受講しているといっそう楽しめる内容です．    
 
 




職名： 講師 氏名： 杉野 栄二 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
基礎教養入門，キャリアデザイン I，コンピュータアーキテクチャ，オペレーティングシステム論，組込み OS 論，















ための問い合わせ言語 CXmlPyQueryとその応用”，情処研報, Vol. 2017-SE-196, No. 21, pp. 1-7, 2017. 
2) 佐藤碧生，成田匡輝，杉野栄二，今井信太郎，新井義和，猪股俊光，“SNS への画像投稿による遊休資産の貸借
管 理 シ ス テ ム ” ， 平 成 29 年 度 電 気 関 係 学 会 東 北 支 部 連 合 大 会 講 演 論 文 集 , 2C04, DOI: 
10.11528/tsjc.2017.0_170, 2017. 
3) 谷口雄大，猪股俊光，杉野栄二，成田匡輝，今井信太郎，新井義和，“普通列車を対象にした制約付き最長距離
経路探索の考案”，情報処理学会第 80回全国大会講演論文集, pp. 1-323-1-324, 2018.  
4) 高柳寛樹，福原和哉，猪股俊光，杉野栄二，今井信太郎，新井義和，成田匡輝， “C ソースコード変更時の影
響波及範囲の解析と可視化”，情報処理学会第 80回全国大会講演論文集, pp. 1-197-1-198, 2018. 
5) 佐藤碧生，成田匡輝，杉野栄二，今井信太郎，新井義和，猪股俊光，“SNS バースの遊休資産貸借管理システム
に関する提案”，情報処理学会第 80回全国大会講演論文集, pp. 1-273-1-274, 2018. 
6) 佐藤綾香，猪股俊光，杉野栄二，今井信太郎，新井義和，成田匡輝，“小学生向け CS アンプラグド教材による
「ディジタル世界」の学習の実践”，情報処理学会第 80回全国大会講演論文集, pp. 4-923-4-924, 2018. 
7) 梅田康平，猪股俊光，杉野栄二，成田匡輝，今井信太郎，新井義和， “小学生向けロボットプログラミング学




































































ための問い合わせ言語 CXmlPyQueryとその応用”，情処研報, Vol. 2017-SE-196, No. 21, pp. 1-7, 2017. 
2) 佐藤碧生，成田匡輝，杉野栄二，今井信太郎，新井義和，猪股俊光，“SNS への画像投稿による遊休資産の貸借
管 理 シ ス テ ム ” ， 平 成 29 年 度 電 気 関 係 学 会 東 北 支 部 連 合 大 会 講 演 論 文 集 , 2C04, DOI: 
10.11528/tsjc.2017.0_170, 2017. 
3) 柏倉潤平, 成田匡輝, 猪股俊光, 杉野栄二, 今井信太郎，“ダークネット観測パケットへの位相的データ解析に
関する一検討”，コンピュータセキュリティシンポジウム 2017 (CSS 2017) 論文集, pp. 1246-1250, 2017. 
4) 谷口雄大，猪股俊光，杉野栄二，成田匡輝，今井信太郎，新井義和，“普通列車を対象にした制約付き最長距離
経路探索の考案”，情報処理学会第 80回全国大会講演論文集, pp. 1-323-1-324, 2018. 
5) 高柳寛樹，福原和哉，猪股俊光，杉野栄二，今井信太郎，新井義和，成田匡輝， “C ソースコード変更時の影
響波及範囲の解析と可視化”，情報処理学会第 80回全国大会講演論文集, pp. 1-197-1-198, 2018. 
6) 佐藤碧生，成田匡輝，杉野栄二，今井信太郎，新井義和，猪股俊光，“SNS ベースの遊休資産貸借管理システム
に関する提案”，情報処理学会第 80回全国大会講演論文集, pp. 1-273-1-274, 2018. 
7) 佐藤綾香，猪股俊光，杉野栄二，今井信太郎，新井義和，成田匡輝，“小学生向け CS アンプラグド教材による
「ディジタル世界」の学習の実践”，情報処理学会第 80回全国大会講演論文集, pp. 4-923-4-924, 2018. 
8) 梅田康平，猪股俊光，杉野栄二，成田匡輝，今井信太郎，新井義和， “小学生向けロボットプログラミング学






















































































































借 管 理 シ ス テ ム ” ， 平 成 29 年 度 電 気 関 係 学 会 東 北 支 部 連 合 大 会 講 演 論 文 集 , 2C04, DOI: 
10.11528/tsjc.2017.0_170, 2017. 
2) 柏倉潤平, 成田匡輝, 猪股俊光, 杉野栄二, 今井信太郎，“ダークネット観測パケットへの位相的データ解析
に関する一検討”，コンピュータセキュリティシンポジウム 2017 (CSS 2017) 論文集, pp. 1246-1250, 2017. 
3) 谷口雄大，猪股俊光，杉野栄二，成田匡輝，今井信太郎，新井義和，“普通列車を対象にした制約付き最長距
離経路探索の考案”，情報処理学会第 80回全国大会講演論文集, pp. 1-323-1-324, 2018. 
4) 佐藤碧生，成田匡輝，杉野栄二，今井信太郎，新井義和，猪股俊光，“SNS ベースの遊休資産貸借管理システ
ムに関する提案”，情報処理学会第 80回全国大会講演論文集, pp. 1-273-1-274, 2018. 
5) 梅田康平，猪股俊光，杉野栄二，成田匡輝，今井信太郎，新井義和， “小学生向けロボットプログラミング学
習のための対戦型ボードゲームの考案と実践”，情報処理学会第 80 回全国大会講演論文集, pp. 4-929-4-930, 
2018. 
(f) 学生が単独で受けた受賞や表彰一覧 
1) 谷口雄大，情報処理学会第 80 回全国大会，学生奨励賞 
2) 佐藤碧生，情報処理学会第 80 回全国大会，学生奨励賞 
















 また，無線電波や赤外線など NFC を研究し，及び携帯情報端末及び知的観光案内システムの開発と実用化を行っ
ている． 
キーワード： 並列処理ソフトウェア， 高性能計算，赤外線通信，組み込みシステム，あみだくじ，数え上げ 
(b) 年度目標 
• センサ側での小型プロセッサによるデータ解析手法の確立とその並列化実装検証 
































1) Hiroto Kizuna, Hiroyuki Sato, The entering and exiting management system by person specification using 
Deep-CNN, 8th International Workshop on Advances in Networking and Computing， pp.107, 2017年 12月． 
2) Hiroto Kizuna，Kairi Azuma，Hiroyuki Sato，Accelerating the Sick Diagnosis of Cucumbers with Jetson TX2，
GPU Technology Conference (GTC) 2018 Poster Session，P8171，2018年 3月． 
(d) 研究発表等（査読なしの論文等） 
1) 虞飛，佐藤裕幸，高解像度画像対応ステレオマッチングの GPGPUによる高速化，研究報告ハイパフォーマンスコ
ンピューティング（HPC），2017-HPC-160(19)，pp. 1-6，2017年 7月． 
2) 木綱啓人，安部則孝，佐藤裕幸，SDN を用いたクラウド型暗号/復号システムの構築，第 16回情報科学技術フォ
ーラム(FIT2017)，L-019，2017年 9月． 
3) 比嘉優樹，佐藤裕幸，モバイル端末上の GPGPUによる画像合成を用いた自律走行 AGVの自己位置推定の高速化，

























1) 八戸工業高等専門学校産業システム工学科電気情報工学コース 非常勤講師（システム情報工学） 
(b) 企業・団体などにおける活動 
該当無し 






















適化した． Jetson TX2の ARM CPU上の 4スレッド並列での実行時間は 153msであった．これを GPUで実行すると，
(A)は 4倍から 67倍，(B)は 6倍から 8倍，(C)は 1.4から 2倍，それぞれ高速化され，実行時間は 36msとなり，全
体で約 4.3倍の高速化となった．これは，デスクサイド PCである Corei7 6700k@4.00GHzの 37msより高速になって
いる． TX2 上では搭載コア数が 256core と少ないため，実行ブロック数を少なくし，1 スレッドでより多くの処理
を行う方が高速であった．  




職名： 准教授 氏名： 蔡 大維 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 










1) Dawei CAI, An Innovative Wearable Electronic Tourist Guide Device and Automatic Guide Service, 



























































職名： 助教 氏名： 片町 健太郎 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
ソフトウェア演習 B（再履修）, 情報基礎数学 A，情報基礎数学 A（再履修），基礎教養入門, キャリアデザイン I, 学
















































































































































を CUDA8.0 で実装した．評価実験により，並列化した部分それぞれで約 2～10 倍，全体で 2 倍
以上の向上を確認することができた．Middlebury Stereo Evaluation での IDR 法と ELAS 法の
実行時間比率は 0.36対 0.49であったが，本高速化により ELAS法は 3,605msから 1,493msに高
速化され，実行時間は 1/2.4 に短縮された．0.49/2.4 は 0.2 であり， IDR 法の 0.36 を既に下
回っており，IDR法より高速になっている． 
比嘉優樹 モバイル端末上の GPGPUによる画像合成を用いた自律走行 AGVの自己位置推定の高速化 
工場内を自律走行する AGV (Automated Guided Vehicle)の自己位置推定の手法として，画像





ーティングに対応した Tegra K1 を搭載する Android端末“SHIELD Tablet”上で動作するアプ
リとして，AGV前方の撮影画像を合成・自己位置推定を行う機能を実装し，GPGPUを適用するこ
とにより画像処理部分で Android Java と比較した．検証の結果，Java 実装版は全体処理時間
860[ms]，ホモグラフィ変換部 21.212[ms]，ZNCC 算出部 545.556[ms]であったところ，CUDA 適












ンピューティング（HPC），2017-HPC-160(19)，pp. 1-6，2017年 7月． 
2) 木綱啓人，安部則孝，佐藤裕幸，SDN を用いたクラウド型暗号/復号システムの構築，第 16回情報科学技術フォ
ーラム(FIT2017)，L-019，2017年 9月． 
3) 比嘉優樹，佐藤裕幸，モバイル端末上の GPGPUによる画像合成を用いた自律走行 AGVの自己位置推定の高速化，
電子情報通信学会技術研究報告，Vol. 117，No. 203，pp. 53-58，2017年 9月． 
4) Hiroto Kizuna, Hiroyuki Sato, The entering and exiting management system by person specification using 





7) Hiroto Kizuna，Kairi Azuma，Hiroyuki Sato，Accelerating the Sick Diagnosis of Cucumbers with Jetson TX2，






















































職名： 教授 氏名： 村田嘉利 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
ソフトウェア設計学，ファイルとデータベース，基盤システム演習 I，基盤システム演習 II，卒業研究・制作 A，卒











1) Yoshitoshi Murata, Shohei Yoshida, Takayuki Niinuma, Kazuhiro Yoshida, "Comparative Analysis of Walking 
Gait Cycle between Healthy People and Walking Disabilities to Prevent Tripping Using Wearable Device 
and KINECT," IARIA, International Journal on Advances in Life Sciences, vol 9 no 3 & 4, 2017. 
2) 鈴木彰真，菱田勇弥，村田嘉利，「座面アクチュエータを用いた臀部触覚による自動車の周辺情報通知」，情報処
理学会 コンシューマ・デバイス＆システム Vol.8 No.1, pp. 39-47, 2018.著者，タイトル，学会名・論文誌
タイトル，ページ，発行年月 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文，国際会議プロシーディング，ワークショップ等） 
1) Yoshitoshi Murata, Rintaro Takahashi, Tomoki Yamato, Shohei Yoshida, Masahiko Okamura, “Proposal of 
Field Oriented Event Messaging System,” IARIA, eTELEMED 2018, pp. 16-20, March 2018. 
2) Yuki Takehara, Yoshitoshi Murata, Takamichi Yoshikawa, “Picking Assistance System with MS-KINECT and 
Projection Mapping,” IARIA, ACHI 2018, pp. 219-223, March 2018. 
3) Natsuko Miura, Kazuma Takahashi, Yoshitoshi Murata, “A Study on Facial Expressions when Nursing Students 
Care for Patients,” IARIA, eTELEMED 2018, pp. 33-36, March 2018. 
4) 岡村 雅仁，村田 嘉利，鈴木 彰真，佐藤 永欣，ローカルフード検索システムの実用化に関する研究，コンシュ
ーマ・デバイス＆システム（CDS）研究報告，2017-CDS-20，Vol.3, pp.1-8，2017-08-22 
5) M. Horikawa, D. Kudo, A. Okamoto, Y. Murata : Indoor Positioning Method for Internet of Moving Things, 











4) 堀川三好，工藤大希，岡本東，村田嘉利：移動するモノを対象とした Internet of Things の提案，日本経営工
学会 2017年秋季大会予稿集，pp.144-145，2017/11 







































職名： 講師 氏名： 佐藤永欣 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 












1) 佐藤 永欣, 佐々木 毅, 檜山 稔, 浅沼 和彦, 大関 一陽, 武部 英輔, 猿舘 貢, 佐藤 清忠, 自転車競技トレ
ーニングシステムの開発, 第 25 回 マルチメディア通信と分散処理ワークショップ (DPSWS2017), pp.155-161, 
2017. 






































2) 非侵襲乳酸センサの開発および既存センサのデジタル化, バイタルイクイップメント合同会社 
(e) 学会などにおける活動 
1) 情報処理学会マルチメディア通信と分散処理研究会運営委員 
2) 情報処理学会論文誌マルチメディア通信と分散処理特集号編集委員(査読 3件) 
3) 情報処理学会マルチメディア通信と分散処理ワークショップ プログラム委員(査読 2件) 
4) Program Committee member, The 20-th International Conference on Network-Based Information Systems (NBiS 
2017) 
5) Reviewer, International Workshop on Combinatorial Image Analysis 2017. (査読 2件) 






















職名： 講師 氏名： 鈴木彰真 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
基盤システムゼミ A,B，情報リテラシ，基盤システム演習 I, II，ソフトウェア設計学，ソフトウェア設計実践論，
学の世界入門，プロジェクト演習 I, II 
(b) 研究科担当授業科目 











1) 鈴木 彰真，菱田 勇弥，村田 嘉利，座面アクチュエータを用いた臀部触覚による自動車の周辺情報通知，情報
処理学会論文誌コンシューマ・デバイス＆システム（CDS）No.8，Vol.1，pp. 39-47, 2018-01-30 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文，国際会議プロシーディング，ワークショップ等） 
1) 岡村 雅仁，村田 嘉利，鈴木 彰真，佐藤 永欣，ローカルフード検索システムの実用化に関する研究，コンシュ
ーマ・デバイス＆システム（CDS）研究報告，2017-CDS-20，Vol.3, pp.1-8，2017-08-22 
(d) 研究発表（査読なしの論文等） 








1) （文部科学省科学研究費）基盤研究（C）ユニバーサル移動体操縦インタフェースの研究 研究分担者 
2016 年度  ～ 2018年度 6,370,000円 
2) （文部科学省科学研究費）若手研究（B）SS超音波を用いた人・ロボットの屋内位置情報計測・蓄積システム  



























1） 電子情報通信学会東北支部 支部委員 


















図 2 臀部の触覚に与える振動モータを装着したシート     図 3 道路別の臀部で感じる方角や強度の正答率 



































スが発生する．これを防ぐべく既存研究では Microsoft 社の Kinect2 台を人の背後に設置し人
的ミスの防止を試みていたが，経済的でなかった．本論文では，Kinect1 台を使用した新たな
人的ミスを検知するシステムを提案する． 

























































1) 林 柾徳，第 80 回情報処理学会全国大会，学生奨励賞，臀部触覚を用いた自動車周囲通知システムにおける種
別通知，2018-03-14  








































キーワード： 情報セキュリティ,  ネットワークセキュリティ，情報セキュリティ教育，モバイル Ad-hoc ネット





高田 豊雄, Bhed Bahadur Bista, 小倉加奈代 





-    インターネット観測システムの観測点保護および観測点攻撃検出に関する研究 
-    分散型 Slow Read DoS攻撃に対する防御手法に関する研究 
-    サイトの安全性と重要度に応じたパスワード管理手法に関する研究 
-  想起性と安全性を両立するパスワード認証に関する研究 
-  視覚符号型秘密分散法を用いた CAPTCHAに関する研究 
-    スマートデバイスにおける端末認証，個人認証に関する研究 
-    フィッシングサイト検知手法に関する研究 
- GBS理論に基づいたセキュリティ学習を支援する e-learning教材に関する研究 
など 
• モバイルアドホック・無線センサーネットワーク 
- Vehicular network 
 災害時における車車間通信を利用した経路選択支援アプリケーションの提案 
- Mobile ad hoc network routing protocols 
 リンクレート切り替えによる OpenFlowネットワークの省電力化手法の提案 
- Sensor networks 
など 
• HCI (Human Computer Interaction)，認知科学 
  -   三軸加速度センサおよびジャイロセンサを用いた正しい歯磨き方法習得支援システムの開発 
    -   人間の内的特性に焦点をあてた次世代コミュニケーションメディアの開発 
  -   スマートフォンにおける編集過程情報を伝えるメールシステムに関する研究 
  -   パスワード生成過程の分析 
  -   パスワード入力中のタイピングミスを考慮したパスワード生成に関する研究 









職名： 教授 氏名： 高田 豊雄 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
数論と代数，セキュリティ論，専門英語 II，基盤システム演習 A/B/C，基盤システムゼミ A/B，卒業研究・制作 A/B 
(b) 研究科担当授業科目 











検討，日本認知科学会第 34回大会，P1-37F，2017年 9月 
2) Bhed Bahadur Bista, Jiahong Wang, and Toyoo Takata, "Mechanism for Adopting Device-to-Device 
Communication in Cellular Networks", In: Barolli L., Enokido T., Takizawa M. (eds) Advances in 
Network-Based Information Systems, NBiS 2017, pp. 306-316. Lecture Notes on Data Engineering and 
Communications Technologies, vol 7. Springer, Cham. 
3) Bhed Bahadur Bista, Shingo Sasaki, Kanayo Ogura and Toyoo Takata,“Reducing Congestion in Two-tier 
Cellular Network Using Multi-Relay D2D Communications”, Proceedings of the International 
MultiConference of Engineers and Computer Scientists 2018 Vol I (IMECS 2018), pp.78-83,  March 14-16, 
2018, Hong Kong 
(d) 研究発表等（査読なしの論文等） 
1) 功刀剛，小倉加奈代，ベッド.B.ビスタ, 高田豊雄, HTTPダウンロード検知を目的としたパケット検出システム
の提案, 平成 29年度電気関係学会東北支部連合大会, 1D05(USB), 2017年 8月 
2) 羽山葵，児玉英一郎，王家宏，高田豊雄: SNS 上の発言からの効率的な若者言葉の抽出手法に関する考案, 平成
29年度電気関係学会東北支部連合大会, 1F07(USB), 2017年 8月 
3) 吉田裕平，児玉英一郎，王家宏，高田豊雄: キーワードによるリンク構造を反映した幅広い分野からの論文発見
手法の考察, 平成 29年度電気関係学会東北支部連合大会, 1F09(USB), 2017年 8月 
4) 津谷和紀，小倉加奈代，ベッド.B.ビスタ，高田豊雄, ショルダーハック耐性を持つ類似画像を用いた画像認証
手法の提案, 平成 29年度電気関係学会東北支部連合大会, 1F14(USB), 2017年 8月 
5) 那須川至，小倉加奈代，ベッド.B.ビスタ，高田豊雄, 打鍵ミスを考慮したおとり付きパスワード管理ツールの
提案, 平成 29年度電気関係学会東北支部連合大会, 1F16(USB), 2017年 8月 
6) 安齊将之，小倉加奈代，ベッド.B.ビスタ，高田豊雄, スマートフォンの利用履歴を用いたフォールバック認証
の検討, 平成 29年度電気関係学会東北支部連合大会, 1F17(USB), 2017年 8月 
Journal of Faculty of Software and Information Sience 2017 
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7) 藤根麻羽，小倉加奈代，ベッド.B.ビスタ，高田豊雄, 短縮 URLにおける行先サイト安全性判断支援手法の提案, 
平成 29年度電気関係学会東北支部連合大会, 1F18(USB), 2017年 8月 
8) 八藤後茉央，小倉加奈代，ベッド.B.ビスタ，高田豊雄, Web 動画コンテンツを利用した標的型攻撃対策訓練手
法の提案, 平成 29年度電気関係学会東北支部連合大会, 1F19(USB), 2017年 8月 
9) 高坂鎌矢，児玉英一郎，王家宏，高田豊雄: Twitter上でのサッカー試合に対するネタバレ防止システムに関す
る考察, 平成 29年度電気関係学会東北支部連合大会, 2C05(USB), 2017年 8月 
10) 高橋謙, 小倉加奈代，ベッド.B.ビスタ，高田豊雄, センサ寿命を考慮した侵入検知用 Wi-SUN ネットワークの提
案, 平成 29年度電気関係学会東北支部連合大会, 2D14(USB), 2017年 8月 
11) 常木翔太，児玉英一郎，王家宏，高田豊雄: Linked Dataにおけるリンク切れ修復の際の計算時間削減手法に関
する考察  , 平成 29年度 電気関係学会東北支部連合大会 講演論文集, 2F04(USB), 2017年 8月 
12) 是川俊昭，児玉英一郎，王家宏，高田豊雄: 希望目的地情報の検索におけるトピックドリフト問題の軽減に関す
る考察 , 平成 29年度 電気関係学会関西連合大会 講演論文集, G11-22, 2017年 11月 
13) 小林由真，王家宏，児玉英一郎，高田豊雄： キーワードと評価値を付与した道路ネットワークにおける経路提
示手法に関する研究，情報処理学会研究報告，2017-DPS-172, pp.1—8, 2017年 11月 
14) 常木翔太，児玉英一郎，王家宏，高田豊雄： Linked Dataにおけるリンク切れ修復の際の計算時間削減手法に
関する提案，情報処理学会研究報告，2017-DPS-172, pp.1—6, 2017年 11月 
15) 是川俊昭，児玉英一郎，王家宏，高田豊雄： 希望目的地情報の検索におけるトピックドリフト問題の軽減に関
する提案，情報処理学会研究報告，2017-DPS-172, pp.1—6, 2017年 11月 
16) 田中知樹，児玉英一郎，王家宏，高田豊雄： CMOSイメージセンサの固定パターンノイズを固有 IDとするワン
タイムパスワード認証の検討，平成 29年度情報処理学会東北支部研究会，2-2, pp.1—6, 2018年 1月 
17) 功刀剛，小倉加奈代，ベッド.B.ビスタ, 高田豊雄, シグネチャ法を用いた HTTP通信のパケット高速検知の提案, 
情報処理学会第 80回全国大会講演論文集(DVD-ROM)，5T-01，2018年 3月 
18) 藤根麻羽，小倉加奈代，ベッド.B.ビスタ，高田豊雄, 複数の評価サービスの統合による短縮 URL の安全性提示
手法の提案, 情報処理学会第 80回全国大会講演論文集(DVD-ROM)，1W-07，2018年 3月 
19) 那須川至，小倉加奈代，ベッド.B.ビスタ，高田豊雄, 打鍵ミスを考慮したおとり用パスワード管理ツールの提
案, 情報処理学会第 80回全国大会講演論文集(DVD-ROM)，3W-02，2018年 3月 
20) 津谷和紀，小倉加奈代，ベッド.B.ビスタ，高田豊雄, ショルダーハック耐性とユーザの想起性を両立する類似
画像を用いた認証手法の提案, 情報処理学会第 80回全国大会講演論文集(DVD-ROM)，3W-03，2018年 3月 
21) 安齊将之，小倉加奈代，ベッド.B.ビスタ，高田豊雄, スマートフォンにおけるアプリの稼働時間を用いたフォ
ールバック認証手法の検討, 情報処理学会第 80回全国大会講演論文集(DVD-ROM)，3W-04，2018年 3月 
22) 八藤後茉央，小倉加奈代，ベッド.B.ビスタ，高田豊雄, 動画コンテンツによる擬似的訓練を可能とする標的型















































(1)  誰にでも容易に取り扱うことが可能ななりすまし被害防止教育方式 
(2)  誰にでも容易に取り扱うことが可能な行動的特徴を用いた個人認証システム 
(3)  誰にでも容易に取り扱うことが可能な分散サービス拒否攻撃防御方式の考案 
などがある． 
 




職名： 准教授 氏名： Bhed Bahadur Bista 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
専門英語 II，線形代数，統計学，基盤システム演習 B/C，基盤システムゼミ A/B，卒業研究・制作 A/B 
(b) 研究科担当授業科目 








1) Bhed B. Bista and Danda B. Rawat, “EA-Epidemic: An Energy Aware Epidemic-Based Routing Protocol for 
Delay Tolerant Networks”, Journal of Communications, Vol. 12, No. 6, pp. 304-311, June 2017.  
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文，国際会議プロシーディング，ワークショップ等） 
1) Bhed Bahadur Bista, Jiahong Wang, and Toyoo Takata, "Mechanism for Adopting Device-to-Device 
Communication in Cellular Networks", In: Barolli L., Enokido T., Takizawa M. (eds) Advances in 
Network-Based Information Systems, NBiS 2017, pp. 306-316. Lecture Notes on Data Engineering and 
Communications Technologies, vol 7. Springer, Cham. 
2) Bhed Bahadur Bista, Shingo Sasaki, Kanayo Ogura and Toyoo Takata,“Reducing Congestion in Two-tier 
Cellular Network Using Multi-Relay D2D Communications”, Proceedings of the International 
MultiConference of Engineers and Computer Scientists 2018 Vol I (IMECS 2018), pp.78-83,  March 14-16, 
2018, Hong Kong 
3) 藤原咲子，小倉加奈代，ベッド.B.ビスタ，高田豊雄，タイピングミスの傾向に基づいたパスワード作成手法の
検討，日本認知科学会第 34回大会，P1-37F，2017年 9月 
(d) 研究発表（査読なしの論文等） 
1) 功刀剛，小倉加奈代，ベッド.B.ビスタ, 高田豊雄, HTTPダウンロード検知を目的としたパケット検出システム
の提案, 平成 29年度電気関係学会東北支部連合大会, 1D05(USB), 2017年 8月 
2) 津谷和紀，小倉加奈代，ベッド.B.ビスタ，高田豊雄, ショルダーハック耐性を持つ類似画像を用いた画像認証
手法の提案, 平成 29年度電気関係学会東北支部連合大会, 1F14(USB), 2017年 8月 
3) 那須川至，小倉加奈代，ベッド.B.ビスタ，高田豊雄, 打鍵ミスを考慮したおとり付きパスワード管理ツールの
提案, 平成 29年度電気関係学会東北支部連合大会, 1F16(USB), 2017年 8月 
4) 安齊将之，小倉加奈代，ベッド.B.ビスタ，高田豊雄, スマートフォンの利用履歴を用いたフォールバック認証
の検討, 平成 29年度電気関係学会東北支部連合大会, 1F17(USB), 2017年 8月 
5) 藤根麻羽，小倉加奈代，ベッド.B.ビスタ，高田豊雄, 短縮 URLにおける行先サイト安全性判断支援手法の提案, 
平成 29年度電気関係学会東北支部連合大会, 1F18(USB), 2017年 8月 
6) 八藤後茉央，小倉加奈代，ベッド.B.ビスタ，高田豊雄, Web 動画コンテンツを利用した標的型攻撃対策訓練手




7) 高橋謙, 小倉加奈代，ベッド.B.ビスタ，高田豊雄, センサ寿命を考慮した侵入検知用 Wi-SUN ネットワークの提
案, 平成 29年度電気関係学会東北支部連合大会, 2D14(USB), 2017年 8月 
8) 功刀剛，小倉加奈代，ベッド.B.ビスタ, 高田豊雄, シグネチャ法を用いた HTTP通信のパケット高速検知の提案, 
情報処理学会第 80回全国大会講演論文集(DVD-ROM)，5T-01，2018年 3月 
9) 藤根麻羽，小倉加奈代，ベッド.B.ビスタ，高田豊雄, 複数の評価サービスの統合による短縮 URL の安全性提示
手法の提案, 情報処理学会第 80回全国大会講演論文集(DVD-ROM)，1W-07，2018年 3月 
10) 那須川至，小倉加奈代，ベッド.B.ビスタ，高田豊雄, 打鍵ミスを考慮したおとり用パスワード管理ツールの提
案, 情報処理学会第 80回全国大会講演論文集(DVD-ROM)，3W-02，2018年 3月 
11) 津谷和紀，小倉加奈代，ベッド.B.ビスタ，高田豊雄, ショルダーハック耐性とユーザの想起性を両立する類似
画像を用いた認証手法の提案, 情報処理学会第 80回全国大会講演論文集(DVD-ROM)，3W-03，2018年 3月 
12) 安齊将之，小倉加奈代，ベッド.B.ビスタ，高田豊雄, スマートフォンにおけるアプリの稼働時間を用いたフォ
ールバック認証手法の検討, 情報処理学会第 80回全国大会講演論文集(DVD-ROM)，3W-04，2018年 3月 
13) 八藤後茉央，小倉加奈代，ベッド.B.ビスタ，高田豊雄, 動画コンテンツによる擬似的訓練を可能とする標的型


























1) Track Co-Chair of International Conference IMIS-2017, track: Modeling, Simulation and Performance 




2) Organizer of International Workshop ACTICS-2017. 
3) Track Chair of International Conference NBiS-2017, track: Parallel and Distributed Computing. 
4) Track Chair of International Conference BWCCA-2017, trakc: Next Generation Networks. 
5) Track Chair and PC member of International Conference EIDWT-2018, track: Network Protocols, Modelling, 
Optimization and Performance Evaluation. 
6) Paper Reviewed: 3International Conference Papers and 1 International Journal Paper. 
(f) その他 
1) IEEE, IEICE, IPSJ:  Member 
 
[主な業績］ 
A Delay Tolerant Network (DTN) is mostly suitable where there is intermittent connection between 
communicating nodes such as mobile wireless ad hoc network nodes. In general, a message sending node in 
a DTN copies the message and transmits it to nodes which it encounters. A receiving node, if it is not the 
destination of the message, stores the message and transmits a copy of the message to nodes it encounters. 
The process continues until the message reaches its destination or its life time expires. Various DTN routing 
protocols have been proposed to reduce the number of copies and improve the delivery probability of messages. 
However, very few of them consider the energy constraint of mobile nodes in routing protocols. Mobile nodes, 
specially smart phones, tablets, PCs etc. are powered by batteries and energy is limited. It is essential 
to consider energy constraint also while designing routing protocols for DTNs. In this paper, we propose 
an Energy Aware Epidemic (EA-Epidemic) routing protocol for DTNs. Our aim is to extend the life expectancy 
of a DTN by extending lives of nodes in the DTN by reducing energy consumption and at the same time increase 
the delivery probability of messages. We have achieved this by considering nodes’ remaining energy and 
available free buffer for receiving copies of messages. Only a node with higher energy value than the sending 
node will receive a copy of the message and store it to send to other nodes or the destination node. The 
extensive simulation results show that our proposed protocol extends the life of a DTN as well as improve 
the delivery probability of messages. Moreover, the results also show that the performance of the proposed 
EA-Epidemic is not significantly affected by the increase in number of nodes in DTNs.                 























検討，日本認知科学会第 34回大会，P1-37F，2017年 9月 
2) Bhed Bahadur Bista, Shingo Sasaki, Kanayo Ogura and Toyoo Takata,“Reducing Congestion in Two-tier 
Cellular Network Using Multi-Relay D2D Communications”, Proceedings of the International 
MultiConference of Engineers and Computer Scientists 2018 Vol I (IMECS 2018), pp.78-83,  March 14-16, 
2018, Hong Kong 
(d) 研究発表（査読なしの論文等） 
1) 小倉加奈代，ユーザのフィッシングサイト回避能力と心理特性との関係性の検討，情報処理学会研究報告セキュ
リティ心理学とトラスト(SPT), 2017-SPT-23(8)，pp.1-6, 2017年 5月 
2) 小倉加奈代，ユーザのサイト真偽判断行動と思考特性との関係性の検討，情報処理学会研究報告セキュリティ心
理学とトラスト(SPT), 2017-SPT-24(32)，pp.1-7，2017年 7月 
3) 功刀剛，小倉加奈代，ベッド.B.ビスタ, 高田豊雄, HTTPダウンロード検知を目的としたパケット検出システム
の提案, 平成 29年度電気関係学会東北支部連合大会, 1D05(USB), 2017年 8月 
4) 津谷和紀，小倉加奈代，ベッド.B.ビスタ，高田豊雄, ショルダーハック耐性を持つ類似画像を用いた画像認証
手法の提案, 平成 29年度電気関係学会東北支部連合大会, 1F14(USB), 2017年 8月 
5) 那須川至，小倉加奈代，ベッド.B.ビスタ，高田豊雄, 打鍵ミスを考慮したおとり付きパスワード管理ツールの
提案, 平成 29年度電気関係学会東北支部連合大会, 1F16(USB), 2017年 8月 
6) 安齊将之，小倉加奈代，ベッド.B.ビスタ，高田豊雄, スマートフォンの利用履歴を用いたフォールバック認証
の検討, 平成 29年度電気関係学会東北支部連合大会, 1F17(USB), 2017年 8月 
7) 藤根麻羽，小倉加奈代，ベッド.B.ビスタ，高田豊雄, 短縮 URLにおける行先サイト安全性判断支援手法の提案, 
平成 29年度電気関係学会東北支部連合大会, 1F18(USB), 2017年 8月 
8) 八藤後茉央，小倉加奈代，ベッド.B.ビスタ，高田豊雄, Web 動画コンテンツを利用した標的型攻撃対策訓練手
法の提案, 平成 29年度電気関係学会東北支部連合大会, 1F19(USB), 2017年 8月 
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9) 高橋謙, 小倉加奈代，ベッド.B.ビスタ，高田豊雄, センサ寿命を考慮した侵入検知用 Wi-SUN ネットワークの提
案, 平成 29年度電気関係学会東北支部連合大会, 2D14(USB), 2017年 8月 
10) 功刀剛，小倉加奈代，ベッド.B.ビスタ, 高田豊雄, シグネチャ法を用いた HTTP通信のパケット高速検知の提案, 
情報処理学会第 80回全国大会講演論文集(DVD-ROM)，5T-01，2018年 3月 
11) 藤根麻羽，小倉加奈代，ベッド.B.ビスタ，高田豊雄, 複数の評価サービスの統合による短縮 URL の安全性提示
手法の提案, 情報処理学会第 80回全国大会講演論文集(DVD-ROM)，1W-07，2018年 3月 
12) 那須川至，小倉加奈代，ベッド.B.ビスタ，高田豊雄, 打鍵ミスを考慮したおとり用パスワード管理ツールの提
案, 情報処理学会第 80回全国大会講演論文集(DVD-ROM)，3W-02，2018年 3月 
13) 津谷和紀，小倉加奈代，ベッド.B.ビスタ，高田豊雄, ショルダーハック耐性とユーザの想起性を両立する類似
画像を用いた認証手法の提案, 情報処理学会第 80回全国大会講演論文集(DVD-ROM)，3W-03，2018年 3月 
14) 安齊将之，小倉加奈代，ベッド.B.ビスタ，高田豊雄, スマートフォンにおけるアプリの稼働時間を用いたフォ
ールバック認証手法の検討, 情報処理学会第 80回全国大会講演論文集(DVD-ROM)，3W-04，2018年 3月 
15) 八藤後茉央，小倉加奈代，ベッド.B.ビスタ，高田豊雄, 動画コンテンツによる擬似的訓練を可能とする標的型
攻撃教材の開発, 情報処理学会第 80回全国大会講演論文集(DVD-ROM)，5W-04，2018年 3月 
(e) 研究費の獲得 
1) 文部科学省科学研究費，基盤研究(C)人間の心理・行動特性に着目したフィッシング犯罪防止対策に関する研究




















1) 盛岡大学：情報処理基礎 非常勤講師 








2） 情報処理学会 論文誌査読委員 
3） 情報処理学会 ヒューマンコンピュータインタラクション研究会(SIG-HCI)運営委員 
4） 人工知能学会 言語・音声理解と対話処理研会(SIG-SLUD)専門委員 
5） エンタテインメントコンピューティングシンポジウム(EC2017)会計 
6） 第 24回インタラクティブシステムとソフトウェアに関するワークショップ(WISS2017)プログラム委員 
7） 第 24回インタラクティブシステムとソフトウェアに関するワークショップ(WISS2017)チャット委員 
8） 第 21回一般社団法人情報処理学会シンポジウム インタラクション 2018財務委員 
9） 論文査読：情報処理学会論文誌 2 本，電子情報通信学会 1 本，2017 年度日本認知科学会第 33 回大会アブスト
ラクト 5本，WISS2017 6 本 

























































シグネチャ法を用いた HTTP 通信による違法 DL 検知システムの提案 
現在，デジタルコンテンツが違法にダウンロード（以下 DL）されることが大きな問題となって
いる．フランスでは違法 DL を検知するシステムを運用して違法 DL の減少に努めたが，実際に

































短縮 URLサービスは簡素な URLを生成するサービスであり，goo.glが代表例である．冗長な URL































分散型 Slow HTTP DoS 攻撃に対する防御手法の研究 
 悪意を持って，サービスの運用や提供を妨げる行為をサービス妨害(DoS)攻撃の一手法とし






一方，複数の攻撃元を利用して分散型 Slow HTTP DoS 攻撃とした場合は，効果的な防御が難し
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1) 功刀剛，小倉加奈代，ベッド.B.ビスタ, 高田豊雄, HTTPダウンロード検知を目的としたパケット検出システム
の提案, 平成 29年度電気関係学会東北支部連合大会, 1D05(USB), 2017年 8月 
2) 津谷和紀，小倉加奈代，ベッド.B.ビスタ，高田豊雄, ショルダーハック耐性を持つ類似画像を用いた画像認証
手法の提案, 平成 29年度電気関係学会東北支部連合大会, 1F14(USB), 2017年 8月 
3) 那須川至，小倉加奈代，ベッド.B.ビスタ，高田豊雄, 打鍵ミスを考慮したおとり付きパスワード管理ツールの
提案, 平成 29年度電気関係学会東北支部連合大会, 1F16(USB), 2017年 8月 
4) 安齊将之，小倉加奈代，ベッド.B.ビスタ，高田豊雄, スマートフォンの利用履歴を用いたフォールバック認証
の検討, 平成 29年度電気関係学会東北支部連合大会, 1F17(USB), 2017年 8月 
5) 藤根麻羽，小倉加奈代，ベッド.B.ビスタ，高田豊雄, 短縮 URLにおける行先サイト安全性判断支援手法の提案, 
平成 29年度電気関係学会東北支部連合大会, 1F18(USB), 2017年 8月 
6) 八藤後茉央，小倉加奈代，ベッド.B.ビスタ，高田豊雄, Web 動画コンテンツを利用した標的型攻撃対策訓練手
法の提案, 平成 29年度電気関係学会東北支部連合大会, 1F19(USB), 2017年 8月 
7) 高橋謙, 小倉加奈代，ベッド.B.ビスタ，高田豊雄, センサ寿命を考慮した侵入検知用 Wi-SUN ネットワークの提
案, 平成 29年度電気関係学会東北支部連合大会, 2D14(USB), 2017年 8月 
8) 功刀剛，小倉加奈代，ベッド.B.ビスタ, 高田豊雄, シグネチャ法を用いた HTTP通信のパケット高速検知の提案, 
情報処理学会第 80回全国大会講演論文集(DVD-ROM)，5T-01，2018年 3月 
9) 藤根麻羽，小倉加奈代，ベッド.B.ビスタ，高田豊雄, 複数の評価サービスの統合による短縮 URL の安全性提示
手法の提案, 情報処理学会第 80回全国大会講演論文集(DVD-ROM)，1W-07，2018年 3月 
10) 那須川至，小倉加奈代，ベッド.B.ビスタ，高田豊雄, 打鍵ミスを考慮したおとり用パスワード管理ツールの提
案, 情報処理学会第 80回全国大会講演論文集(DVD-ROM)，3W-02，2018年 3月 
11) 津谷和紀，小倉加奈代，ベッド.B.ビスタ，高田豊雄, ショルダーハック耐性とユーザの想起性を両立する類似





ールバック認証手法の検討, 情報処理学会第 80回全国大会講演論文集(DVD-ROM)，3W-04，2018年 3月 
13) 八藤後茉央，小倉加奈代，ベッド.B.ビスタ，高田豊雄, 動画コンテンツによる擬似的訓練を可能とする標的型
攻撃教材の開発, 情報処理学会第 80回全国大会講演論文集(DVD-ROM)，5W-04，2018年 3月 
(f) 学生が単独で受けた受賞や表彰一覧 
1) 藤原咲子（平成 28年度卒業生），平成 28年度情報処理学会東北支部奨励賞，タイピングミスを考慮したパスワ
ード生成手法の提案，2017年 6月 10日 
2) 八藤後茉央，平成 29年度岩手県立大学学長奨励賞，2018年 2月 22日 
3) 藤原咲子（平成 28年度卒業生），平成 29年度岩手県立大学ソフトウェア情報学部長賞，2018年 3月 22日 




• 夏季ゼミ合宿 (9月 10日〜11日, 大沢温泉 (花巻市)) 
















キーワード： 分散システムのセキュリティ， ユビキタスコンピューティング， セマンティック Web, データマイ
ニング, モバイルアドホックネットワーク/センサネットワーク，クラウドファンディング，IoT 
(b) 年度目標 
• 学生の対外発表の促進 (電気関係学会東北支部連合大会や情報処理学会全国大会等) 
• 学生の主体性を重視し，かつ，学生間/学生・教員間の気軽な議論を促進する雰囲気づくり 
(c) 講座構成教員名 








• Web 上のリソースの知的な活用に関する研究 
• 次世代 Web に関する研究 





























1) Bhed Bahadur Bista, Jiahong Wang, and Toyoo Takata, "Mechanism for Adopting Device-to-Device 
Communication in Cellular Networks", In: Barolli L., Enokido T., Takizawa M. (eds) Advances in 
Network-Based Information Systems, NBiS 2017, pp. 306-316. Lecture Notes on Data Engineering and 
Communications Technologies, vol 7. Springer, Cham. 
国内学会, 研究会 
1) 羽山葵，児玉英一郎，王家宏，高田豊雄: SNS 上の発言からの効率的な若者言葉の抽出手法に関する考案, 平成
29年度 電気関係学会東北支部連合大会 講演論文集, 1F07 (Aug. 2017). 
2) 吉田裕平，児玉英一郎，王家宏，高田豊雄: キーワードによるリンク構造を反映した幅広い分野からの論文発見
手法の考察, 平成 29年度 電気関係学会東北支部連合大会 講演論文集, 1F09 (Aug. 2017). 
3) 髙坂鎌矢，児玉英一郎，王家宏，高田豊雄: Twitter上でのサッカー試合に対するネタバレ防止システムに関す
る考察 , 平成 29年度 電気関係学会東北支部連合大会 講演論文集, 2C05 (Aug. 2017). 
4) 常木翔太，児玉英一郎，王家宏，高田豊雄: Linked Dataにおけるリンク切れ修復の際の計算時間削減手法に関
する考察  , 平成 29年度 電気関係学会東北支部連合大会 講演論文集, 2F04 (Aug. 2017). 
5) 是川俊昭，児玉英一郎，王家宏，高田豊雄: 希望目的地情報の検索におけるトピックドリフト問題の軽減に関す
る考察 , 平成 29年度 電気関係学会関西連合大会 講演論文集, G11-22 (Nov. 2017). 
6) 小林由真，王家宏，児玉英一郎，高田豊雄： キーワードと評価値を付与した道路ネットワークにおける経路提
示手法に関する研究，情報処理学会研究報告，2017-DPS-172, pp.1--8 (Nov. 2017). 
7) 常木翔太，児玉英一郎，王家宏，高田豊雄： Linked Dataにおけるリンク切れ修復の際の計算時間削減手法に
関する提案，情報処理学会研究報告，2017-DPS-172, pp.1--6 (Nov. 2017). 
8) 是川俊昭，児玉英一郎，王家宏，高田豊雄： 希望目的地情報の検索におけるトピックドリフト問題の軽減に関




9) 田中知樹，児玉英一郎，王家宏，高田豊雄： CMOSイメージセンサの固定パターンノイズを固有 IDとするワン
タイムパスワード認証の検討，平成 29年度情報処理学会東北支部研究会，2-2, pp.1--6 (Jan. 2018). 
10) 姚楚豪，王家宏，児玉英一郎： センチメント分析を用いたスパムレビューの検出手法，信学技報，Vol.117, 


























1) 2017 IEEE Asia Pacific Conference on Wireless and Mobile Technologies 
2) 2017 International Conference on Innovative Mobile and Internet Services in Ubiquitous Computing 
3) 2017 IEEE International Conference on Advanced Information Networking and Applications 
(f) その他 











職名： 講師 氏名： 児玉 英一郎 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
解析学，線形代数，基礎教養入門，キャリアデザイン I，キャリアデザイン II，学の世界入門，プロジェクト演習 I，















1) 羽山葵，児玉英一郎，王家宏，高田豊雄: SNS 上の発言からの効率的な若者言葉の抽出手法に関する考案, 平成
29年度 電気関係学会東北支部連合大会 講演論文集, 1F07 (Aug. 2017). 
2) 吉田裕平，児玉英一郎，王家宏，高田豊雄: キーワードによるリンク構造を反映した幅広い分野からの論文発見
手法の考察, 平成 29年度 電気関係学会東北支部連合大会 講演論文集, 1F09 (Aug. 2017). 
3) 髙坂鎌矢，児玉英一郎，王家宏，高田豊雄: Twitter上でのサッカー試合に対するネタバレ防止システムに関す
る考察 , 平成 29年度 電気関係学会東北支部連合大会 講演論文集, 2C05 (Aug. 2017). 
4) 常木翔太，児玉英一郎，王家宏，高田豊雄: Linked Dataにおけるリンク切れ修復の際の計算時間削減手法に関
する考察  , 平成 29年度 電気関係学会東北支部連合大会 講演論文集, 2F04 (Aug. 2017). 
5) 是川俊昭，児玉英一郎，王家宏，高田豊雄: 希望目的地情報の検索におけるトピックドリフト問題の軽減に関す
る考察 , 平成 29年度 電気関係学会関西連合大会 講演論文集, G11-22 (Nov. 2017). 
6) 小林由真，王家宏，児玉英一郎，高田豊雄： キーワードと評価値を付与した道路ネットワークにおける経路提
示手法に関する研究，情報処理学会研究報告，2017-DPS-172, pp.1--8 (Nov. 2017). 
7) 常木翔太，児玉英一郎，王家宏，高田豊雄： Linked Dataにおけるリンク切れ修復の際の計算時間削減手法に
関する提案，情報処理学会研究報告，2017-DPS-172, pp.1--6 (Nov. 2017). 
8) 是川俊昭，児玉英一郎，王家宏，高田豊雄： 希望目的地情報の検索におけるトピックドリフト問題の軽減に関
する提案，情報処理学会研究報告，2017-DPS-172, pp.1--6 (Nov. 2017). 
9) 田中知樹，児玉英一郎，王家宏，高田豊雄： CMOSイメージセンサの固定パターンノイズを固有 IDとするワン
タイムパスワード認証の検討，平成 29年度情報処理学会東北支部研究会，2-2, pp.1--6 (Jan. 2018). 
10) 姚楚豪，王家宏，児玉英一郎： センチメント分析を用いたスパムレビューの検出手法，信学技報，Vol.117, 



































 これまでセマンティック Web の分野において，メタデータの生成や活用について研究し，また，Linked Data
に関しては，Broken Link 問題の解消や，Linked Data の活用について研究を行ってきた．そして，Web リソー
スの利活用として，Web 上の Web ページ内に含まれている顔文字からオノマトペを抽出し取集する研究や，ニコ
ニコ動画内のコメントからオノマトペを抽出し取集する研究などを行ってきた． 
 本年度は，これまで得られた前述の研究成果を活用し，Web リソースの分析や利活用に関する研究を実施した． 
具体的な実施内容を以下に示す． 
• Linked Dataにおける Broken Link問題解決手法の再評価と改善 
• Web リソースからの若者言葉の抽出手法や，収集手法の考案 
• Web ページのランキングアルゴリズムを活用した論文推薦手法に関する考察 










高坂 鎌矢 Twitter上でのサッカー試合に対するネタバレ防止システムに関する研究 





















結果，適合率 0.225，再現率 0.9，F値 0.36であることを確認した． 





















 (b) 博士(前期)論文概要 






















報を Web 上から効率的に発見可能なシステムのモデルの提案を行った．  
 また，評価においては，適合率・再現率を利用したモデルの総合的な評価，アルゴリズム
の評価，既存のシステムとの比較を行った． 
田中 知樹 希望目的地情報の検索におけるトピックドリフト問題の軽減に関する研究 
















常木 翔太 Linked Dataにおけるリンク切れ修復の際の計算時間削減手法に関する研究 
近年，Linked Dataに関する研究が盛んに行われている．Linked Dataとは，2006年に Tim 
Berners-Lee によって提唱された概念であり，この Linked Data においては，外部から参照
可能な RDF(Resource Discription Framework)に従い記述されたデータ(RDFデータ)を主とし
て取り扱う．また，RDFデータは，Subject, Predicate, Object の 3要素からなる RDFトリ
プルの集合となっている．Linked Dataに関する研究は，海外でも盛んに行われており，Linked 




れるリンク切れが RDFデータにおいても起こり得る．そして，修復が必要となる．  
 そこで，本研究では，Linked Data におけるリンク切れ修復の際に精度を落とすことなく
計算量を削減する手法を提案し，その評価を行った． 
(c) 博士(後期)論文概要 




1) 羽山葵，児玉英一郎，王家宏，高田豊雄: SNS 上の発言からの効率的な若者言葉の抽出手法に関する考案, 平成
29年度 電気関係学会東北支部連合大会 講演論文集, 1F07 (Aug. 2017). 
2) 吉田裕平，児玉英一郎，王家宏，高田豊雄: キーワードによるリンク構造を反映した幅広い分野からの論文発見
手法の考察, 平成 29年度 電気関係学会東北支部連合大会 講演論文集, 1F09 (Aug. 2017). 
3) 髙坂鎌矢，児玉英一郎，王家宏，高田豊雄: Twitter上でのサッカー試合に対するネタバレ防止システムに関す
る考察 , 平成 29年度 電気関係学会東北支部連合大会 講演論文集, 2C05 (Aug. 2017). 
4) 常木翔太，児玉英一郎，王家宏，高田豊雄: Linked Dataにおけるリンク切れ修復の際の計算時間削減手法に関
する考察  , 平成 29年度 電気関係学会東北支部連合大会 講演論文集, 2F04 (Aug. 2017). 
5) 是川俊昭，児玉英一郎，王家宏，高田豊雄: 希望目的地情報の検索におけるトピックドリフト問題の軽減に関す
る考察 , 平成 29年度 電気関係学会関西連合大会 講演論文集, G11-22 (Nov. 2017). 
6) 小林由真，王家宏，児玉英一郎，高田豊雄： キーワードと評価値を付与した道路ネットワークにおける経路提
示手法に関する研究，情報処理学会研究報告，2017-DPS-172, pp.1--8 (Nov. 2017). 




関する提案，情報処理学会研究報告，2017-DPS-172, pp.1--6 (Nov. 2017). 
8) 是川俊昭，児玉英一郎，王家宏，高田豊雄： 希望目的地情報の検索におけるトピックドリフト問題の軽減に関
する提案，情報処理学会研究報告，2017-DPS-172, pp.1--6 (Nov. 2017). 
9) 田中知樹，児玉英一郎，王家宏，高田豊雄： CMOSイメージセンサの固定パターンノイズを固有 IDとするワン
タイムパスワード認証の検討，平成 29年度情報処理学会東北支部研究会，2-2, pp.1--6 (Jan. 2018). 
10) 姚楚豪，王家宏，児玉英一郎： センチメント分析を用いたスパムレビューの検出手法，信学技報，Vol.117, 









• 夏季ゼミ合宿 (9月 10日～9月 11日, 大沢温泉 (花巻市)) 














































1) 堀川三好，植竹俊文，岡本東，竹野健夫：地域と連携した ICTの活用例，日本経営工学会・経営システム誌，Vol. 
27，No.1，2017/4 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文，国際会議プロシーディング，ワークショップ等） 
1) M. Horikawa, D. Kudo, A. Okamoto, Y. Murata : Indoor Positioning Method for Internet of Moving Things, 
Proceedings of 47th International Conference on Computers & Industrial Engineering, 2017/10 
2) D. Kudo, M. Horikawa, A. Okamoto : Hybrid Indoor Positioning Method Using Both BLE and PDR, Proceedings 
of 18th Asia Pacific Industrial Engineering and Management System Conference, B6-20, 2017/12 
3) M. Daimon, A. Okamoto, M. Horikawa : Hybrid Air Navigation System for Unmanned Aerial Vehicles using 




学会第 83回 MBL研究会，2017-83 No.21，2017/6 
2) 堀川三好，工藤大希，岡本東：移動するものを対象とした IoT向け測位手法の提案，日本ロジスティクスシステ
ム学会第 20回全国大会予稿集，pp. 31-34，2017/7 
3) 工藤大希，堀川三好，岡本東：Bluetooth Low Energy ビーコンを用いた IoT 向け屋内測位手法に関する研究，
第 16回情報科学技術フォーラム講演論文集第 4分冊，pp. 33-36，2017/9 









7) 橋本和幸，堀川三好，岡本東：環境センシングを活用したマルチモーダル学習，情報文化学会平成 27 年度東北
支部大会，2018/3 
8) 堀川三好，工藤大希，岡本東，村田嘉利：移動するモノを対象とした Internet of Things の提案，情報処理学
会第 80回全国大会要旨（4），pp.471-472,2018/3 
9) 工藤大希，堀川三好，岡本東：Bluetooth Low Energy ビーコンを用いた生産・物流向け屋内測位手法の提案，
情報処理学会第 80回全国大会要旨（3），pp.43-44,2018/3 
10) 大門雅尚，岡本東，堀川三好：Bluetooth Low Energy を用いた受信信号強度によるマルチコプター誘導手法，
情報処理学会第 80回全国大会要旨（3），pp.161-162,2018/3 





1) IoT技術を用いた生産物流向け位置情報システム（科研費・基盤 C） 
2) BLEビーコンを利用した屋内・暗所に対応可能な UAV自動制御（岩手県立大学・全学競争研究費） 



































8) Bluetoothを利用した位置測位技術の提案（企業 A） 
9) 屋内ナビゲーションに関する研究（企業 B） 




































1) 堀川三好，植竹俊文，岡本東，竹野健夫：地域と連携した ICTの活用例，日本経営工学会・経営システム誌，Vol. 
27，No.1，2017/4 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文，国際会議プロシーディング，ワークショップ等） 
1) M. Horikawa, D. Kudo, A. Okamoto, Y. Murata : Indoor Positioning Method for Internet of Moving Things, 
Proceedings of 47th International Conference on Computers & Industrial Engineering, 2017/10 
2) D. Kudo, M. Horikawa, A. Okamoto : Hybrid Indoor Positioning Method Using Both BLE and PDR, Proceedings 
of 18th Asia Pacific Industrial Engineering and Management System Conference, B6-20, 2017/12 
3) M. Daimon, A. Okamoto, M. Horikawa : Hybrid Air Navigation System for Unmanned Aerial Vehicles using 
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2) 堀川三好，工藤大希，岡本東：移動するものを対象とした IoT向け測位手法の提案，日本ロジスティクスシステ
ム学会第 20回全国大会予稿集，pp. 31-34，2017/7 
3) 工藤大希，堀川三好，岡本東：Bluetooth Low Energy ビーコンを用いた IoT 向け屋内測位手法に関する研究，
第 16回情報科学技術フォーラム講演論文集第 4分冊，pp. 33-36，2017/9 






7) 橋本和幸，堀川三好，岡本東：環境センシングを活用したマルチモーダル学習，情報文化学会平成 27 年度東北
支部大会，2018/3 
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8) 堀川三好，工藤大希，岡本東，村田嘉利：移動するモノを対象とした Internet of Things の提案，情報処理学
会第 80回全国大会要旨（4），pp.471-472,2018/3 
9) 工藤大希，堀川三好，岡本東：Bluetooth Low Energy ビーコンを用いた生産・物流向け屋内測位手法の提案，
情報処理学会第 80回全国大会要旨（3），pp.43-44,2018/3 
10) 大門雅尚，岡本東，堀川三好：Bluetooth Low Energy を用いた受信信号強度によるマルチコプター誘導手法，
情報処理学会第 80回全国大会要旨（3），pp.161-162,2018/3 





1) IoT技術を用いた生産物流向け位置情報システム（科研費・基盤 C） 
2) BLEビーコンを利用した屋内・暗所に対応可能な UAV自動制御（岩手県立大学・全学競争研究費） 














1) enPiT 運営委員会メンバー 





















8) Bluetoothを利用した位置測位技術の提案（企業 A） 
9) 屋内ナビゲーションに関する研究（企業 B） 
10) 視覚障碍者向けナビゲーションに関する研究（企業 C） 
(e) 学会などにおける活動 
1) 日本経営工学会誌査読委員 






8) 47th International Conference on Computers & Industrial Engineering : Session chair 
9) 18th Asia Pacific Industrial Engineering and Management System Conference : Session chair 
(f) その他 









































工藤 大希 Bluetooth Low Energyビーコンを用いた屋内測位手法に関する研究 
本研究では，多様な領域における屋内測位技術の確立を目的に，Bluetooth Low Energy ビー
コン（以後，ビーコン）の受信信号強度（RSSI : Received Signal Strength indicator）を用
いた屋内測位手法を提案する．近年，屋内測位技術はナビゲーションや情報配信のみならず，
生産管理や従業員の動線分析など，多様な用途での利用が進んでいる．研究グループでは，こ











 (d) 講座所属学生が第一著者として査読ありの論文誌掲載論文一覧 
該当無し 
(e) 講座所属学生が各学会で登壇発表した実績一覧 




of 18th Asia Pacific Industrial Engineering and Management System Conference, B6-20, 2017/12 
2) M. Daimon, A. Okamoto, M. Horikawa : Hybrid Air Navigation System for Unmanned Aerial Vehicles using 
a BLE Beacon, Proceedings of 18th Asia Pacific Industrial Engineering and Management System Conference, 
A5-21, 2017/12 
3) 大門雅尚，堀川三好，岡本東：BLEビーコンを用いたマルチコプターのハイブリッド型航法システム，情報処理
学会第 83回 MBL研究会，2017-83 No.21，2017/6 
4) 工藤大希，堀川三好，岡本東：Bluetooth Low Energy ビーコンを用いた IoT 向け屋内測位手法に関する研究，





7) 橋本和幸，堀川三好，岡本東：環境センシングを活用したマルチモーダル学習，情報文化学会平成 27 年度東北
支部大会，2018/3 
8) 工藤大希，堀川三好，岡本東：Bluetooth Low Energy ビーコンを用いた生産・物流向け屋内測位手法の提案，
情報処理学会第 80回全国大会要旨（3），pp.43-44,2018/3 
9) 大門雅尚，岡本東，堀川三好：Bluetooth Low Energy を用いた受信信号強度によるマルチコプター誘導手法，
情報処理学会第 80回全国大会要旨（3），pp.161-162,2018/3 







3) 中田恵史，情報処理学会第 80回全国大会学生奨励賞 
4) 大門雅尚，情報処理学会第 83回 MBL研究会奨励発表受賞 














屋内位置測位技術の開発は，教員と起業学生の研究活動として取り組まれてきた．きっかけは，2012 年 9 月に
























































1) 堀川 三好，岡本 東，植竹 俊文，竹野 健夫：地域と連携したＩＣＴの活用事例，経営システム，27，1, 9-16，
2017. 
2) Takeno, T., Uetake, T. and Ohba, M.: Effects of Consumer-Products Matching on Price Setting Problem for 
Perishable Products, Proceedings of the 22nd International Symposium on Logistics, pp. 604-611, 2017. 
(d) 研究発表等（査読なしの論文等） 
1) 植竹 俊文，菅野 靖純，竹野 健夫：食事画像を用いた食生活支援システムの構築，日本経営工学会 2017 年 
春季大会，pp.168-169，2017年 5月 
2) 寺嶋一将，植竹俊文, 竹野健夫：聞き書きによる文化資源の収集・提示手法の提案，経営情報学会 2017 年秋季
全国研究発表大会，pp.151-154, 2017年 9月(ポスター) 
3) 寺嶋一将，植竹俊文, 竹野健夫：聞き書きによる地域的個性の抽出手法の提案，情報文化学会第 25回全国大会，
pp.29-32, 2017年 10月 
4) 植竹 俊文，寺嶋 一将，竹野 健夫：アーカイブデータを用いた地域特徴の抽出方法の提案，日本経営工学会 
2017年 秋季大会，pp.146-147，2017年 11月 
1) 寺嶋一将，植竹俊文，竹野健夫：郷土研究に着目した聞き書きの提示手法の提案，情報処理学会第 80 回全国大






















































職名： 講師 氏名： 植竹 俊文 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
情報システム基礎論 1/2，統合情報システム学 1，学の世界入門，プロジェクト演習Ⅰ/Ⅱ，情報システム演習 1/2，













1) 堀川 三好，岡本 東，植竹 俊文，竹野 健夫：地域と連携したＩＣＴの活用事例，経営システム，27，1, 9-16，
2017. 
2) Takeno, T., Uetake, T. and Ohba, M.: Effects of Consumer-Products Matching on Price Setting Problem for 
Perishable Products, Proceedings of the 22nd International Symposium on Logistics, pp. 604-611, 2017. 
(d) 研究発表（査読なしの論文等） 
1) 植竹 俊文，菅野 靖純，竹野 健夫：食事画像を用いた食生活支援システムの構築，日本経営工学会 2017 年 
春季大会，pp.168-169，2017年 5月 
2) 寺嶋一将，植竹俊文, 竹野健夫：聞き書きによる文化資源の収集・提示手法の提案，経営情報学会 2017 年秋季
全国研究発表大会，pp.151-154, 2017年 9月(ポスター) 
3) 寺嶋一将，植竹俊文, 竹野健夫：聞き書きによる地域的個性の抽出手法の提案，情報文化学会第 25回全国大会，
pp.29-32, 2017年 10月 
4) 植竹 俊文，寺嶋 一将，竹野 健夫：アーカイブデータを用いた地域特徴の抽出方法の提案，日本経営工学会 
2017年 秋季大会，pp.146-147，2017年 11月 
5) 寺嶋一将，植竹俊文，竹野健夫：郷土研究に着目した聞き書きの提示手法の提案，情報処理学会第 80 回全国大

































2) 日本経営診断学会東北部会研究発表会 司会１件 
3) 日本経営診断学会全国大会 座長１件 
4) 日本経営工学会 査読１件 













＊「アーカイブデータを用いた地域特徴の抽出方法の提案，日本経営工学会 2017年 秋季大会」予稿集より引用． 













































全国研究発表大会，pp.151-154, 2017年 9月(ポスター) 
2) 寺嶋一将，植竹俊文, 竹野健夫：聞き書きによる地域的個性の抽出手法の提案，情報文化学会第 25回全国大会，
pp.29-32, 2017年 10月 
3) 室崎綾果，竹野健夫，植竹俊文：外観検査業務を対象とする習熟に合わせた作業手順表示の提案と有効性の検証，
日本経営工学会東北・北海道支部 平成 29年度研究発表会，pp.1-2, 2018年 3月 
4) 志村勇次，竹野健夫，植竹俊文：作業可能な時間が不規則な作業者を考慮した作業日程の計画，日本経営工学会
東北・北海道支部 平成 29年度研究発表会，pp.3-4, 2018年 3月 
5) 寺嶋一将，植竹俊文，竹野健夫：郷土研究に着目した聞き書きの提示手法の提案，情報処理学会第 80 回全国大




























































職名： 教授 氏名： 佐々木 淳 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 






2) 講義「情報システム構築学 II」におけるネットワーク型学習支援システム “CollabTest”の活用および外部講
師の活用(企業におけるシステムインテグレーション) 
3) 講義「情報システム評価特論」における外部講師の活用（システムの信頼性向上方法） 
4) 講座ゼミ夏合宿「学会発表リハーサル，卒業研究中間発表」（岩手県八幡平市 なかやま荘，8/31－9/1） 






1) Jun Sasaki and Yuko Murayama，“A Study on Medical Support System in Multiple Hospitals for a Large Tsunami 
Disaster”, Journal Issues in Economic Alternatives, published by The University of National and World 




2) 平野竜，高木正則，山田敬三，佐々木淳：人感センサ付き Web カメラで撮影された農作業の自動判別システムの
開発と評価，情報教育シンポジウム論文集，Vol.2017，No.7，pp.172-177，2017.8 
3) Shuang Li, Shizune Takahashi, Jun Sasaki, Keizo Yamada, and Masanori Takagi, “A Proposal of the Tourism 
Course Recommendation System (TCRS) for Foreign Tourists by Using Photo Data in Social Network Service”, 
New Trends in Software Methodologies, Tools and Techniques (SoMeT 2017), IOS Press 2017 , p331-338(2017) 
4) Shizune Takahashi, Shuang Li, Keizo Yamada, Masanori Takagi, and Jun Sasaki, “ Case Study of Tourism 
Course Recommendation System Using Data from Social Network Services”, New Trends in Software 
Methodologies, Tools and Techniques (SoMeT 2017), IOS Press 2017 , p339-347(2017) 
5) Shuang Li, Jun Sasaki, Shizune Takahashi, Masanori Takagi, and Keizo Yamada, “Analysis of SNS Photo 
Data Taken by Foreign Tourists to Japan and a Proposed Adaptive Tourism recommendation System”，The 
2017 International Conference on Progress in Informatics and Computing (PIC-2017), IEEE Press 





1) Kayoko Yamamoto, Yuko Murayama, Jun Sasaki，“An Introduction to Research on Disaster Communications”, 
World Bosai Forum / IDRC Sendai 2017(2017) 
2) 李爽，山田敬三，高木正則，佐々木淳，“訪日外国人旅行者のための観光ルート推薦システムの検討 ”，平成 29
年度電気関係学会東北支部連合大会，1D10 (2017/8) 
3) 川村悠，高木正則，山田敬三，佐々木淳，“作問演習で育成される思考力・判断力・表現力の考察”，平成 29 年
度電気関係学会東北支部連合大会，1E11(2017/8) 

















システムの提案”， 情報処理学会第 80回全国大会，6ZC-02 (2018/3) 
13) 佐藤雅希，川村悠，高木正則，山田敬三，佐々木淳，“思考力・判断力・表現力の向上を促す作問学習支援シス
テムの提案”， 情報処理学会第 80回全国大会，6ZC-07 (2018/3)【学生奨励賞受賞】 
14) 佐々木優，高木正則，山田敬三，佐々木淳，“次世代農業人材の情報活用能力育成のための教育支援システムの
提案”，情報処理学会第 80回全国大会，1ZE-03 (2018/3) 
15) 菅野祐馬，高木正則，山田敬三，佐々木淳，“農業高校の作物栽培における経験則継承のための農作業記録支援
システムの開発”，情報処理学会第 80回全国大会，7ZE-03 (2018/3) 
16) 小笠原柚子，高木正則，山田敬三，佐々木淳，“農地における通信機能付き自動撮影カメラを用いた野生動物適
応型威嚇システム”，情報処理学会第 80回全国大会，7ZE-05 (2018/3) 
17) 周藤祐汰，高木正則，佐々木淳，山田敬三，“誤りの可視化を目的とした数学の問題分類演習の実践と評価”，情
報処理学会第 80回全国大会，2ZF-01 (2018/3)  
18) 手塚祐樹，高木正則，山田敬三，佐々木淳，“学習目標の達成に結びつく振り返りを促すための学習者データ可
視化システムの開発と評価”，情報処理学会第 80回全国大会，2ZF-05 (2018/3)  
19) 加藤弘祐，高木正則，山田敬三，佐々木淳，“農業高校における農作業時の判断困難箇所の撮影画像を利用した
作問学習の実践と評価”，情報処理学会第 80回全国大会，5ZF-08 (2018/3) 【学生奨励賞受賞】 
(e) 研究費の獲得 
1) 文部科学省科学研究費基盤研究 C，「三陸沿岸地域における観光地特性と旅行者特性の適合性評価手法に関する









1) AO入試連絡調整会議 メンバー 
2) アイーナキャンパス連絡調整会議 メンバー 
3) 復興支援会議メンバー 
4) 開学 20周年記念委員会 メンバー 
(b) 学部/研究科の委員会 
1) 学生委員会 委員長 
(c) 学生支援 
1) 学生支援委員会 メンバー 
(d) その他 




1） 岩手県立病院医療情報化推進委員会 委員（岩手県医療局） 
2） いわて利活用 ICT戦略会議 座長（岩手県情報政策課） 
(b) 企業・団体などにおける活動 
1) （株）イグノス 取締役 
(c) 一般教育 





1） IEEE 会員（IEEE SMC会員） 
2） 電子情報通信学会 会員 
3） 情報処理学会 会員 
4） 電気学会 会員 
5） 日本医療情報学会 会員 
6） 社会情報学会 会員 
7） 情報システム学会 会員 
8） 日本福祉介護情報学会 会員 
9） 論文査読：SoMeT 2017（2編）,IEICE Trans. Electron 2017（1編） 
10） 国際会議 SoMeT 2017 Organizing Chair 

























 上記のような地方への旅行者誘導概念において，ポイントとなるのは情報発信・拡散の手段であり，その中でも SNS（Social 
Network Service）である．REASAS（地域経済分析システム）など，携帯電話の位置情報や，ナビゲーションシステムなどの
交通データを基にした人気スポットを発見するツールは多数存在するが，情報発信の内容や発信者の情報まで入手できる可
能性のあるツールは今のところ SNS の他には見当たらない．そこで，SNS についての現状調査を行なった．主な SNS の比較を
表 1に示す．表 1より世界のユーザ数として最大は Facebook，第 2位は WeChat，第 3位は Instagramである．Twitter も多
いと予想していたが，Weiboの方が Twitterユーザ数より多い．インバウンド拡大に向けた戦略としては，中国人の多いWeibo, 
WeChat への発信が有効であろうと推測される． 
 一方，SNS を用いたデータの収集・分析を行なうためにその可能性のある SNS の比較を表 2に示す．Weibo, WeChat からの
データ収集・分析の可能性は見つけられなかったが，それ以外の Twitter, Facebook, Instagram, Line, Flicker からは，
位置情報やユーザの特性を把握できる可能性は十分ある． 
表 1 主な SNS の比較 





Twitter, Facebook, Instagram, Line 国内ユーザ数と年齢層:https://gaiax-socialmedialab.jp/post-30833/ 
Twitter, Facebook, Instagram, Line, Weibo, WeChat 全 世 界 ユ ー ザ 数 :  
https://wearesocial.com/uk/blog/2018/01/global-digital-report-2018 
Flickrユーザ数: https://expandedramblings.com/index.php/flickr-stats 















４． SNS データを用いた旅行者特性の分析例 






でき，Google Map APIを使って地図上に表示することができる． 
 
図 2 Flickrデータの収集・分析方法 
図 3に岩手県を訪問したアメリカ人が撮影した写真を季節別に分類した例を示す．この図から，岩手県を訪問する 
アメリカ人は，春・夏・秋は県南と沿岸を訪問するが，冬は県南の一部を訪問するだけで沿岸は訪問しないことがわかる． 









図 3 季節による訪問先の分布例(アメリカ人) 
 

























1) 情報基礎数学Ｂ，Ｃで eラーニング教材を活用した反転授業を実践した． 
























2) 平野竜，高木正則，山田敬三，佐々木淳：人感センサ付き Web カメラで撮影された農作業の自動判別システムの
開発と評価，情報教育シンポジウム論文集，Vol.2017，No.7，pp.172-177，2017.8 
3) Shuang Li, Shizune Takahashi, Keizo Yamada, Masanori Takagi, Jun Sasaki: A Proposal of the Tourism Course 
Recommendation System (TCRS) for Foreign Tourists by Using Photo Data in Social Network Service, New 
Trends in Software Methodologies, Tools and Techniques (SoMeT 2017), IOS Press 2017, pp.331-338, 2017.9 
4) Shizune Takahashi, Shuang Li, Keizo Yamada, Masanori Takagi, Jun Sasaki: Case Study of Tourism Course 
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Recommendation System Using Data from Social Network Services, New Trends in Software Methodologies, 
Tools and Techniques (SoMeT 2017), IOS Press 2017, pp.339-347, 2017.9 
5) Shuang Li, Shizune Takahashi, Keizo Yamada, Masanori Takagi, Jun Sasaki: Analysis of SNS Photo Data Taken 
by Foreign Tourists to Japan and a Proposed Adaptive Tourism Recommendation System, The 2017 International 
Conference on Progress in Informatics and Computing (PIC-2017), IEEE Press (CD-ROM), pp.323-327, 2017.12  
(Best Oral Paper Award) 
(d) 研究発表（査読なしの論文等） 
1) 川村悠，高木正則，山田敬三，佐々木淳：作問演習で育成される思考力・判断力・表現力の考察，平成 29 年度
電気関係学会東北支部連合大会講演論文集，1E11，2017.8 
2) 李爽，山田敬三，高木正則，佐々木淳：訪日外国人旅行者のための観光ルート推薦システムの検討，平成 29 年
度電気関係学会東北支部連合大会講演論文集，1D10，2017.8 




















































2) 高木正則，農業ビッグデータを用いた農業教育システム，いわて ICTフェア 2017（出展），いわて県民情報交流
センター（アイーナ），2017年 6月 8日 
3) 高木正則，農作業内容の自動判別技術と圃場データを活用した教材作成支援システム，アグリビジネス創出フェ
ア 2017（出展），東京ビッグサイト，2017年 10月 4日～6日 
4) 高木正則，農作物の成長過程と農作業を自動記録する農地モニタリングシステムの開発と小学校での利用～農業
ビッグデータを活用した農業人材の育成を目指して～，アグリビジネス創出フェア 2017（発表），東京ビッグサ
イト，2017年 10月 4日 
5) 高木正則，農業ビッグデータの解析と農業人材育成への応用，リエゾン Iマッチングフェア 2017（出展），岩手
大学，2017年 11月 15日 
6) 高木正則，農業ビッグデータを用いた農業教育システム，組込み総合技術展＆IoT 総合技術展 2017（出展），パ






1) 入試検討委員会 副委員長 
2) 高大接続連携委員会 委員 
3) 入試幹事会 メンバー 
(c) 学生支援 
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1) アイーナキャンパス事業「IPU 情報システム塾」の企画・運営→ 2017年 10月～「アイーナ情報システム塾」
に名称変更 
(d) 産学連携 









1) 情報処理学会論文誌「教育とコンピュータ」(TCE) 編集委員会 編集委員 
2) 教育システム情報学会 学会誌編集委員会 委員 
3) 電子情報通信学会 ソサイエティ論文誌編集委員会 常任査読委員 
4) 教育システム情報学会 社員 
5) 情報処理学会コンピュータと教育研究会 幹事 
6) 情報処理学会情報教育シンポジウム（SSS2017） プログラム委員会 副委員長 
7) 教育システム情報学会第 42回全国大会 大会委員会 幹事（大会運営企業担当） 
8) 教育システム情報学会第 42回全国大会 奨励賞審査委員（1次審査：8編審査，2次審査：2編審査） 
9) 教育システム情報学会 研究会委員会 委員（2017年度第 5回研究会担当） 
10) 教育システム情報学会 研究会優秀賞選定委員会 委員 
11) 経営情報学会秋季全国研究発表大会 プログラム委員 
12) RESASハッカソン 2017 in 岩手 審査員 
13) 大学 e ラーニング協議会 代表幹事校（大学 e ラーニング協議会/日本リメディアル教育学会合同フォーラム
2017の開催） 
14) 4th International KES Conference on Smart Education and E-Learning(KES-SEEL-17), International Program 
Committee Member 
15) 情報処理学会論文誌（英文） 査読（1編） 




17) 電子情報通信学会和文誌 D 査読（4編） 
18) 教育システム情報学会 学会誌 査読（2編） 
19) 教育システム情報学会 英文誌 査読（1編） 
20) 情報処理学会情報教育シンポジウム（SSS2017） 査読（4編） 
21) 4th International KES Conference on Smart Education and E-Learning(KES-SEEL-17), 査読（5編） 
22) 情報処理学会情報教育シンポジウム（SSS2017） セッション 1（情報教育・その他） 座長 
23) 情報処理学会情報教育シンポジウム（SSS2017） デモ/ポスターセッション 座長 
24) 教育システム情報学会 2017年度特集論文研究会 セッション D-1 座長 
25) 経営情報学会秋季全国研究発表大会 「教育学習」セッション 座長 
































2) 平野竜，高木正則，山田敬三，佐々木淳：人感センサ付き Web カメラで撮影された農作業の自動判別システムの
開発と評価，情報教育シンポジウム論文集，Vol.2017，No.7，pp.172-177，2017.8 
3) Shuang Li, Shizune Takahashi, Jun Sasaki, Keizo Yamada, and Masanori Takagi, “A Proposal of the Tourism 
Course Recommendation System (TCRS) for Foreign Tourists by Using Photo Data in Social Network Service”, 
New Trends in Software Methodologies, Tools and Techniques (SoMeT 2017), IOS Press 2017 , p331-338(2017) 
4) Shizune Takahashi, Shuang Li, Keizo Yamada, Masanori Takagi, and Jun Sasaki, “ Case Study of Tourism 
Course Recommendation System Using Data from Social Network Services”, New Trends in Software 
Methodologies, Tools and Techniques (SoMeT 2017), IOS Press 2017 , p339-347(2017) 
5) Shuang Li, Jun Sasaki, Shizune Takahashi, Masanori Takagi, and Keizo Yamada, “Analysis of SNS Photo 
Data Taken by Foreign Tourists to Japan and a Proposed Adaptive Tourism recommendation System”，The 2017 
International Conference on Progress in Informatics and Computing (PIC-2017), IEEE Press 
(CD-ROM) ,p323-327(2017/12)【Best Oral Paper Award】 
(d) 研究発表（査読なしの論文等） 
1) 川村悠，高木正則，山田敬三，佐々木淳：作問演習で育成される思考力・判断力・表現力の考察，平成 29 年度
電気関係学会東北支部連合大会講演論文集，1E11，2017.8 
2) 李爽，山田敬三，高木正則，佐々木淳：訪日外国人旅行者のための観光ルート推薦システムの検討，平成 29 年
度電気関係学会東北支部連合大会講演論文集，1D10，2017.8 










































1) 図書担当者連絡調整会議 メンバー 
(b) 学部/研究科の委員会 
1) 総務委員会 メンバー 
2) 広報委員会 メンバー 
(c) 学生支援 













1) アイーナキャンパス事業「IPU 情報システム塾」の企画・運営→ 2017年 10月～「アイーナ情報システム塾」
に名称変更 
2) 中高生のための CS教室「関数で計算を表そう」 講師 2017.12.23 




1) 情報処理学会 会員 
2) 人工知能学会 会員 


















































Journal of Faculty of Software and Information Sience 2017 
114 
 



















































































































2) 平野竜，高木正則，山田敬三，佐々木淳，“人感センサ付き Web カメラで撮影された農作業の自動判別システム
の開発と評価”，情報教育シンポジウム論文集，Vol.2017，No.7，pp.172-177，2017.8 
3) Shuang Li, Shizune Takahashi, Jun Sasaki, Keizo Yamada, and Masanori Takagi, “A Proposal of the Tourism 
Course Recommendation System (TCRS) for Foreign Tourists by Using Photo Data in Social Network Service”, 
New Trends in Software Methodologies, Tools and Techniques (SoMeT 2017), IOS Press 2017 , p331-338(2017) 
4) Shizune Takahashi, Shuang Li, Keizo Yamada, Masanori Takagi, and Jun Sasaki, “ Case Study of Tourism 
Course Recommendation System Using Data from Social Network Services”, New Trends in Software 
Methodologies, Tools and Techniques (SoMeT 2017), IOS Press 2017 , p339-347(2017) 
5) Shuang Li, Jun Sasaki, Shizune Takahashi, Masanori Takagi, and Keizo Yamada, “Analysis of SNS Photo 
Data Taken by Foreign Tourists to Japan and a Proposed Adaptive Tourism recommendation System”，The 
2017 International Conference on Progress in Informatics and Computing (PIC-2017), IEEE Press 
(CD-ROM) ,p323-327(2017/12)【Best Oral Paper Award】 
6) 李爽，山田敬三，高木正則，佐々木淳，“訪日外国人旅行者のための観光ルート推薦システムの検討 ”，平成 29
年度電気関係学会東北支部連合大会，1D10 (2017/8) 























システムの提案”， 情報処理学会第 80回全国大会，6ZC-02 (2018/3) 
17) 佐藤雅希，川村悠，高木正則，山田敬三，佐々木淳，“思考力・判断力・表現力の向上を促す作問学習支援シス
テムの提案”， 情報処理学会第 80回全国大会，6ZC-07 (2018/3)【学生奨励賞受賞】 
18) 佐々木優，高木正則，山田敬三，佐々木淳，“次世代農業人材の情報活用能力育成のための教育支援システムの
提案”，情報処理学会第 80回全国大会，1ZE-03 (2018/3) 
19) 菅野祐馬，高木正則，山田敬三，佐々木淳，“農業高校の作物栽培における経験則継承のための農作業記録支援
システムの開発”，情報処理学会第 80回全国大会，7ZE-03 (2018/3) 
20) 小笠原柚子，高木正則，山田敬三，佐々木淳，“農地における通信機能付き自動撮影カメラを用いた野生動物適
応型威嚇システム”，情報処理学会第 80回全国大会，7ZE-05 (2018/3) 
21) 周藤祐汰，高木正則，佐々木淳，山田敬三，“誤りの可視化を目的とした数学の問題分類演習の実践と評価”，情
報処理学会第 80回全国大会，2ZF-01 (2018/3)  
22) 手塚祐樹，高木正則，山田敬三，佐々木淳，“学習目標の達成に結びつく振り返りを促すための学習者データ可
視化システムの開発と評価”，情報処理学会第 80回全国大会，2ZF-05 (2018/3)  
23) 加藤弘祐，高木正則，山田敬三，佐々木淳，“農業高校における農作業時の判断困難箇所の撮影画像を利用した
作問学習の実践と評価”，情報処理学会第 80回全国大会，5ZF-08 (2018/3) 【学生奨励賞受賞】 
(f) 学生が単独で受けた受賞や表彰一覧 
1) Shuang Li, Jun Sasaki, Shizune Takahashi, Masanori Takagi, and Keizo Yamada, “Analysis of SNS Photo 
Data Taken by Foreign Tourists to Japan and a Proposed Adaptive Tourism recommendation System”，The 
2017 International Conference on Progress in Informatics and Computing (PIC-2017), IEEE Press 
(CD-ROM) ,p323-327(2017/12)【Best Oral Paper Award】 
2) 佐藤雅希，川村悠，高木正則，山田敬三，佐々木淳，“思考力・判断力・表現力の向上を促す作問学習支援シス
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テムの提案”， 情報処理学会第 80回全国大会，6ZC-07 (2018/3)【学生奨励賞受賞】 
3) 加藤弘祐，高木正則，山田敬三，佐々木淳，“農業高校における農作業時の判断困難箇所の撮影画像を利用した






































職名： 教授 氏名： 渡邊 慶和 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
社会と情報，情報システム基礎論 II，戦略情報システム学，情報システム演習 I/II，情報システムゼミ A/B，卒業
研究・制作 A/B 
(b) 研究科担当授業科目 















果分析，”計測自動制御学会 システム・情報部門 第 15回社会システム部会研究会，2018年 3月． 
2) 趙陽陽，後藤裕介，南野謙一，渡邊慶和，“小売店舗における来店時履歴を考慮した商品探索行動モデルの検討，” 
計測自動制御学会 システム・情報部門 第 15回社会システム部会研究会，2018年 3月． 
3) 高島悠佑，後藤裕介，南野謙一，渡邊慶和，“売買履歴の分析による古着売買の価格査定支援モデルの提案，”人
工知能学会 ビジネス・インフォマティクス研究会第 9回研究会，5 pages，沖縄，2018年 3月． 
4) 中村大樹，南野謙一，後藤裕介，渡邊慶和“GoogleMapを用いた外来植物駆除のためのカルテシステムの開発，”
情報処理学会第 80回全国大会，7ZE-08，2018年 3月． 
5) 川又寛貴，南野謙一，後藤裕介，渡邊慶和“GoogleMapを用いた消防団を対象にした水利探索支援システムの開
発，”情報処理学会第 80回全国大会，7ZE-07，2018年 3月． 
6) 佐々木優太，南野謙一，後藤裕介，渡邊慶和“GoogleMapを用いた農業気象データの利用基盤システムの開発と
評価，”情報処理学会第 80回全国大会，7ZE-06，2018年 3月． 
7) 佐々木優太，南野謙一，後藤裕介，渡邊慶和，“GIS を用いた農業気象データの利用基盤システムの開発，” 第
26回地理情報システム学会研究発表大会，2017年 10月． 
8) 高橋このか，渡邊慶和，南野謙一，後藤裕介，“コーヒーショップにおけるＩＣＴを活用した店舗内情報共有支
援の提案，”経営情報学会 2017年秋季全国研究発表大会，2017年 9月． 
9) 阿部友哉，渡邊慶和，南野謙一，後藤裕介，“スキー人口減少によるスキー場経営の課題と，その解決に向けて
のＩＣＴ支援の可能性，”経営情報学会 2017年秋季全国研究発表大会，2017年 9月． 

























1) 岩手県教育委員会 教科書審議会委員 
2) 盛岡市個人情報保護審議会会長 
(b) 企業・団体などにおける活動 
1) 滝沢市 IPUイノベーションパーク運営協議会 
2) 滝沢市姥屋敷自治会岩清水公民館事務局 
3) 盛岡市まちづくり研究所 















2) 経営情報学会 情報システム研究方法論研究部会主査 
3) 経営情報学会 2017年秋季全国研究発表大会，大会委員長 
4) 情報処理学会 情報システム教育委員会委員 



















職名： 准教授 氏名： 後藤 裕介 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
キャリアデザイン II，学の世界入門，プロジェクト演習 I，プロジェクト演習 II，情報システム基礎論 I，起業論，
情報システム演習 I/II，情報システムゼミ I/II，卒業研究・制作 I/II 
(b) 研究科担当授業科目 















果分析，”計測自動制御学会 システム・情報部門 第 15回社会システム部会研究会，2018年 3月． 
2) 趙陽陽，後藤裕介，南野謙一，渡邊慶和，“小売店舗における来店時履歴を考慮した商品探索行動モデルの検討，” 
計測自動制御学会 システム・情報部門 第 15回社会システム部会研究会，2018年 3月． 
3) 高島悠佑，後藤裕介，南野謙一，渡邊慶和，“売買履歴の分析による古着売買の価格査定支援モデルの提案，”人
工知能学会 ビジネス・インフォマティクス研究会第 9回研究会，5 pages，沖縄，2018年 3月． 
4) 中村大樹，南野謙一，後藤裕介，渡邊慶和“GoogleMapを用いた外来植物駆除のためのカルテシステムの開発，”
情報処理学会第 80回全国大会，7ZE-08，2018年 3月． 
5) 川又寛貴，南野謙一，後藤裕介，渡邊慶和“GoogleMapを用いた消防団を対象にした水利探索支援システムの開
発，”情報処理学会第 80回全国大会，7ZE-07，2018年 3月． 
6) 佐々木優太，南野謙一，後藤裕介，渡邊慶和“GoogleMapを用いた農業気象データの利用基盤システムの開発と




年度データ解析コンペティション 日本経営工学会経営情報部門最終発表会，2018年 3月． 
9) 後藤裕介，市川尚，小西良尚，櫻井敬士，“回遊行動シミュレーションを題材とした高校におけるシミュレーシ





した顧客ロイヤルティの評価・分析，”平成 29年度データ解析コンペティション DB部会最終報告会，4 pages， 
2018年 2月． 
11) 市川尚，後藤裕介，松田浩一，羽倉淳，“学年混成によるプロジェクト型実習の実践，”第 4回実践的 IT教育シ
ンポジウム rePiT2018，pp.12-21，2018年 1月． 
12) 佐々木優太，南野謙一，後藤裕介，渡邊慶和，“GIS を用いた農業気象データの利用基盤システムの開発，” 第
26回地理情報システム学会研究発表大会，2017年 10月． 
13) 後藤裕介，“地方中小都市における交通弱者問題議論のためのシミュレーション研究にむけて，”計測自動制御学
会 システム・情報部門 第 14回社会システム部会研究会，2017年 9月． 
14) 高橋このか，渡邊慶和，南野謙一，後藤裕介，“コーヒーショップにおけるＩＣＴを活用した店舗内情報共有支
援の提案，”経営情報学会 2017年秋季全国研究発表大会，2017年 9月． 
15) 阿部友哉，渡邊慶和，南野謙一，後藤裕介，“スキー人口減少によるスキー場経営の課題と，その解決に向けて
のＩＣＴ支援の可能性，”経営情報学会 2017年秋季全国研究発表大会，2017年 9月． 
16) 佐々木優太，南野謙一，後藤裕介，渡邊慶和，“農業支援技術を開発・搭載可能な農業気象データの利用基盤シ
ステム，”経営情報学会 2017年秋季全国研究発表大会，2017年 9月． 
17) 森田裕之，白井康之，後藤裕介，“転移学習を利用したファッション購買とアンケートデータからの幸福度の推




1) 科学研究費補助金 基盤研究（C）「大規模災害の復興過程における経済支援政策シミュレータの開発」 
研究代表者 本年度直接経費 600,000円 
2) 科学研究費補助金 基盤研究（C）「消費者の購買行動を明確にするための統合化購買行動履歴データに関する研
究」研究分担者 本年度直接経費 100,000円 
3) Don Don Up株式会社「古着販売における適正価格査定の研究」200,000円 
4) 岩手県立大学 全学競争研究費「持続可能で受容可能な地域内次世代モビリティ検討支援の方法論の開発」 
研究代表者 本年度交付額 2,000,000円 
(f) その他総説・解説，調査報告・市場調査，特許，受賞，報道など 
1) 表彰：平成 29年度岩手県立大学 学長表彰 
2) 受賞：平成 29年度データ解析コンペティション JIMA経営情報部門最終報告会 優秀賞（2位）2018年 3 月（チ
ーム「ブラックサンド+」）．（selection rate: 12.5%，上位 2/16） 
3) 受賞：平成 29年度データ解析コンペティション DB部会最終報告会 優秀賞（2位）2018年 2月（チーム「Black 
Kids」）．（selection rate: 33%，上位 2/6） 
4) 受賞：第 4 回実践的 IT 教育シンポジウム 優秀教育実践賞．論文名：「学年混成によるプロジェクト型学習の実
践」市川尚，後藤裕介，松田浩一，羽倉淳．（1/6．selection rate 17%） 
5) 寄稿：後藤裕介，“Recommend Books ピーター・M・センゲ 著「学習する組織―システム思考で未来を創造する」
英知出版（2011年），”岩手県立大学図書館だより，第 69号，2017年 12月． 
6) 大会ルポ：渡邊慶和，後藤裕介，富澤浩樹，阿部明博，竹野健夫，布川博士，南野謙一，大内紀知，“経営情報
学会 2017 年秋季全国研究発表大会，”経営情報学会誌 経営情報フォーラム，Vol.26，No.3，pp.199-200，2017
年 12月． 
7) 巻頭・論説：後藤裕介，市川尚，“専門性深化のための実質的な高大連携，”産業と教育，No.774，pp.2-8，2017




8) 撮影協力：鉄神ガンライザー零 撮影協力 2017年 9月 
9) 報道：盛岡タイムス 2017年 5月 26日(金)7面「将来へ働くルール学ぶ」キャリアデザイン II報道 























1) 早稲田大学 理工学術院総合研究所プロジェクト研究「次世代 e-learningに関する研究」招聘研究員 
2) 早稲田大学 プロジェクト研究所「社会シミュレーション研究所」招聘研究員 
3) 大阪府立大学 サービスサイエンス研究センター 客員研究員 
(e) 学会などにおける活動 
1) 招待講演：後藤裕介，“施設内回遊行動シミュレーションを題材とする高大連携事業の実践〜課題研究での深い
学びを実現する教育プログラム検討〜，”株式会社 NTT データ数理システム S4 Simulation System アカデミッ
ク向け特別セミナー，東京，2018年 2月． 
2) 学会運営：一般社団法人 経営情報学会 理事 
3) 学会運営：経営情報学会 2017年秋季全国研究発表大会，実行委員長 
4) 国際会議運営： Social Simulation Conference 2018, Program Committee Member 
5) 国際会議運営：The 10th International Workshop on Agent-based Approach in Economic and Social Complex 
Systems and Asia-Pacific Regional Conference of the International Microsimulation Association, 
Organizing Committee Member 




Systems and Asia-Pacific Regional Conference of the International Microsimulation Association, 2018, 
Program Committee Member 
7) 国際会議運営：The 6th Asian Conference on Information Systems, 2017, Program Committee Member 
8) 研究部会：経営情報学会 ICTと教育研究部会 幹事 
9) 研究部会：人工知能学会 ビジネス・インフォマティクス研究会 幹事 
10) 研究部会：計測自動制御学会 システム・情報部門 社会システム部会 幹事 
11) 研究会運営：人工知能学会 SIG-BI 第 9回研究会，2018年，実行委員長 
12) 研究会運営：計測自動制御学会 システム・情報部門 第 15回社会システム部会研究会，2018年，実行委員 
13) 研究会運営：人工知能学会 SIG-BI 第 7回研究会，2017年，実行委員長 
14) 研究会運営：計測自動制御学会 システム・情報部門 第 14回社会システム部会研究会，2017年，実行委員 
15) 研究会運営：計測自動制御学会 システム・情報部門 第 13回社会システム部会研究会，2017年，実行委員 
16) セッション運営：IEEE SMC 2018, “Human Awareness Computing: Modeling and Techniques for Social 
Simulations”, Special Session Chair 
17) セッション運営：第 31 回人工知能学会全国大会 オーガナイズドセッション「経営課題に AI を！」，2017 年，
オーガナイザ 
18) セッション運営：計測自動制御学会 システム・情報部門 第 15回社会システム部会研究会，2018年，パネルデ
ィスカッション，司会 
19) セッション運営：計測自動制御学会 システム・情報部門 第 14回社会システム部会研究会，2017年，特別講演
3・4司会 
20) 座長：人工知能学会 SIG-BI 第 9回研究会，2018年，セッション 3座長 
21) 座長：計測自動制御学会 システム・情報部門 第 15回社会システム部会研究会，2018年，ポスターセッション，
座長 
22) 査読：The 10th International Workshop on Agent-based Approach in Economic and Social Complex Systems 
& IMA Asia-Pacific Regional Conference：4本 
23) 査読：第 15回社会システム部会研究会（フルペーパー査読）：4本 
24) 査読：計測自動制御学会 システム・情報部門 学術講演会 2017：17本 





平成 29 年度経営科学系研究部会連合協議会 データ解析コンペティションにおいて，ヘアサロンチェーンを対象と
した ID-POSデータを利用して，店舗間でのスタッフ移動の影響を推定するシミュレーション分析を行った．全体の
成果発表において，参加約 100チームの上位 12チームに選ばれた． 
 




職名： 講師 氏名： 南野謙一 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
離散数学，戦略情報システム学，基礎教養入門，キャリアデザイン I，情報システム演習 I/II， 
情報システムゼミ A/B，卒業研究・制作 A/B 
(b) 研究科担当授業科目 
組織システム分析特論 II，ソフトウェア情報学ゼミナール I/II/III，ソフトウェア情報学研究 
(c) その他（教育内容・方法の工夫，作成した教材など） 













果分析，”計測自動制御学会 システム・情報部門 第 15回社会システム部会研究会，2018年 3月． 
2) 趙陽陽，後藤裕介，南野謙一，渡邊慶和，“小売店舗における来店時履歴を考慮した商品探索行動モデルの検討，” 
計測自動制御学会 システム・情報部門 第 15回社会システム部会研究会，2018年 3月． 
3) 高島悠佑，後藤裕介，南野謙一，渡邊慶和，“売買履歴の分析による古着売買の価格査定支援モデルの提案，”人
工知能学会 ビジネス・インフォマティクス研究会第 9回研究会，5 pages，沖縄，2018年 3月． 
4) 中村大樹，南野謙一，後藤裕介，渡邊慶和“GoogleMapを用いた外来植物駆除のためのカルテシステムの開発，”
情報処理学会第 80回全国大会，7ZE-08，2018年 3月． 
5) 川又寛貴，南野謙一，後藤裕介，渡邊慶和“GoogleMapを用いた消防団を対象にした水利探索支援システムの開
発，”情報処理学会第 80回全国大会，7ZE-07，2018年 3月． 
6) 佐々木優太，南野謙一，後藤裕介，渡邊慶和“GoogleMapを用いた農業気象データの利用基盤システムの開発と
評価，”情報処理学会第 80回全国大会，7ZE-06，2018年 3月． 
7) 佐々木優太，南野謙一，後藤裕介，渡邊慶和，“GIS を用いた農業気象データの利用基盤システムの開発，” 第
26回地理情報システム学会研究発表大会，2017年 10月． 
8) 高橋このか，渡邊慶和，南野謙一，後藤裕介，“コーヒーショップにおけるＩＣＴを活用した店舗内情報共有支
援の提案，”経営情報学会 2017年秋季全国研究発表大会，2017年 9月． 
9) 阿部友哉，渡邊慶和，南野謙一，後藤裕介，“スキー人口減少によるスキー場経営の課題と，その解決に向けて















2) アグリビジネス創出フェア 2017（東京ビッグサイト 東７ホール）出展，2017年 10月 4日～6日． 
3) いわて産学官連携フォーラム リエゾン－Ｉマッチングフェア 2017（岩手大学復興祈念銀河ホール）出展，2017
年 11月 15日． 
























1） 学会運営：経営情報学会 2017年秋季全国研究発表大会，実行委員 
(f) その他 
該当無し 








































鑄鍋 仁紀 震災復興過程における地域の産業構造変化を考慮した雇用創出事業効果の分析 
雇用創出事業の一種である CFW ではいくつかの経験則が知られているのみである. 本研究で
は, 6 つの沿岸被災地域に対し, 先行研究では考慮されていなかった地域の産業構造変化を考
慮した際にも経験則が成立するのか検証することを目的とする. 各地域に対して 2 つのシナリ
オから実験を行い, 同じ被災地でも各産業の定員の変化を考慮することで失業率が異なる結果
となった. 

























































果分析，”計測自動制御学会 システム・情報部門 第 15回社会システム部会研究会，1 page，2018年 3月 
2) 趙陽陽，後藤裕介，南野謙一，渡邊慶和，“小売店舗における来店時履歴を考慮した商品探索行動モデルの検討，” 
計測自動制御学会 システム・情報部門 第 15回社会システム部会研究会，1 page，2018年 3月 
3) 高島悠佑，後藤裕介，南野謙一，渡邊慶和，“売買履歴の分析による古着売買の価格査定支援モデルの提案，”人
工知能学会 ビジネス・インフォマティクス研究会第 9回研究会，5 pages，2018年 3月， 
4) 中村大樹，南野謙一，後藤裕介，渡邊慶和“GoogleMapを用いた外来植物駆除のためのカルテシステムの開発，”
情報処理学会第 80回全国大会，7ZE-08，2 pages，2018年 3月 
5) 川又寛貴，南野謙一，後藤裕介，渡邊慶和“GoogleMapを用いた消防団を対象にした水利探索支援システムの開
発，”情報処理学会第 80回全国大会，7ZE-07，2 pages，2018年 3月 
6) 佐々木優太，南野謙一，後藤裕介，渡邊慶和“GoogleMapを用いた農業気象データの利用基盤システムの開発と
評価，”情報処理学会第 80回全国大会，7ZE-06，2 pages，2018年 3月 
7) 茂木雅祥，高島悠佑，佐々木誠治，後藤裕介，白井康之，“スタイリストへの指名継続性と時系列的変化に着目
した顧客ロイヤルティの評価・分析，”平成 29年度データ解析コンペティション DB部会最終報告会，4 pages，
2018年 2月 
8) 佐々木優太，南野謙一，後藤裕介，渡邊慶和，“GIS を用いた農業気象データの利用基盤システムの開発，” 第
26回地理情報システム学会研究発表大会，4 pages，2017年 10月 
9) 高橋このか，渡邊慶和，南野謙一，後藤裕介，“コーヒーショップにおけるＩＣＴを活用した店舗内情報共有支
援の提案，”経営情報学会 2017年秋季全国研究発表大会，4 pages，2017年 9月 
10) 阿部友哉，渡邊慶和，南野謙一，後藤裕介，“スキー人口減少によるスキー場経営の課題と，その解決に向けて
のＩＣＴ支援の可能性，”経営情報学会 2017年秋季全国研究発表大会，4 pages，2017年 9月 
11) 佐々木優太，南野謙一，後藤裕介，渡邊慶和，“農業支援技術を開発・搭載可能な農業気象データの利用基盤シ
ステム，”経営情報学会 2017年秋季全国研究発表大会，4 pages，2017年 9月 
(f) 学生が単独で受けた受賞や表彰一覧 
1) 佐々木優太，情報処理学会，第 80回情報処理学会全国大会 全国大会学生奨励賞，GoogleMapを用いた農業気象
データの利用基盤システムの開発と評価，2018年 3月 15日 
2) 高島悠佑，佐々木誠治，日本データベース学会，経営科学系研究部会連合協議会 H29 年度データ解析コンペテ
ィション DB部会 最終報告会 優秀賞，スタイリストへの指名継続性と時系列的変化に着目した顧客ロイヤルテ
ィの評価・分析，2018年 2月 26日 
3) 佐々木優太，経営情報学会，経営情報学会 2017年秋季全国研究発表大会 学生優秀発表賞，農業支援技術を開発・
搭載可能な農業気象データの利用基盤システム，2017年 9月 21日 












































阿部 昭博，市川尚，富澤 浩樹 
(d) 研究テーマ 
• 多様なユーザに配慮した地域情報システムの分析・設計・開発・評価 


























1) Akihiro Abe: Information Service for a Geopark Including Earthquake Structural Remnants: An Action 
Research Approach, Proc. of 2017 IISES International Academic Conference, pp.1-8, 2017.4 
2) Tianyang Lan, Hiroki Tomizawa, Hisashi Ichikawa and Akihiro Abe：Proposal of Tourism Support System for 
International Students in Japan ， International Conference on Tourism, Business, Finance and 
Law(TBFL-2017), pp.1-8, 2017.9 
(d) 研究発表等（査読なしの論文等） 
1) 蘭天陽，富澤浩樹，市川尚，阿部昭博：留学生向けグループ観光支援システムの有用性に関する考察，観光情報
学会第 13回全国大会論文集，A1-6, 2017.7 
2) 上田翔磨，阿部昭博，市川尚，富澤浩樹：オープンデータを活用した広域観光支援システムの開発と考察，観光
情報学会第 14回全国大会論文集，B2-7, 2017.7 
3) 阿部昭博：情報システムディジタル辞典の現状と課題，情報処理学会研究報告，2017-IS-141(9), pp.1-4, 2017.8  
4) 阿部昭博，狩野徹，工藤彰：ユニバーサルツーリズム安心システムの社会実装に関する考察，地理情報システム




作，大学 eラーニング協議会・日本リメディアル教育学会合同フォーラム 2017，2018.3 
7) 工藤彰，狩野徹，阿部昭博：ユニバーサルツーリズム安心システムにおける UD 情報収集手法の提案，情報処理
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(a) Pitching (b) Yawing 
Figure 2. 提案手法による視線計測精度 
（破線：±5°ピッチングにおける 95%標準偏差の楕円，点線：±10〜20°ヨーウィングにおける 95%標準偏差の楕円） 
 
2. Automated Assessment of Non-verbal Behavior of the Patient during Conversation with the Healthcare Worker 
Using a Remote Camera 
In the health sector, good communications among healthcare workers and patients are important to improve 
the quality of care and to promote patient-centered healthcare. These communications are effective to improve 
the patient satisfaction. Assessing the quality of communication in a healthcare setting is an uneasy task in 
today’s hospital. The assessment includes both verbal and non-verbal communications. While the verbal 
communication directly conveys the patient’s needs, the non-verbal communication represents communicative acts 
which may be even more important than the matter under verbal discussion.  The non-verbal communication consists 
of a variety of non-words information such as gestures, physical features and paralanguages. The non-verbal 
interaction in the healthcare sector may contain the 65 percent hidden needs of the patient. To establish a good 
relationship of trust with a patient, the healthcare worker is required to take a strong attention in this 
interaction. This skill would be essential for all healthcare workers. 
In this study, we have proposed a framework to automatically assess the non-verbal behavior of the patient 
during conversation with the healthcare worker from a single camera (Fig. 3). The proposed framework starts to 
analyze by the time it detects a skeleton other than that of the patient. Using the part of the skeleton that 
consists of the bones of the head (axial skeleton), the face area of the patient is determined and up- sampled 
to observe the facial information in details. Information consisting of facial expression, eye movement, head 
nodding, and head shaking is statistically analyzed against the pre-calculated learning data to show how well 
the non-verbal communication is being constructed. Our strategy to assess non-verbal behaviors is to create two 
scenarios of communication scenes between the healthcare worker and the patient. The first scenario is “high 
trust” where the good relationship quality between the healthcare worker and the patient has been established. 
Oppositely, the second is “low trust” scenario. While the “high trust” will lead to greater emotional stability 
that facilitates acceptance and openness of expression, “low trust” will result in less accurate communication 
(Fig. 4).  




Figure 3. The proposed framework to assess non-verbal behaviors from a single camera 
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図 1 レスポンスアナライザ機能による集計結果のフィードバックの例 
 






































医療,食品分野における各種遺伝子検査を簡易に行うために,STH (Single-strand Tag 
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Conversation with the Healthcare Worker Using a Remote Camera, The Tenth International Conference on 
eHealth, Telemedicine, and Social Medicine (eTELEMED 2018), 2018. 
(e) 講座所属学生が各学会で登壇発表した実績一覧 
1) 堀田健仁・今渕貴志・プリマオキディッキ, 観光誘致と文化財保存に向けた VR 活用の検討, Entertainment 
Computing 2017. 
2) 加藤健太・プリマオキディッキ・今渕貴志・伊藤久祥, 簡易なキャリブレーションで実現するメガネ型 3D 視線
計測機器の開発, Entertainment Computing 2017. 
3) 大野祐汰・プリマオキディッキ・伊藤久祥, 3次元人体姿勢推定を実現するためのOpenPoseの拡張, Entertainment 




4) 堀田健仁・今渕貴志・プリマオキディッキ, VR-HMD を使用したアクティブ視野検査の提案, 情報処理学会第 80
回全国大会, 2018. 
5) 富沢貴大・プリマオキディッキ・伊藤久祥, 3D 顔モーフィングモデルを用いた表情訓練システム, 情報処理学
会第 80回全国大会, 2018. 
6) 大野祐汰・プリマオキディッキ・伊藤久祥, 動作解析に向けた 3 次元人物姿勢推定手法の提案, 情報処理学会
第 80回全国大会, 2018. 
7) 白田光・プリマオキディッキ・伊藤久祥, カメラによる遺伝子検査ツール STH-PAS の読み取り手法の開発, 情
報処理学会第 80回全国大会, 2018. 
8) 加藤健太・プリマオキディッキ・伊藤久祥, 実用的なメガネ型 3 次元視線計測装置の開発, 情報処理学会第 80
回全国大会, 2018. 
9) 起田高成・今渕貴志・プリマオキディッキ・伊藤久祥，位置トラッキング可能なメガネ型視線計測システムの開
発，情報処理学会第 80回全国大会, 2018. 
(f) 学生が単独で受けた受賞や表彰一覧 
1) 起田高成，情報処理学会第 80 回全国大会，学生奨励賞，位置トラッキング可能なメガネ型視線計測システムの
開発, 2018. 






























• CNN を用いた手書き画像から人の性格や感情を推測するシステム 
• テレプレゼンスロボットとモバイル端末を用いた環境適合型映像伝送システム 
• スマートフォンとビーコンを利用した出席管理システムの提案 
• 複数の全方位映像と HMDを用いたマルチアングル観覧システム 
• CNN を用いた路面のひび割れ検出モデルの構築と最適化 
• 端末連携機能による動的資源適合型ネットワークシステムの研究 
• モバイルクラウドコンピューティングのための効率的な分散および統合化プロトコルの研究 
























1) Akira Sakuraba, Yoshitaka Shibata, Tomoyuki Ishida, Koji Hashimoto,“Design and implementation of 
disaster management GIS system based on ultra high definition display environment”, The International 
Journal of Space-Based and Situated Computing (IJSSC), Vol.7, No.4, pp.239-251. 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文，国際会議プロシーディング，ワークショップ等） 
1) K. Togawa and K. Hashimoto,“Dynamic Resource Adaptation Method by Cooperative User Devices in Wireless 
Network”, The 20th Int. Conf. on Network-Based Information Systems, pp.578-587, Aug 2017. 
2) A. Sakuraba, T. Ishida, K. Hashimoto, Y. Shibata,“Ultra Definition Display Environment for Disaster 
Management GIS”, The 12th Int. Workshop on Network-based Virtual Reality and Tele-existence, pp.654-663, 
Aug., 2017. 
3) M. Otomo, K. Hashimoto, N. Uchida, Y. Shibata,“Mobile Cloud Computing Usage for Onboard Vehicle Servers 
in Collecting Disaster Data Information”, The 8th Int. Conf. on Awareness Science and Technology 
(iCAST2017), Nov., 2017. 
4) K. Ito, K. Hashimoto, Y. Shibata,“V2X Communication System for Sharing Road Alert Information Using 
Cognitive Network”, The 8th iCAST, pp.533-538, Nov., 2017. 
5) 伊藤健太, 橋本浩二, 柴田義孝,“2 波長通信を用いた路面凍結情報共有のための車車間・車路間通信システム
の検討”, 第 25回マルチメディア通信と分散処理ワークショップ, Vol.25, pp.33-38, 2017年 10月. 
6) 伊藤健太, 橋本浩二, 柴田義孝,“通信不利環境における道路情報共有のための車載型・路肩型通信システムの
検討”, マルチメディア, 分散, 協調とモバイルシンポジウム(DICOMO2017), pp.558-563, 2017年 6月. 
7) 戸川和晃, 橋本浩二,“動的資源適合型ネットワークシステムにおける周辺端末連携機能の実装と評価”, 
DICOMO2017, pp.1034-1039, 2017年 6月. 
(d) 研究発表等（査読なしの論文等） 
1) 千崎颯大, 橋本浩二,“複数の全方位映像と HMD を用いたマルチアングル観覧システム”, 情報処理学会第 80
回全国大会, 2L-03, 1-399～400, 平成 30年 3月.  
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2) 伊藤健太, 橋本浩二, 柴田義孝, 大関一陽, 武部栄輔, 番匠康司,“路面情報共有のための n 波長協調による車
車間・車路間通信システム”, 情報処理学会第 80回全国大会, 6D-05, 3-61～62, 平成 30年 3月.  
3) 漆田光汰, 橋本浩二,“インタラクティブな広告表示を可能とするデジタルサイネージシステム”, 情報処理学
会第 80回全国大会,  5R-05, 3-87～88, 平成 30年 3月.  
4) 片桐規亨, 橋本浩二,“テレプレゼンスロボットとモバイル端末を用いた環境適合型映像伝送システム”, 情報
処理学会第 80回全国大会, 1U-01, 3-239～240, 平成 30年 3月.  
5) 安達優人, 橋本浩二,“スタジアムにおける効果的な映像伝送を可能とする多元ライブ中継システム”, 情報処
理学会第 80回全国大会, 1U-02, 3-241～242, 平成 30年 3月. 
(e) 研究費の獲得 















































1) Ying Dai,“Quality assessment of training data with uncertain labels for classification of subjective 





1) 永田睦稀，戴イン，“CNN を用いた路面のひび割れ検出モデルの構築と最適化”，情報処理学会第 80回全国大会
講演論文集，早稲田大学，2018年 3月． 
2) 小川瞭，戴イン，“CNN を用いた人の性格推測システム”，情報処理学会第 80回全国大会講演論文集，早稲田大
学，2018年 3月． 






























1) Editorial board member of the American journal of computation, communication and control. 
2) Reviewer of the international journal: Multimedia tools and applications 
3) Reviewer of the international journal: concurrency and computation: practice and experience 





主な業績として, deep learning によって，CNN（convolutional neural network）を用いた自動認識システムの
構築と性能評価に力を入れた．特に，1）手書き文字画像からの性格・感情推定，2) 路面画像からの異常状況把握
について，指導する院生や学部生と共に，学習データの収集手法，推測モデルの構築方法，構築された推測モデル

























る CNN モデルを訓練・構築した. 


















永田 睦稀 CNNを用いた路面のひび割れ検出モデルの構築と最適化 










































1) Akira Sakuraba, Yoshitaka Shibata, Tomoyuki Ishida, Koji Hashimoto,“Design and implementation of 
disaster management GIS system based on ultra high definition display environment”, The International 





1) Kazuaki Togawa and Koji Hashimoto,“Dynamic Resource Adaptation Method by Cooperative User Devices in 
Wireless Network”, The 20th International Conference on Network-Based Information Systems (NBiS-2017), 
pp.578-587, Aug 2017. 
2) Akira Sakuraba, Tomoyuki Ishida, Koji Hashimoto, Yoshitaka Shibata,“Ultra Definition Display 
Environment for Disaster Management GIS”, The 12th International Workshop on Network-based Virtual 
Reality and Tele-existence (INVITE2017), pp.654-663, Aug., 2017. 
3) Masaki Otomo, Koji Hashimoto, Noriki Uchida, Yoshitaka Shibata,“Mobile Cloud Computing Usage for Onboard 
Vehicle Servers in Collecting Disaster Data Information”, The 8th International Conference on Awareness 
Science and Technology (iCAST2017), Nov., 2017. 
4) Kenta Ito, Koji Hashimoto, Yoshitaka Shibata,“V2X Communication System for Sharing Road Alert 
Information Using Cognitive Network”, The 8th International Conference on Awareness Science and 
Technology (iCAST2017), pp.533-538, Nov., 2017. 
5) 伊藤健太, 橋本浩二, 柴田義孝,“2 波長通信を用いた路面凍結情報共有のための車車間・車路間通信システム
の検討”, 第 25回マルチメディア通信と分散処理ワークショップ(DPSWS2017), Vol.25, pp.33-38, 平成 29年
10月 13日. 
6) 伊藤健太, 橋本浩二, 柴田義孝,“通信不利環境における道路情報共有のための車載型・路肩型通信システムの
検討”, マルチメディア, 分散, 協調とモバイルシンポジウム(DICOMO2017), pp.558-563, 平成 29年 6月. 
7) 戸川和晃, 橋本浩二,“動的資源適合型ネットワークシステムにおける周辺端末連携機能の実装と評価”, 情報
処理学会マルチメディア，分散，協調とモバイルシンポジウム(DICOMO2017), pp.1034-1039, 平成 29年 6月. 
8) 永田睦稀，戴イン，“CNN を用いた路面のひび割れ検出モデルの構築と最適化”，情報処理学会第 80 回全国大
会講演論文集，早稲田大学，2018年 3月． 
9) 小川瞭，戴イン，“CNN を用いた人の性格推測システム”，情報処理学会第 80 回全国大会講演論文集，早稲田
大学，2018年 3月． 
10) 根市豊，戴イン，“分散フォグノードを活用した移動端末向けオフローディング手法”，情報処理学会第 80 回
全国大会講演論文集，早稲田大学，2018年 3月. 
11) 千崎颯大, 橋本浩二,“複数の全方位映像と HMD を用いたマルチアングル観覧システム”, 情報処理学会第 80
回全国大会, 2L-03, 1-399～400, 平成 30年 3月.  
12) 伊藤健太, 橋本浩二, 柴田義孝, 大関一陽, 武部栄輔, 番匠康司,“路面情報共有のための n 波長協調による車
車間・車路間通信システム”, 情報処理学会第 80回全国大会, 6D-05, 3-61～62, 平成 30年 3月.  
13) 漆田光汰, 橋本浩二,“インタラクティブな広告表示を可能とするデジタルサイネージシステム”, 情報処理学
会第 80回全国大会,  5R-05, 3-87～88, 平成 30年 3月.  
14) 片桐規亨, 橋本浩二,“テレプレゼンスロボットとモバイル端末を用いた環境適合型映像伝送システム”, 情報
処理学会第 80回全国大会, 1U-01, 3-239～240, 平成 30年 3月.  
15) 安達優人, 橋本浩二,“スタジアムにおける効果的な映像伝送を可能とする多元ライブ中継システム”, 情報処
理学会第 80回全国大会, 1U-02, 3-241～242, 平成 30年 3月. 
(f) 学生が単独で受けた受賞や表彰一覧 
1) 片桐規亨, 情報処理学会第 80 回全国大会学生奨励賞,“テレプレゼンスロボットとモバイル端末を用いた環境
適合型映像伝送システム”, 平成 30年 3月.  
2) 戸川和晃, 岩手県立大学学長賞, 平成 30年 3月． 






































メディアシステムゼミ A/B，卒業研究・卒業制作 A/B 
(b) 研究科担当授業科目 








1) Saito, Y.: Development and Evaluation of a Near-Miss Map System utilizing Driver's Emotions, 
International Journal of Informatics Society, Vol.9, No.1, pp.13-20 (2017). 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文，国際会議プロシーディング，ワークショップ等） 
1) Saito, Y.: A method for video advertisement insertion with audience comments on action game videos, 
International Workshop on Informatics (IWIN2017), pp.153-158 (2017).  
(d) 研究発表等（査読なしの論文等） 
1) 齊藤義仰, 畠山智裕, 西岡大: スマートフォンを用いた動画広告挿入タイミング決定アルゴリズムの提案, 
DICOMO2017論文集, pp.1089-1095 (2017). 
2) 齊藤義仰, 松場慶太郎, 西岡大: 360 度動画における視聴方向共有手法の提案, DICOMO2017 論文集, 
pp.1507-1511 (2017). 
3) 西岡大, 長嶋呈馬, 齊藤義仰: SNS 上でのプライバシー感の違いに関する調査, DICOMO2017論文集, pp.656-660 
(2017). 
4) 西岡大, 大山慎也, 佐々木幸太, 齊藤義仰: 実際のオンラインショッピングサイトを利用した安心メータのた
めの安心感の要因の検証, DICOMO2017論文集, pp.1321-1325 (2017). 
5) 高田真也, 西岡大, 齊藤義仰: 全方位カメラを用いたインターネット生放送における視線ヒートマップの開発, 
DICOMO2017論文集, pp.1081-1088 (2017). 
6) 谷藤稜真, 西岡大, 齊藤義仰:プリペイド型商店システムにおける Android 端末を利用した商品注文アプリの開
発と評価, DICOMO2017論文集, pp.1096-1101 (2017). 
7) 西岡大, 大山慎也, 齊藤義仰: オンラインショッピングサイトにおけるユーザの安心感の数値化の検討，
CSS2017論文集，pp.882-887 (2017). 
8) 高田真也, 西岡大, 齊藤義仰: 全方位カメラを用いたインターネット生放送における視線ヒートマップの評価, 





























1) 情報処理学会 CDS研究会 運営委員会 委員 
2) 情報処理学会 CDS研究会 トランザクション編集委員会 副編集長 
3) 情報処理学会 SPT研究会 運営委員会 委員 


















職名： 講師 氏名： 西岡 大 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 














1) 西岡大, 長嶋呈馬, 齊藤義仰: SNS 上でのプライバシー感の違いに関する調査, DICOMO2017論文集, pp.656-660 
(2017). 
2) 西岡大, 大山慎也, 佐々木幸太, 齊藤義仰: 実際のオンラインショッピングサイトを利用した安心メータのた
めの安心感の要因の検証, DICOMO2017論文集, pp.1321-1325 (2017). 
3) 高田真也, 西岡大, 齊藤義仰: 全方位カメラを用いたインターネット生放送における視線ヒートマップの開発, 
DICOMO2017論文集, pp.1081-1088 (2017). 
4) 齊藤義仰, 畠山智裕, 西岡大: スマートフォンを用いた動画広告挿入タイミング決定アルゴリズムの提案, 
DICOMO2017論文集, pp.1089-1095 (2017). 
5) 谷藤稜真, 西岡大, 齊藤義仰:プリペイド型商店システムにおける Android 端末を利用した商品注文アプリの開
発と評価, DICOMO2017論文集, pp.1096-1101 (2017). 
6) 齊藤義仰, 松場慶太郎, 西岡大: 360 度動画における視聴方向共有手法の提案, DICOMO2017 論文集, 
pp.1507-1511 (2017). 
7) 西岡大, 大山慎也,齊藤義仰: オンラインショッピングサイトにおけるユーザの安心感の数値化の検討，
CSS2017論文集，pp882-887 (2017). 
8) 高田真也, 西岡大, 齊藤義仰: 全方位カメラを用いたインターネット生放送における視線ヒートマップの評価, 






















































塚原 敬之佑 360度動画における視聴方向移動を用いた分析調査 













































1) 高田真也, 西岡大, 齊藤義仰: 全方位カメラを用いたインターネット生放送における視線ヒートマップの開発, 
DICOMO2017論文集, pp.1081-1088 (2017). 
2) 谷藤, 西岡大, 齊藤義仰:プリペイド型商店システムにおける Android 端末を利用した商品注文アプリの開発と
評価, DICOMO2017論文集, pp.1096-1101 (2017). 
3) 高田真也, 西岡大, 齊藤義仰: 全方位カメラを用いたインターネット生放送における視線ヒートマップの評価, 
研究報告グループウェアとネットワークサービス, Vol.2018-GN-104, No.17, pp.1-7 (2018). 
(f) 学生が単独で受けた受賞や表彰一覧 
該当無し 








































































1) 宮崎春彦, 亀田昌志,"レート-歪理論に基づいた画像のサブバンド符号化における最適帯域分割," 信学論 A, 
Vol.J100-A, No.5, pp.205-217, 2017.  
2) 今渕貴志, プリマオキディッキアルディアンシャー, 伊藤久祥, 亀田昌志,"頭部姿勢の変動を考慮した可視光
線非接触型の視線計測システムの開発," 画像電子学会誌, Vol.47, No.1, pp.31-40, 2018. 
3) 亀田昌志, 石川雄大,"フラクタル次元に基づいた画像の記憶質感再現のための最適なノイズ強度推定手法," 画
像電子学会誌, Vol.47, No.1, pp.52-57, 2018. 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文，国際会議プロシーディング，ワークショップ等） 
1) Haruhiko Miyazaki, Masashi Kameda,"Optimum space-frequency partition in subband image coding with human 
visual sensitivity and region-of-interest," Proceedings of Human Vision and Electronic Imaging 2018, 
HVEI-521, 2018.1. 
(d) 研究発表等（査読なしの論文等） 
1) 鶴崎裕貴, 亀田昌志,"DCT 係数の符号入れ替え処理によるボケ画像の復元", 2017 年画像符号化シンポジウム
（PCSJ2017）, P-2-6, 2017.11. 
2) 富樫篤士, 宮崎春彦, 亀田昌志,"ICA-DCT ハイブリッド符号化におけるレートひずみ理論に基づいた領域分割
を用いた重要な ICA基底の選出", 電子情報通信学会技術報告, IE2017-107, pp. 83-88, 2018.2. 
3) 立川由貴, 亀田昌志,"テクスチャ画像の質感向上のための立体視画像を用いた最適ノイズ強度推定", 情報処理
学会第 80回全国大会, 5X-03, 2018.3. 
4) 富樫篤士, 宮崎春彦, 亀田昌志,"ICA-DCT ハイブリッド符号化におけるレートひずみ理論に基づいた領域分割
手法", 情報処理学会第 80回全国大会, 1S-03, 2018.3. 
5) 紅谷浩彰, 亀田昌志, 大崎真, 武田利明,"L*a*b*色空間を用いた発赤の肉眼的所見に対応した客観評価手法の

























































































































職名： 准教授 氏名： 松田浩一 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
コンピュータシステム序論， ソフトウェア演習 A，システム演習 I，システム演習 II，メディアシステムゼミ A，

















1) 高橋唯，松田浩一, "角速度分布を用いた歩行印象の定量化に関する一検討", 人工知能学会, 第 31回全国大会, 
1O3-OS-30c-3, 2017.06. 
2) 菊地直樹，松田浩一, "腰部の加速度に着目した地域伝統舞踊の動作の質の違いに関する分析法", 人工知能学
会, 第 31回全国大会, 1O3-OS-30c-4, 2017.06. 
3) 松田浩一, "Scratch を利用したゲーム作成課題導入とその効果", 日本図学会東北支部講演会, 2018.01. 
4) 高橋唯，松田浩一， "角速度を用いた和太鼓におけるタメ動作の表出に関する一検討"， 人工知能学会，身体知
研究会，第 30回研究会，SKL-25-05，pp. 23-28，2018.03. 
5) 菊地直樹，松田浩一， "ヒストグラムを用いた盛岡さんさ踊りにおける質の違いの分析方法の提案"， 人工知能
学会，身体知研究会，梨子卓雅，松田浩一，井上研司， "映像を用いたハサミ職人の研磨技能の表出支援に関す
る一検討"， 情報処理学会，第 80回全国大会，2ZB-03，2018.03.第 30回研究会，SKL-25-06，pp. 29-35，2018.03. 
6) 滝沢桂吾，松田浩一，菊地直樹， "盛岡さんさ踊りの重心移動分析のための時系列波形自動分割の一検討"， 情
報処理学会，第 80回全国大会，2ZB-04，2018.03. 
7) 仲口 健，松田浩一， "断面入力インタフェースによる対話的変身立体作成システム"， 情報処理学会，第 80
回全国大会，5ZC-03，2018.03. 
8) 大内拓雄，熊谷悠太，松田浩一， "重心移動の可視化システムの開発とその効果"， 情報処理学会，第 80 回全
国大会，5ZD-04，2018.03. 
(e) 研究費の獲得 




学研究費補助金 基盤研究(C), 課題番号 17K01087，2017～2019, 1,050,000円（2017年度）. 
2) 松田浩一（研究代表者），鋏製造技能の伝承に関する研究, 株式会社東光舎, 600,000円. 
(f) その他総説・解説，調査報告・市場調査，特許，受賞，報道など 
1) 滝沢桂吾，松田浩一，菊地直樹, 情報処理学会第 80回全国大会 学生奨励賞, 2018.03. 






























































































6) 分担研究者：ICT建機の施工履歴データを用いた 3次元モデルの生成・活用技術に関する研究（日本学術振興会 
科学研究費助成事業 基盤研究（C）） 
7) 共同研究者：建設ライフサイクルにおける構造物の特徴を考慮した点群データ管理の標準化手法の開発（日本建
設情報総合センター 社会基盤情報標準化委員会小委員会 活動支援金） 
8) 共同研究者：3次元点群エディタによる形状測定技術に関する研究（日本建設情報総合センター 研究助成） 
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9) 共同研究者：携帯型三次元計測システムの開発（西尾レントオール 研究助成） 





1) 共同出願者・発明者：戦術分析装置（特願 2018-023983号） 
2) 共同出願者・発明者：三次元モデル生成システム（特願 2018-014246号） 
3) 共同出願者・発明者：プレイヤ位置可視化装置（特願 2017-166454号，特願 2017-189860号）（分割請求） 














1) 国土交通省 i-Construction推進コンソーシアム 有識者委員 




1) 模擬講義：岩手県立福岡高等学校（2017年 10月） 
2) 体験学習：岩手県立大学サイエンスキッズ 2017（2017年 8月） 































取川 112 断面，大和川 254 断面，梯川 64 断面）を用いて，各点の地物推定結果の適合率，再現率，F 値を算出する
ことで，提案手法の精度を評価した．その結果，全地点の F値の平均が 0.821であり，最大値では，天端が 0.927，
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号化性能を得ることができ，かつ，それは静止画像の標準符号化方式である JPEG や JPEG2000
の符号化性能をも上回っていることが確認された． 
(d) 講座所属学生が第一著者として査読ありの論文誌掲載論文一覧 
1) 宮崎春彦, 亀田昌志, "レート-歪理論に基づいた画像のサブバンド符号化における最適帯域分割", 信学論 A, 
信学論 A, Vol.J100-A, No.5, pp.205-217, 2017. 
(e) 講座所属学生が各学会で登壇発表した実績一覧 
1) 高橋唯，松田浩一, "角速度分布を用いた歩行印象の定量化に関する一検討", 人工知能学会, 第 31回全国大会, 
1O3-OS-30c-3, 2017.06. 
2) 菊地直樹，松田浩一, "腰部の加速度に着目した地域伝統舞踊の動作の質の違いに関する分析法", 人工知能学
会, 第 31回全国大会, 1O3-OS-30c-4, 2017.06. 
3) 鶴崎裕貴, 亀田昌志， "DCT 係数の符号入れ替え処理によるボケ画像の復元", 2017 年画像符号化シンポジウム
（PCSJ2017）, P-2-6, 2017.11. 
4) 富樫篤士, 宮崎春彦, 亀田昌志, "ICA-DCT ハイブリッド符号化におけるレートひずみ理論に基づいた領域分割
を用いた重要な ICA 基底の選出", 電子情報通信学会, 電子情報通信学会技術報告, IE2017-107, pp. 83-88, 
2018.2. 
5) 高橋唯，松田浩一， "角速度を用いた和太鼓におけるタメ動作の表出に関する一検討"， 人工知能学会，身体知
研究会，第 30回研究会，SKL-25-05，pp. 23-28，2018.03. 
6) 菊地直樹，松田浩一， "ヒストグラムを用いた盛岡さんさ踊りにおける質の違いの分析方法の提案"， 人工知能
学会，身体知研究会，梨子卓雅，松田浩一，井上研司， "映像を用いたハサミ職人の研磨技能の表出支援に関す
る一検討"， 情報処理学会，第 80回全国大会，2ZB-03，2018.03. 
7) 富樫篤士, 宮崎春彦, 亀田昌志， "ICA-DCTハイブリッド符号化におけるレートひずみ理論に基づいた領域分割
手法"， 情報処理学会，第 80回全国大会，1S-03，2018.03. 
8) 立川由貴, 亀田昌志， "テクスチャ画像の質感向上のための立体視画像を用いた最適ノイズ強度推定"， 情報処
理学会，第 80回全国大会，5X-03，2018.03. 
9) 紅谷浩彰, 亀田昌志, 大崎真, 武田利明， "L*a*b*色空間を用いた発赤の肉眼的所見に対応した客観評価手法の
検討"， 情報処理学会，第 80回全国大会，5Y-03，2018.03. 
10) 梨子卓雅，松田浩一，井上研司， "映像を用いたハサミ職人の研磨技能の表出支援に関する一検討"， 情報処理
学会，第 80回全国大会，2ZB-03，2018.03. 
11) 滝沢桂吾，松田浩一，菊地直樹， "盛岡さんさ踊りの重心移動分析のための時系列波形自動分割の一検討"， 情
報処理学会，第 80回全国大会，2ZB-04，2018.03. 
12) 仲口 健，松田浩一， "断面入力インタフェースによる対話的変身立体作成システム"， 情報処理学会，第 80
回全国大会，5ZC-03，2018.03. 
13) 大内拓雄，熊谷悠太，松田浩一， "重心移動の可視化システムの開発とその効果"， 情報処理学会，第 80 回全
国大会，5ZD-04，2018.03. 
(f) 学生が単独で受けた受賞や表彰一覧 
1) 滝沢桂吾，松田浩一，菊地直樹, 情報処理学会第 80回全国大会 学生奨励賞, 2018.03. 
2) 仲口健，松田浩一, 情報処理学会第 80回全国大会 学生奨励賞, 2018.03. 



















































































2) 阿部 康一，布川 博士，佐藤 究，“難聴者向け生活音支援における腕時計型端末連携”，第 13回日本感性工学会
春季大会予稿集，2018，TC1-1，2018-03-27 
3) 布川 博士，青木 拓也，阿部 康一，佐藤 究，“難聴者向け生活音支援における専用ハード連携とその開発体制
の考察”，第 13回日本感性工学会春季大会予稿集，2018，TC1-2，2018-03-27 




















































職名： 講師 氏名： 佐藤究 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 


















2) 阿部 康一，布川 博士，佐藤 究，“難聴者向け生活音支援における腕時計型端末連携”，第 13回日本感性工学会
春季大会予稿集，2018，TC1-1，2018-03-27 
3) 布川 博士，青木 拓也，阿部 康一，佐藤 究，“難聴者向け生活音支援における専用ハード連携とその開発体制
の考察”，第 13回日本感性工学会春季大会予稿集，2018，TC1-2，2018-03-27 






























1） 情報処理学会 教育学習支援情報システム研究会 運営委員 





































































2) 山下圏, 佐藤究, 布川博士, “協調作曲システムにおけるアノテーション機能の拡張”, NICOGRAPH2017, P-14, 
2017-11-10 































• Faster R-CNN を用いた情景画像中の文字検出における様々な画像フィルタを利用した精度向上 





























1) 紺野良太, 小嶋和徳, 李時旭, 伊藤慶明: 音声中の検索語検出における Deep Neural Network の出力確率を用い
たリスコアリング手法の提案, 電子情報通信学会論文, Vol.J100-D, No.5, pp.595-604, 2017-5. 
2) 紺野良太, 小嶋和徳, 李時旭, 伊藤慶明: 音声中の検索語検出における Deep Neural Network の出力確率を用い




1) 齋藤武蔵, 小嶋和徳, 陳国躍, 伊藤慶明: 情景画像からの文字抽出における高周波情報を用いた背景領域削減, 
FIT2017 第 16回情報科学技術フォーラム, 第 3分冊, H-004, pp.191--192, 2017-9. 
2) 山崎佑磨, 小嶋和徳, 伊藤慶明: 検便検査における HSV特徴と SVMを用いた集落判別, FIT2017 第 16回情報科
学技術フォーラム, 第 3分冊, H-010, pp.209--210, 2017-9. 
3) Daisuke Kaneko, Kazunori Kojima, Kazuyo Tanaka, Shi-wook Lee, Yoshiaki Itoh: Constructing Acoustic 
Distances between Subwords and States Obtained from a Deep Neural Network for Spoken Term Detection, 
INTERSPEECH, Stockholm, Sweden, 2017-9. 
4) Masato Obara, Kazunori Kojima, Shi-wook Lee and Yoshiaki Itoh: Acceleration for Query-by-Example Using 
Posteriorgram of Deep Neural Network, 4 pages, Asia-Pacific Signal and Information Processing Association 
APSIPA, Kuala Lumpur, Malaysia, 2017-12. 
5) 清水嘉乃, 李時旭, 小嶋和徳, 伊藤慶明: 音声中の検索語検出における Paragraph Vector を用いたリスコアリ
ング手法, 日本音響学会秋季研究発表会, 2-Q-9, pp.145--148, 2017-9. 
6) 小原真人, 小嶋和徳, 伊藤慶明, 田中和世, 李時旭: 音声中の検索語検出における深層学習を用いた検索時間
削減方式, 日本音響学会春季研究発表会, 1-Q-8, pp.83--86, 2018-3. 
7) 丹治遥, 小嶋和徳, 李時旭, 南條浩輝, 伊藤慶明: 音声中の検索語検出における最上位候補を含む講演及びそ
の類似講演優先方式, 日本音響学会春季研究発表会, 2-Q-17, pp.185--186, 2018-3. 
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8) 李時旭, 田中和世, 伊藤慶明: 音声検索語検出の距離値における事後確率の統合, 日本音響学会春季研究発表
会, 2-Q-21, pp.197--198, 2018-3. 
9) 山崎佑磨, 小嶋和徳, 伊藤慶明: 検便検査における画像分割による有害菌判別の精度向上, 情報処理学会第 80
回全国大会, 2P-06, pp.2-255--256, 2018-3. 
10) 清水嘉乃, 李時旭, 小嶋和徳, 伊藤慶明: 音声中の検索語検出におけるドキュメント間類似度を利用したリス
コアリング方式, 情報処理学会第 80回全国大会, 5Q-08, pp.2-393--394, 2018-3. 
11) 千葉康汰, 伊藤慶明, 小嶋和徳: Kinect を用いたペナルティーキックの方向推定における重要特徴点の抽出, 
情報処理学会第 80回全国大会, 1R-01, pp.2-431--432, 2018-3. 
12) 齋藤武蔵, 小嶋和徳, 陳国躍, 伊藤慶明: 高周波情報を用いた検出文字増加と背景ノイズ削減による情景画像
からの文字抽出精度の向上, 情報処理学会第 80回全国大会, 2R-04, pp.2-455--456, 2018-3. 
(e) 研究費の獲得 
1) 文部科学省科学研究費 平成 27～29年 基盤研究 C 「DNN を用いた音声による音声の検索の高精度・高速・低
資源システムの実現」研究代表者として研究費 143万円 



























































職名： 講師 氏名： 小嶋和徳 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 










1) 紺野良太, 小嶋和徳, 李時旭, 伊藤慶明: 音声中の検索語検出における Deep Neural Network の出力確率を用い
たリスコアリング手法の提案, 電子情報通信学会論文, Vol.J100-D, No.5, pp.595-604, 2017-5. 
2) 紺野良太, 小嶋和徳, 李時旭, 伊藤慶明: 音声中の検索語検出における Deep Neural Network の出力確率を用い




1) 齋藤武蔵, 小嶋和徳, 陳国躍, 伊藤慶明: 情景画像からの文字抽出における高周波情報を用いた背景領域削減, 
FIT2017 第 16回情報科学技術フォーラム, 第 3分冊, H-004, pp.191--192, 2017-9. 
2) 山崎佑磨, 小嶋和徳, 伊藤慶明: 検便検査における HSV特徴と SVMを用いた集落判別, FIT2017 第 16回情報科
学技術フォーラム, 第 3分冊, H-010, pp.209--210, 2017-9. 
3) Daisuke Kaneko, Kazunori Kojima, Kazuyo Tanaka, Shi-wook Lee, Yoshiaki Itoh: Constructing Acoustic 
Distances between Subwords and States Obtained from a Deep Neural Network for Spoken Term Detection, 
INTERSPEECH, Stockholm, Sweden, 2017-9. 
4) Masato Obara, Kazunori Kojima, Shi-wook Lee and Yoshiaki Itoh: Acceleration for Query-by-Example Using 
Posteriorgram of Deep Neural Network, 4 pages, Asia-Pacific Signal and Information Processing Association 
APSIPA, Kuala Lumpur, Malaysia, 2017-12. 
5) 清水嘉乃, 李時旭, 小嶋和徳, 伊藤慶明: 音声中の検索語検出における Paragraph Vector を用いたリスコアリ
ング手法, 日本音響学会秋季研究発表会, 2-Q-9, pp.145--148, 2017-9. 
6) 小原真人, 小嶋和徳, 伊藤慶明, 田中和世, 李時旭: 音声中の検索語検出における深層学習を用いた検索時間
削減方式, 日本音響学会春季研究発表会, 1-Q-8, pp.83--86, 2018-3. 
7) 丹治遥, 小嶋和徳, 李時旭, 南條浩輝, 伊藤慶明: 音声中の検索語検出における最上位候補を含む講演及びそ
の類似講演優先方式, 日本音響学会春季研究発表会, 2-Q-17, pp.185--186, 2018-3. 
8) 山崎佑磨, 小嶋和徳, 伊藤慶明: 検便検査における画像分割による有害菌判別の精度向上, 情報処理学会第 80
回全国大会, 2P-06, pp.2-255--256, 2018-3. 




コアリング方式, 情報処理学会第 80回全国大会, 5Q-08, pp.2-393--394, 2018-3. 
10) 千葉康汰, 伊藤慶明, 小嶋和徳: Kinect を用いたペナルティーキックの方向推定における重要特徴点の抽出, 
情報処理学会第 80回全国大会, 1R-01, pp.2-431--432, 2018-3. 
11) 齋藤武蔵, 小嶋和徳, 陳国躍, 伊藤慶明: 高周波情報を用いた検出文字増加と背景ノイズ削減による情景画像


























1） 情報処理学会第 80回全国大会座長 





























































山本 愛香音 CNNを用いた少量データでの野鳥識別手法の検討 
本研究では，画像認識を用いた野鳥を識別する手法に関して，CNN を用いる手法について検
討する．また CNN では大量の学習データが必要であることから，様々あるデータ拡張手法の


































山崎 佑磨 検便検査における HSV特徴と SVMを用いた有害菌判別 
本研究では，全工程目視で行われている検便検査において，画像認識技術を用いて有害菌を
判別する手法について検討する．撮影した画像を小領域に分割し，分割した小領域ごとに HSV









1) 紺野良太, 小嶋和徳, 李時旭, 伊藤慶明: 音声中の検索語検出における Deep Neural Network の出力確率を用い
たリスコアリング手法の提案, 電子情報通信学会論文, Vol.J100-D, No.5, pp.595-604, 2017-5. 
2) 紺野良太, 小嶋和徳, 李時旭, 伊藤慶明: 音声中の検索語検出における Deep Neural Network の出力確率を用い
た音響距離構築方式, 電子情報通信学会論文, Vol.J100-D, No.8, pp.798-807, 2017-8. 
(e) 講座所属学生が各学会で登壇発表した実績一覧 
1) 齋藤武蔵, 小嶋和徳, 陳国躍, 伊藤慶明: 情景画像からの文字抽出における高周波情報を用いた背景領域削減, 
FIT2017 第 16回情報科学技術フォーラム, 第 3分冊, H-004, pp.191--192, 2017-9. 
2) 山崎佑磨, 小嶋和徳, 伊藤慶明: 検便検査における HSV特徴と SVMを用いた集落判別, FIT2017 第 16回情報科
学技術フォーラム, 第 3分冊, H-010, pp.209--210, 2017-9. 
3) Daisuke Kaneko, Kazunori Kojima, Kazuyo Tanaka, Shi-wook Lee, Yoshiaki Itoh: Constructing Acoustic 
Distances between Subwords and States Obtained from a Deep Neural Network for Spoken Term Detection, 
INTERSPEECH, Stockholm, Sweden, 2017-9. 
4) Masato Obara, Kazunori Kojima, Shi-wook Lee and Yoshiaki Itoh: Acceleration for Query-by-Example Using 
Posteriorgram of Deep Neural Network, 4 pages, Asia-Pacific Signal and Information Processing Association 
APSIPA, Kuala Lumpur, Malaysia, 2017-12. 
5) 清水嘉乃, 李時旭, 小嶋和徳, 伊藤慶明: 音声中の検索語検出における Paragraph Vector を用いたリスコアリ
ング手法, 日本音響学会秋季研究発表会, 2-Q-9, pp.145--148, 2017-9. 
6) 小原真人, 小嶋和徳, 伊藤慶明, 田中和世, 李時旭: 音声中の検索語検出における深層学習を用いた検索時間
削減方式, 日本音響学会春季研究発表会, 1-Q-8, pp.83--86, 2018-3. 
7) 丹治遥, 小嶋和徳, 李時旭, 南條浩輝, 伊藤慶明: 音声中の検索語検出における最上位候補を含む講演及びそ
の類似講演優先方式, 日本音響学会春季研究発表会, 2-Q-17, pp.185--186, 2018-3. 
8) 山崎佑磨, 小嶋和徳, 伊藤慶明: 検便検査における画像分割による有害菌判別の精度向上, 情報処理学会第 80
回全国大会, 2P-06, pp.2-255--256, 2018-3. 
9) 清水嘉乃, 李時旭, 小嶋和徳, 伊藤慶明: 音声中の検索語検出におけるドキュメント間類似度を利用したリス
コアリング方式, 情報処理学会第 80回全国大会, 5Q-08, pp.2-393--394, 2018-3. 
10) 千葉康汰, 伊藤慶明, 小嶋和徳: Kinect を用いたペナルティーキックの方向推定における重要特徴点の抽出, 
情報処理学会第 80回全国大会, 1R-01, pp.2-431--432, 2018-3. 
11) 齋藤武蔵, 小嶋和徳, 陳国躍, 伊藤慶明: 高周波情報を用いた検出文字増加と背景ノイズ削減による情景画像
からの文字抽出精度の向上, 情報処理学会第 80回全国大会, 2R-04, pp.2-455--456, 2018-3. 
(f) 学生が単独で受けた受賞や表彰一覧 
1) 清水嘉乃, 情報処理学会第 80 回全国大会, 学生奨励賞, 音声中の検索語検出におけるドキュメント間類似度を
利用したリスコアリング方式, 2018年 3月 14日. 




















Goutam Chakraborty，馬淵 浩司，松原 雅文 
(d) 研究テーマ 
• 個人の嗜好に合わせたツイートキュレーション手法の提案 
• 簡易的センサーを用いた PWV 測定 
• 建造物内における超音波センサを用いたドローンの自己位置推定法の提案 




























1) T. Kamiyama, Goutam Chakraborty,“Real-time Anomaly Detection of Continuously Monitored Periodic 
Bio-signals like ECG,” Springer Lecture Notes on AI, 10091, pp: 418-427, 2017. 
2) Goutam Chakraborty, Zong Han Wu, “Analysis of Time-Series Eye-Tracking Data to Classify and Quantify 
Reading Ability,” Springer, Advances in Time Series Analysis and Forecasting, Vol 439384, June, 2017. 
3) Goutam Chakraborty, L. C. Cheng, L. S. Chen, and Cedric Bornand, “Selecting Important Features Related 
to Efficacy of Mobile Advertisements (using Eye-tracking data),”Lecture Notes on AI 10191, Springer, 
pp: 728-737, 2017. 
4) Meng-Ru Lin and Goutam Chakraborty, “A Study of Crucial Factors for In-App Purchase of Game Software,” 
Lecture Notes on AI 10247, Springer, pp: 1-12, 2017. 
5) Chayanon Sub-R pa, Goutam Chakraborty, “Route Recommendation System to Support Multiple Destinations 
and Multiple Routes to Minimize Road Congestion,” International Journal of Communication Networks and 
Distributed Systems(IJCNDS), Vol. 19, No. 4, 2017. 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文，国際会議プロシーディング，ワークショップ等） 
1) Goutam Chakraborty, T. Kamiyama, Hideyuki Takahashi, Tetsuo Kinoshita, "An Effcient Anomaly Detection 
in Quasi Periodic Time-series Data - A Case Study with ECG," International work-conference on Time Series, 
September, 2017, Spain. 
2) Goutam Chakraborty, Naoki Sato, “A Reliable Graph Clustering Method Using Genetic Algorithm,” 
International Symposium on Nonlinear Theory and Applications, Cancun, Mexico, December, 2017. 
3) Sayan Sen Sarma, Koushik Sinha, Goutam Chakraborty, Bhabani P. Sinha, “Reduction of Congestion in a 
Manhattan Grid Road Network by Detouring of Vehicles,” IEEE International Conference on Advanced 
Networks and Telecommunications Systems, December, India. 
4) Goutam Chakraborty, Tsai Tzung Lin, “A URL Address Aware Classification of Malicious Websites for Online 
Security during Web-surfing,” IEEE International Conference on Advanced Networks and Telecommunications 




5) Weilun Wang, Goutam Chakraborty, “Probes Minimization Still Maintaining High Accuracy to Classify Target 
Stimuli P300,” IEEE International Conference on Awareness Science and Technology, November, 2017, 
Taiwan. 
6) Yu-Ching Lu, Goutam Chakraborty, Tzu-Chuen Lu, “Hidden Content Quality Aware Stego-Image Hiding Method 
using Re-Encoding Strategy,” IEEE International Conference on Awareness Science and Technology, 
November, 2017, Taiwan. 
7) Cedric Bornand, et. al. Goutam Chakraborty, “A User Aware Interface for Seclusion Rooms,” IEEE 
International Conference on Awareness Science and Technology, November, 2017, Taiwan. 
8) Weilun Wang, Horie Shigeki, Goutam Chakraborty, “Minimizing the Number of Probes and Maximizing 
Classification Performance for P300 BCI speller," International work-conference on Time Series, 
September, 2017, Granada, Spain. 
9) Chayanon-Sub R pa, Goutam Chakraborty, “Optimum Route Recommendation System to Escape Disaster 
Environment,” Proceedings of Recent Advances in Information and Communication Technology (IC2IT), 
Advances in Intelligent Systems and Computing 566, Springer, July, 2017. 
10) Sayan Sen Sarma, Koushik Sinha, Goutam Chakraborty and Bhabani Sinha, “A Distributed Optimal 
Routing-Time Algorithm for Traffic Dissemination in Manhattan Networks,” ACM Symposium on Applied 
Computing 2017, pp: 499-505, April, 2017. 
(d) 研究発表等（査読なしの論文等） 
1) 渡辺紀文，松原雅文，Goutam Chakraborty，馬淵浩司, ”携帯端末における状況に即した返信文候補提示手法の
提案”, 平成 29年度電気関係学会東北支部連合大会, 1F06, August 2017. 
2) 松原雅文，長谷川貴史，Chakraborty Goutam，馬淵浩司, ”word2vec を用いた単語翻訳手法の提案”, 平成 29
年度電気関係学会東北支部連合大会, 1F08, August 2017. 
3) 阿部慎吾，松原雅文，Goutam Chakraborty，馬淵浩司, ”Twitterを利用したキュレーション手法の提案”, 平
成 29年度電気関係学会東北支部連合大会, 1F10, August 2017. 
4) 阿部寛之，松原雅文，Goutam Chakraborty，馬淵浩司, ”LDAを利用した Web 検索結果クラスタリング手法の有
効性について”, 平成 29年度電気関係学会東北支部連合大会, 1F11, August 2017. 
5) 阿部寛之，松原雅文，Cahakraborty Gouatam，馬淵浩司, ”情報検索における Conditional VAE を用いた要約
文生成手法の有効性について”, 情報処理学会 第 80 回全国大会, 2T-03, 早稲田大学 西早稲田キャンパス, 
March 2018. 
6) 渡辺紀文，松原雅文，Chakraborty Goutam，馬淵浩司, ”How型質問文に対する返信文候補提示手法の有効性に




























1) 二週間の特別講義 - 期間: 8月 28日から 9月 8日まで，題名: From Data to Knowledge: State-of-the-Art Tools 




1) Key-note address: International Conference on Advance Information Technology, Taiwan, April, 2017.   
Title: A Top Down Approach to Time-series analysis – Two Case Studies with bio-signals EEG and ECG  
2) Panel Talk： “What is Important – Problem Solving or Deciphering Human Intelligence?” International 
Conference on Intelligent Information and Database, April, 2017, Kanazawa, Japan.  
3) IEEE Education Lecture：”A Top Down Approach to Time-series analysis with bio-signals,” 2017.  
 
Contribution to Scientific Community  
1) Organized Special Session on “Intelligent and Contextual Systems” in the 10th Asian Conference on 
Intelligent Information and Database Systems 19-21 March 2018, Dong Hoi City, Vietnam. 
2) Organized “Human Awareness Computing: Computational Awareness” in the IEEE SMC 2018, Miyazaki, Japan. 
3) IEEE International Conference on Computational Awareness and Technology, 2017 - Steering Chair 
4) Organized special session, “Disaster Awareness Communication Networks, Systems and Applications,” in 
the IEEE International Conference on Computational Awareness and Technology, 2017. 
5) Organized Special session on, “Dimensionality reduction and Similarity measures for Time    
    series data analysis,” in International work-conference on Time Series, September, 2017,  
    Granada, Spain. 
6) ICCST 2017 PC member. The Fourth International Conference on Computational Science  
    and Technology, KuaLulumput, Malaysia. 29-30 Nov, 2017. 
7) IEEE COMSOC ADVANCED NETWORKS & TELECOMMUNICATION SYSTEMS (ANTS 2017) Ph.D. Forum Chair, 17-20 December, 




8) Program committee member – International Conference on Sensor Technology (ICST 2017)  2017.  
9) Program chair -FITAT International Conference of Frontiers of Information Technology, Application and 
Tools, Ulan Bata, Mongolia, August, 2017, 
Membership 
a) IEEE senior member, 
b) IEEE Society membership: IEEE SMCS, IEEE CIS, IEEE VTS, IEEE COMSOC; 
c) ACM Senior Member, ACM life member 
IEEE Society Services 
a) IEEE SMC (system, man, Cybernatics) Society, Steering Chair of the Technical committee of Awareness 
Computing. http://www.ieeesmc.org/technicalcommittess/tc_ac.html 
b) IEEE SMC (system, man, Cybernatics) Society, Member of the Technical committee of Soft Computing. 
http://www.ieeesmc.org/technicalcommittess/tc_ac.html 
c) IEEE CIS (computational intelligence society) Awareness Computing Task Force steering committee member, 
Neural Network Technical Committee member http://cis.ieee.org/neural-networks-tc.html 
Journal editor 
a) Steering Committee member, IEEE tran. On affective computing, 
http://www.computer.org/portal/web/tac/edboard;jsessionid=8ca74403b4cb0e06edc10bcbd78f 
b) Editor: Journal of intelligent sensors, 
c) Editor: Computer Science and Information System, A Technical Transaction of Cracow Uni. of Technology, 
Poland. 
JOURNAL and conference PAPER Review 





The research work done during the year 2017 are the following: 
(1) Clustering of multivariate time series - experiments with EEG signals towards identifying P300 event 
related potential. 
(2) Collection and analysis of electro encephalogram signals, and their analysis with a goal to design an 
efficient and accurate individualistic BCI system. 
(3) Analysis of pulse data collected by Photoplethysmography sensors placed at arm and knee, and calculate 
Pulse Wave Velocity. The system is a cheaper and smaller implementation of what is used in hospitals. 
(3) Intelligent Navigation and optimum traffic distribution - for minimum time of trave in case of emergency 
like tsunami. The algorithm could be used in packet distribution, of packet switched network. 
(4) Clustering of small world network graphs, and finding the central nodes in different clusters.  
(5) Using Recurrent Neural Networks to create music, combining pieces from different instruments. 
List of published works during year 2017 are given below. For details of the publications please visit my 
web-site publication list at: 
http://www.chishiki.soft.iwate-pu.ac.jp/~goutam/ 




職名： 准教授 氏名： 馬淵 浩司 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 














1) 渡辺紀文，松原雅文，Goutam Chakraborty，馬淵浩司, ”携帯端末における状況に即した返信文候補提示手法の
提案”, 平成 29年度電気関係学会東北支部連合大会, 1F06, August 2017. 
2) 松原雅文，長谷川貴史，Chakraborty Goutam，馬淵浩司, ”word2vec を用いた単語翻訳手法の提案”, 平成 29
年度電気関係学会東北支部連合大会, 1F08, August 2017. 
3) 阿部慎吾，松原雅文，Goutam Chakraborty，馬淵浩司, ”Twitterを利用したキュレーション手法の提案”, 平
成 29年度電気関係学会東北支部連合大会, 1F10, August 2017. 
4) 阿部寛之，松原雅文，Goutam Chakraborty，馬淵浩司, ”LDAを利用した Web 検索結果クラスタリング手法の有
効性について”, 平成 29年度電気関係学会東北支部連合大会, 1F11, August 2017. 
5) 阿部寛之，松原雅文，Cahakraborty Gouatam，馬淵浩司, ”情報検索における Conditional VAE を用いた要約
文生成手法の有効性について”, 情報処理学会 第 80 回全国大会, 2T-03, 早稲田大学 西早稲田キャンパス, 
March 2018. 
6) 渡辺紀文，松原雅文，Chakraborty Goutam，馬淵浩司, ”How型質問文に対する返信文候補提示手法の有効性に























1) 一般社団法人 日本ドローン協会 理事補佐 
(c) 一般教育 
1) 出前講義 岩手県立金ヶ崎高等学校(2017年 9月) 






















ドローンが着陸する際に撮影した画像から Faster R-CNN による一般物体 
検出を行い，着陸地点の安全性を確認した． 
 


















1) Masafumi Matsuhara, "Effectiveness of Ambiguity-aware Web Search Algorithm for Mobile Phone", 
International Journal of New Technology and Research (IJNTR), ISSN:2454-4116, Volume-4, Issue-3, Pages 




1) 渡辺紀文，松原雅文，Goutam Chakraborty，馬淵浩司, ”携帯端末における状況に即した返信文候補提示手法の
提案”, 平成 29年度電気関係学会東北支部連合大会, 1F06, August 2017. 
2) 松原雅文，長谷川貴史，Chakraborty Goutam，馬淵浩司, ”word2vec を用いた単語翻訳手法の提案”, 平成 29
年度電気関係学会東北支部連合大会, 1F08, August 2017. 
3) 阿部慎吾，松原雅文，Goutam Chakraborty，馬淵浩司, ”Twitterを利用したキュレーション手法の提案”, 平
成 29年度電気関係学会東北支部連合大会, 1F10, August 2017. 
4) 阿部寛之，松原雅文，Goutam Chakraborty，馬淵浩司, ”LDAを利用した Web 検索結果クラスタリング手法の有
効性について”, 平成 29年度電気関係学会東北支部連合大会, 1F11, August 2017. 
5) 阿部寛之，松原雅文，Cahakraborty Gouatam，馬淵浩司, ”情報検索における Conditional VAE を用いた要約
文生成手法の有効性について”, 情報処理学会 第 80 回全国大会, 2T-03, 早稲田大学 西早稲田キャンパス, 
March 2018. 
6) 渡辺紀文，松原雅文，Chakraborty Goutam，馬淵浩司, ”How型質問文に対する返信文候補提示手法の有効性に
ついて”, 情報処理学会 第 80回全国大会, 7Q-06, 早稲田大学 西早稲田キャンパス, March 2018. 
(e) 研究費の獲得 
1) 科学研究費補助金，基盤研究(C)「画面を注視せずに少数キーでの入力が可能な携帯端末向けＷｅｂ検索手法」
































We have proposed a fast Web search method for mobile terminals such as mobile phones. We need to input some 
terms for Web searching usually. A full QWERTY keyboard is used for input of terms. It is not easy to press 
the intended key because the key size is small on a mobile phone. Moreover, a user needs to press a few 
keys per Kana character since one Kana character generally consists of a few alphabets in Japanese. A flick 
input method has been developed and is used for input of Kana-characters on a touch panel of a smart phone. 
Because the method needs only about 12 keys, the key size is larger than a full QWERTY keyboard. However, 
the flick operation is not easy. In our proposed method, a user is able to easily input terms because our 
proposed method needs only one keystroke per character using only 12 keys without flick operations. 
Character-strings inputted by the user are ambiguous because each string corresponds to not only the intended 
term but also other terms. However, the ambiguous strings are not translated into the intended terms in 
our proposed method. The system based on our proposed method directly searches Web pages by the ambiguous 
strings and outputs the searched result based on co-occurrence. Thus, we are able to find the intended Web 
page on a mobile phone rapidly and easily. In the result of the evaluation experiment, the Web search accuracy 
was 80[%] and the system was able to search Web pages by the correct terms at 90[%]. It was proved that 
our proposed method was effective for mobile terminals.  





























岡本 晨福 Twitterにおける Naive Bayes法を用いた性格推定技法の提案 
近年，就職活動や教育・指導などの数多くの場面で性格推定技法が利用されているが，診断を
行う際には経済的，時間的コストがかかってしまう．よって本研究では，個々人の性格や嗜好，
行動傾向などが顕著に表れやすく，その他の SNS よりアクティブ率の高い Twitter から情報を
















































There is a technique about hiding secret data and information into a digital media. 
We won't even notice when light gets little dimmer or brighter. So, we can hide the secrets 
into images by properly adapting their pixel values because pixel values in images allow 
of slight errors. In 2014, Chang et al. proposed a novel concept, named the turtle shell 
matrix, to embed secret data. This scheme has obvious advantages with respect to its hiding 
capacity and image quality. However, they hide 3 bits in one pixel pair. In order to 
increase the capacity, we proposed a novel function to generate the dual reference matrix. 
In this Method, we encoded pixels in the secret image by re-encoding strategy. The 
experiment result shows that the PSNR value is high, irrespective of the secret images 




1) T. Kamiyama, Goutam Chakraborty,“Real-time Anomaly Detection of Continuously Monitored Periodic 
Bio-signals like ECG,” Springer Lecture Notes on AI, 10091, pp: 418-427, 2017. 
2) Meng-Ru Lin and Goutam Chakraborty, “A Study of Crucial Factors for In-App Purchase of Game Software,” 
Lecture Notes on AI 10247, Springer, pp: 1-12, 2017. 
3) Chayanon Sub-R pa, Goutam Chakraborty, “Route Recommendation System to Support Multiple Destinations 
and Multiple Routes to Minimize Road Congestion,” International Journal of Communication Networks and 
Distributed Systems(IJCNDS), Vol. 19, No. 4, 2017. 
(e) 講座所属学生が各学会で登壇発表した実績一覧 
1) Weilun Wang, Goutam Chakraborty, “Probes Minimization Still Maintaining High Accuracy to Classify Target 
Journal of Faculty of Software and Information Sience 2017 
224 
 
Stimuli P300,” IEEE International Conference on Awareness Science and Technology, November, 2017, 
Taiwan. 
2) Yu-Ching Lu, Goutam Chakraborty, Tzu-Chuen Lu, “Hidden Content Quality Aware Stego-Image Hiding Method 
using Re-Encoding Strategy,” IEEE International Conference on Awareness Science and Technology, 
November, 2017, Taiwan. 
3) Weilun Wang, Horie Shigeki, Goutam Chakraborty, “Minimizing the Number of Probes and Maximizing 
Classification Performance for P300 BCI speller," International work-conference on Time Series, 
September, 2017, Granada, Spain. 
4) Chayanon-Sub R pa, Goutam Chakraborty, “Optimum Route Recommendation System to Escape Disaster 
Environment,” Proceedings of Recent Advances in Information and Communication Technology (IC2IT), 
Advances in Intelligent Systems and Computing 566, Springer, July, 2017. 
5) 渡辺紀文，松原雅文，Goutam Chakraborty，馬淵浩司, ”携帯端末における状況に即した返信文候補提示手法の
提案”, 平成 29年度電気関係学会東北支部連合大会, 1F06, August 2017. 
6) 阿部慎吾，松原雅文，Goutam Chakraborty，馬淵浩司, ”Twitterを利用したキュレーション手法の提案”, 平
成 29年度電気関係学会東北支部連合大会, 1F10, August 2017. 
7) 阿部寛之，松原雅文，Goutam Chakraborty，馬淵浩司, ”LDAを利用した Web 検索結果クラスタリング手法の有
効性について”, 平成 29年度電気関係学会東北支部連合大会, 1F11, August 2017. 
8) 阿部寛之，松原雅文，Cahakraborty Gouatam，馬淵浩司, ”情報検索における Conditional VAE を用いた要約
文生成手法の有効性について”, 情報処理学会 第 80 回全国大会, 2T-03, 早稲田大学 西早稲田キャンパス, 
March 2018. 
9) 渡辺紀文，松原雅文，Chakraborty Goutam，馬淵浩司, ”How型質問文に対する返信文候補提示手法の有効性に
ついて”, 情報処理学会 第 80回全国大会, 7Q-06, 早稲田大学 西早稲田キャンパス, March 2018. 
(f) 学生が単独で受けた受賞や表彰一覧 
1) 渡辺紀文，情報処理学会東北支部，学生奨励賞，携帯端末における状況に即した返信文候補提示手法の提案，平





1) Invited talk on 26th June, 2017. 
Title of the Talk: Application of Information Technology on Eldergarten 
2) Invited talk on 14th September, 2017. 
Title of the Talk: Frame-based Sparse Analysis and Synthesis Representations for Signals 
3) Invited talk on 19th October, 2017. 
Title of the Talk: Innovative Applications of IoT and Big Data 
 
 
























• Reasoning aspects on VDS: Virtual Doctor System: for Mental Health analysis in Natural Disasters 
• メンタルクローニングを用いた高齢化社会における交通事故防止システムの構築に関する研究 
• Granules of Services in Cloud Semantics based on Knowledge Acquisition from Big Data 
“bigdata@people.in.clouds”  



















1) New Trends in Intelligent Software Methodologies Tools and Techniques,   
Hamido Fujita, Ali Selamat, Sigeru Omatu (Editors), Sept. 2017 ISBN:  
978-1-61499-799-3  http://ebooks.iospress.nl/ISBN/978-1-61499-800-6  
(b) 査読ありの論文誌に掲載された論文 
1) Zhinan Hao, Zeshui Xu, Hua Zhao, Hamido Fujita, “A Dynamic Weight Determination Approach Based on the 
Intuitionistic Fuzzy Bayesian Network and Its Application to Emergency Decision Making,”  IEEE 
Transaction on Fuzzy Systems, Vol. 99, 2017 https://doi.org/10.1109/TFUZZ.2017.2755001  
2) Nicola Capuano, Francisco Chiclana, Hamido Fujita, Enrique Herrera-Viedma, Vincenzo Loia, "Fuzzy Group 
Decision Making with Incomplete Information Guided by Social Influence", IEEE Transaction on Fuzzy 
Systems, Vol. 99, 2017 (in press) https://doi.org/10.1109/TFUZZ.2017.2744605 
3) Unil Yun, Donggyu Kim, Eunchul Yoon, Hamido Fujita, “Damped Window based High Average Utility Pattern 
Mining over data streams” Knowledge-Based Systems, Volume 144, 15 March 2018, Pages 188-205 
http://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S095070511730607X 
4) Wensheng Gan, Jerry Chun-Wei Lin, Philippe Fournier-Viger, Han-Chieh Chao, Hamido Fujita “Extracting 
Non-redundant Correlated Purchase Behaviors by Utility Measure,” Knowledge-Based Systems, Volume 143, 
1 March 2018, Pages 30-41 http://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S0950705117305750 
5) Lei Zhou, Xianhua Wu, Zeshui Xu, Hamido Fujita, “Emergency Decision Making for Natural Disasters: An 
Overview"  J. Disaster Risk Reduction ， Volume 27, March 2018, Pages 567-576  
http://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S2212420917302789 
6) Chuan Luo, Tianrui Li, Hongmei Chen, Hamido Fujita, Zhang Yi, "Incremental rough set approach for 
hierarchical multicriteria classification", Information Sciences, Volume 429, March 2018, Pages 72–87. 
https://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S0020025517310691 
7) U. Raghavendra, Hamido Fujita, Anjan Gudigar , Ranjan Shetty, N.Krishnananda, Umesh Pai, Jyothi Samanth, 
U. Rajendra Acharya "Automated technique for coronary artery disease characterization and classification 
using DD-DTDWT in ultrasound images", J. Biomedical Signal Processing and Control , Volume 40, February 
2018, Pages 324-334. http://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S1746809417302392  
8) U Rajendra Acharya, Hamido Fujita, Shu Lih Oh, U Raghavendra, Jen Hong Tan, Muhammad Adam, Arkadiusz 
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Gertych, Yuki Hagiwara, “Automated identification of shockable and non-shockable life-threatening 
ventricular arrhythmias using convolutional neural network”, Future Generation Computer Systems, Volume 
79, Part 3, February 2018, Pages 952-959 
http://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S0167739X17315248 
9) Yu-Chien Ko, and Hamido Fujita, “Evidential Probability of signals on price herds predictions: Case 
study on solar energy companies”, International Journal of Approximate Reasoning, Volume 92, January 
2018, Pages 255-269 http://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S0888613X1730213X  
10) Jie Sun, Jie Lang, Hamido Fujita, Hui Li, “Imbalanced Enterprise Credit Evaluation with DTE-SBD: Decision 
Tree Ensemble Based on SMOTE and Bagging with Differentiated Sampling Rates”, Information Sciences, 
Volume 425, January 2018, Pages 76-91 
http://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S0020025517310083 
11) Le Hoang Son, Tran Manh Tuan, Hamido Fujita, Nilanjan Dey, Amira S. Ashour, Vo Truong Nhu Ngoc, Le Quynh 
Anhf , Dinh-Toi Chu, “Dental diagnosis from X-Ray images: An expert system based on fuzzy computing”, 
Biomedical Signal Processing and Control, Volume 39, January 2018, Pages 64–73 
http://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S1746809417301374 
12) Jen Hong Tan, Hamido Fujita, Sobha Sivaprasa, Sulatha V. Bhandary, A. Krishna Rao Kuang Chua Chua, U. 
Rajendra Acharya  “Automated Segmentation of Exudates, Haemorrhages, Microaneurysms using Single 
Convolutional Neural Network” information Sciences, Volume 420, December 2017, Pages 66-76. 
http://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S0020025517308927  
13) U. Rajendra Achara, Hamido Fujita, Oh Shu Lih, Yuki Hagiwara, Jen Hong Tan, Muhammad Adam, "Application 
of Deep Convolutional Neural Network for Automated Detection of Myocardial Infarction Using ECG Signals" 
Information Sciences, Volumes 415–416, November 2017, Pages 190–198 
http://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S0020025517308009  
14) Xin Yang, Tianrui Li, Hamido Fujita, Dun Liu, Yiyu Yao, "A unified model of sequential three-way decisions 
and multilevel incremental processing" Knowledge-Based Systems, Volume 134, 15 October 2017, Pages 
172-188 http://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S0950705117303532 
15) Yunge Jing, Tianrui Li, Hamido Fujita, Zeng Yu, Bin Wang, “An incremental attribute reduction approach 
based on knowledge granularity with a multi-granulation view” Information Sciences, Volume 411, October 
2017, Pages 23-38.  http://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S0020025516308775  
16) Van Cuong Tran, Ngoc Thanh Nguyen, Hamido Fujita, Dinh Tuyen Hoang, Dosam Hwang, "A combination of active 
learning and self-learning for named entity recognition on Twitter using conditional random fields", 
Knowledge-Based Systems, Volume 132, 15 September 2017, Pages 179-187 
http://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S0950705117303040  
17) U Rajendra Acharya, Hamido Fujita, Vidya K Sudarshan, Oh Shu Lih, Muhammad Adam, Tan Jen Hong, Koo Jie 
Hui, Arihant Jain, Lim Choo Min, Chua Kuang Chua, “Automated characterization of coronary artery disease, 
myocardial infarction, and congestive heart failure using contourlet and shearlet transforms of 
electrocardiogram signal” Knowledge-Based Systems, Volume 132, 15 September 2017, Pages 156-166, 
http://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S0950705117303064  
18) Jie Hu, Tianrui Li, Chuan Luo, Hamido Fujita, Yan Yang, “Incremental fuzzy cluster ensemble learning 





19) U. Rajendra Acharya, Hamido Fujita, Oh Shu Lih, Muhammad Adam, Jen Hong Tan, Chua Kuang Chua, “Automated 
Detection of Coronary Artery Disease Using Different Durations of ECG Segments with Convolutional Neural 
Network, “  Knowledge-Based Systems, Volume 132, 15 September 2017, Pages 62-71, 
http://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S0950705117302769  
20) Thabit Sabbah, Ali Selamat, Md Hafiz Selamat, Fawaz S. Al-Anzi, Enrique Herrera Viedma, f, Ondrej 
Krejcarg, Hamido Fujita, “Modified Frequency-Based Term Weighting Schemes for Text Classification, 
applied soft computing, Volume 58, September 2017, Pages 193 – 206 
https://doi.org/10.1016/j.asoc.2017.04.069  
21) U. Rajendra Acharya, Hamido Fujita, Oh Shu Lih, Yuki Hagiwara, Jen Hong Tana, Muhammad Adam “Automated 
Detection of Arrhythmias Using Different Intervals of Tachycardia ECG Segments with Convolutional Neural 
Network ”  Information Sciences, Volume 405, September 2017, Pages 81 – 90 
http://doi.org/10.1016/j.ins.2017.04.012  
22) Ligang Zhou, Hamido Fujita, “Posterior probability based ensemble strategy using optimizing decision 
directed acyclic graph for multi-class classification”  Information Science, Volumes 400–401, August 
2017, Pages 142–156 http://dx.doi.org/10.1016/j.ins.2017.02.059  
23) Yufei Chen, Xiaodon Yue, Hamido Fujita, Siyuan Fu, “Three-way decision support for diagnosis on focal 
liver lesions ”  Knowledge-Based Systems, Volume 127, 1 July 2017, Pages 85 – 99 
https://doi.org/10.1016/j.knosys.2017.04.008 
24) Ligang Zhou, Yain-Whar Si, Hamido Fujita, "Predicting the listing statuses of Chinese-listed companies 
using decision trees combined with an improved filter feature selection method, Knowledge-Based Systems, 
Volume 128, 15 July 2017, Pages 93–101 
http://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S0950705117302046  
25) Unil Yun, Heungmo Ryang, Gangin Lee, Hamido Fujita "An efficient algorithm for mining high utility 
patterns from incremental databases with one database scan”  Knowledge-Based Systems, Volume 124, May 
2017 pp.188-206, http://dx.doi.org/10.1016/j.knosys.2017.03.016  
26) Orestes Appel, Francisco Chiclana, Jenny Carter, Hamido Fujita “Cross-ratio uninorms as an effective 
aggregation mechanism in Sentiment Analysis”, Knowledge-Based Systems, Volume 124, May 2017 pp.16-22, 
http://dx.doi.org/10.1016/j.knosys.2017.02.028  
27) Yanyong Huang, Tianrui Li, Chuan Luo, Hamido Fujita, Shi-jinn Horng,” Dynamic Variable Precision Rough 
Set Approach for Probabilistic Set-valued Information Systems”, Knowledge-Based Systems, Volume 122, 
15 April 2017, Pages 131–147, http://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S0950705117300618  
28) Orestes Appel, Francisco Chiclana, Jenny Carter, Hamido Fujita, “A Consensus Approach to the Sentiment 
Analysis Problem Driven by Support-Based IOWA Majority, International Journal of Intelligent Systems, 
2017  http://dx.doi.org/10.1002/int.21878  
29) Jian Wu, Francisco Chiclana, Hamido Fujita, Enrique Herrera-Viedma, “A visual interaction consensus 
model for social network group decision making with trust propagation”, Knowledge-Based Systems, Volume 
122, 15 April 2017, Pages 39–50 http://dx.doi.org/10.1016/j.knosys.2017.01.031  
30) Mengqi Pei, Xing Wu, Yike Guo, Hamido Fujita, "Small Bowel Motility Assessment based on Fully 
Convolutional Networks and Long Short-Term Memory" Knowledge-Based Systems, Volume 121, 1 April 2017, 
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Pages 163–172 http://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S0950705117300369 
31) U. Raghavendra, U. Rajendra Acharya, Anjan Gudigar, Jen Hong Tan, Hamido Fujita, Yuki Hagiwara, Filippo 
Molinari, Pailin Kongmebhol, Kwan Hoong Ng“ Fusion of spatial gray level dependency and fractal texture 
features for the characterization of thyroid lesions”, Ultrasonics, Volume 77, May 2017, Pages 110–120, 
http://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S0041624X17301014  
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文，国際会議プロシーディング，ワークショップ等） 
1) Raquel Ureña, Francisco Chiclana, Hamido Fujita, Enrique Herrera-Viedma, “Confidence Based Consensus 
in Environments with High Uncertainty and Incomplete Information,” pp.176-189, Frontiers in Artificial 
Intelligence and Applications, Sept, 2017, http://ebooks.iospress.nl/volumearticle/47562  
2) Péter Piros, Rita Fleiner, Tamás Ferenci, Péter Andréka, Hamido Fujita, Péter Ofner, Levente Kovács, 
András Jánosi. "An Overview of Myocardial Infarction Registries and Results from the Hungarian Myocardial 
Infarction Registry”, Frontiers in Artificial Intelligence and Applications, Sept,  pp.310-320, 
http://ebooks.iospress.nl/volumearticle/47574  
3) Gajo Petrović, Hamido Fujita, Deep Correct: Deep Learning Color Correction for Color Blindness" pp824 
– 834, Doi: 10.3233/978-1-61499-800-6-824,  Series Frontiers in Artificial Intelligence and 
Applications, Volume 297: New Trends in Intelligent Software Methodologies, Tools and Techniques 
http://ebooks.iospress.nl/volumearticle/47619  
4) Hamido Fujita, U. Raghavendra, Anjan Gudigar, Vinoy Vishnu Vadakkepat, U. Rajendra Acharya, "Automated 
Characterization of Breast Cancer Using Steerable Filters"  pp.321 – 327, DOI: 
10.3233/978-1-61499-800-6-321, Frontiers in Artificial Intelligence and Applications, Volume 297: June 
2017, New Trends in Intelligent Software Methodologies, Tools and Techniques, 
http://ebooks.iospress.nl/volumearticle/47575 
(d) 研究発表等（査読なしの論文等） 
1) 林俊孝，藤田ハミド，槫松理樹，羽倉淳，Word Embeddings による特徴ベクトルを用いた文単位の評判分析，情





2) ＮＩＣＴ国際交流, 国際研究集会: SoMeT 2017 (New Software Methodologies, Tools and Techniques) 配分額： 






















2) ISD 社研究開発指導員 
3) SANGIKYO 社開発指導員等 
4) Evaluation Committee member of ANVUR (the Italian National Agency for the Evaluation of Universities 
and Research Institutions), https://abilitazione.cineca.it/ocse/ 




1） SANGIKYO 社開発指導員等 
(e) 学会などにおける活動 
1) Editor-in-Chief The Journal of Knowledge Based Systems (Elsevier) impact factor 3.58  
2) Co-Editor-in-Chief, the journal of Applied Intelligence, Springer 
http://www.springer.com/computer/ai/journal/10489/PSE?detailsPage=editorialBoard  
3) Associate Editor, Journal of Information and Telecommunication(JIT), Taylor & Francis 
http://tandfonline.com/loi/tjit20  
4) Associate Editor of Journal of King Saud University(Elsevier) - Computer and Information Sciences 
https://www.journals.elsevier.com/journal-of-king-saud-university-computer-and-information-sciences  
5) Associate Editor of Journal of Journal of Ambient Intelligence and Humanized Computing, Springer 
http://www.springer.com/engineering/computational+intelligence+and+complexity/journal/12652/PSE?det
ailsPage=editorialBoard 
6) Advisory Board member of Doctoral School of Applied Informatics and Mathematics, Óbuda University, 
Budapest, Hungary http://irob.uni-obuda.hu/?q=en/content/members#international_advisory_committee   
7) Cyber medical System Technical committee member, IEEE-SMC  
http://www.ieeesmc.org/technical-activities/cybernetics/cyber-medical-systems 
8) Professor Hamido Fujita is Distinguished Invited Professor and consultant at Electronic & Computer 
Engineering Division of  Ngee Ann Polytechnic, Singapore November 2017 
9) Serve as elected as member of the of International advisory committee of Antal of intelligent robotics, 
http://irob.uni-obuda.hu/?q=en/content/members#international_advisory_committee 
10) Keynote speaker at the 2nd International Conference on Internet of Things, Big Data and Security, 
IoTBDS(2017) http://iotbds.org/?y=2017 and  7th International Conference on Cloud Computing 
“CLOSER2017” http://closer.scitevents.org/?y=2017  in Porto, Portugal April 24 to 26, 2017. For 
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interview go to: https://vimeo.com/232367150  
11) Visiting Professor at the Granada University, Granada Spain from May 26-June 1st, 2017, Invited by the 
Department of Computer Science and Artificial Intelligence, E.T.S. de Ingenierias Informatica y de 
Telecomunicaci, University of Granada, Granada SPAI 
12) Invited Professor by the Ruhr Institute for Software Technology(PALUNO), University of Duisburg-Essen 
(Germany) https://paluno.uni-due.de/en/the-institute/purpose/  From July 1st  to August 30th,  2017 
13) Keynote speaker for Korean Software Congress 2017: December 20, 2017. 
http://www.kiise.or.kr/conference/KSC/2017/  click on program 
14) He served as Steering Committee Chair of 2017 International Conference on Progress in Informatics and 
Computing, http://pic2017.njust.edu.cn/   
15) Keynote speaker at 16th Mexican International Conference on Artificial Intelligence, 
http://www.micai.org/2017/  October 23 to 28, Ensenada, Baja California, Mexico. 
16) General Chair  of The 16th SOMET_2017, 16th International Conference on Intelligent Software 
Methodologies Tools and Techniques, to be held in KitaKyushu, Japan, on 26~28, September 2017 
http://somet2017.iwate-pu.net/  
17) keynote Speaker at the IEEE 15thInternational Symposium on Intelligent Systems and Informatics (SISY 
2017) to be held on September 14-16, 2017 in Subotica, Serbiahttp://conf.uni-obuda.hu/sisy2017/ 
18) Distinguished speaker at mini Symposium 2017, “Recent Advanced in Intelligent Engineering, held on 
September 5, Obuda University, Budapest Hungry http://conf.uni-obuda.hu/minisymp2017/final.html 
19) Professor Fujita is keynote Speaker at The 13th International Conference on Intelligent Environments 
- IE'17, http://www.intenv.org/?q=conferences/ie17/   23~25, August 2017, Seoul, Korea 
20) keynote Speaker at 2017 International Conference on Green Informatics (ICGI) - ICGI 2017, 
http://fzuconf.com/GI/index.htm   15~17, August 2017, FuZhou, China 
21) Invited Professor by the Innovation Research Center of Obuda University, Budapest Hungry From April 1st 
to March 2018 
22) Invited to Harbin Institute of Technology (HIT), (Harbin Campus) March 14 to March 17, 2018, then invited 
by Harbin Institute of Technology, (Shenzhen Campus) March 17 to March 21, then invited by Sichuan 
University (Chengdu) March 21 to March 27.  
23) participating in Big Data Forum as speaker, on March 30~April 1st 2018, organized by Chongqing University 













職名： 准教授 氏名： 羽倉 淳 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
マイクロコンピュータ制御，専門英語 I，インターンシップ I，インターンシップ II, 知能システム総論（オムニバ
ス），キャリアデザイン II,学の世界入門，プロジェクト演習 I，プロジェクト演習 II，知能システム演習 I,知能シ
ステム演習 II，知能システムゼミ A，卒業研究・制作 A，知能システムゼミ B，卒業研究・制作 B 
(b) 研究科担当授業科目 















1) 林俊孝，藤田ハミド，槫松理樹，羽倉淳，Word Embeddings による特徴ベクトルを用いた文単位の評判分析，情
報処理学会第 80回全国大会，2018年 3月 
2) 市川尚 後藤裕介 松田浩一 羽倉淳，学年混成によるプロジェクト型学習の実践，第 4回 実践的 IT教育シン
































2) 計測自動制御学会，システムインテグレーション部門講演会 SI2017，セッションオーガナイザー 
3) 計測自動制御学会，システムインテグレーション部門講演会 SI2017，審査員 
4) The 16th International Conference on Intelligent Software Methodologies, Tools, and Techniques 












職名： 准教授 氏名： 槫松理樹 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
基礎教養入門，キャリア・デザイン I，ソフトウェア情報学総論（1/2 回），知能システム総論（1 回），知能システ






• キャリア教育を意識した授業課題の設定，出席問題としての SPIの実施 
• 博士前期課程および後期課程学生への研究指導補助（副指導教員） 
• 大連交通大の学生受け入れ 










1) 槫松理樹・吉田裕範・関義則，SOM と Autoencoder を用いた方言音声認識手法の提案，平成 29年度情報処理学
会東北支部研究会 ( 山形大学 )，2018年 3月 





能学会全国大会（第 31回），国内会議，2017年 05月 
5) 林俊孝，藤田ハミド，槫松理樹，羽倉淳，Word Embeddings による特徴ベクトルを用いた文単位の評判分析，情
報処理学会第 80回全国大会，2018年 3月 
(e) 研究費の獲得 
1) 文部科学省・基盤研究費（C）（一般），“ラフセット理論を活用した特許実務支援システムの構築”，研究代表者，
平成 27年から平成 29年，1,000,000円（平成 28年度分） 
2) 総務省・戦略的情報通信研究開発推進事業（SCOPE）地域 ICT振興型研究開発（フェーズ II），“多様な方言に対
応した音声認識システムの開発”，研究代表者，総額 7,330,000円（配分，200,000円） 
3) 岩手県平成 29年度地域イノベーション創出研究開発支援事業，“ディープラーニングを用いた半導体工場の真空




4) 株式会社ミクニとの共同研究，“知的財産情報の分類・蓄積の自動化に関わる研究”，受諾研究， 200,000円 


























6) 岩手県立久慈東高校「産業社会と人間」における講演，「大学・大卒者について 主に 4 年制・いくつかのデー
タも添えて」，平成 29年 9月 29日 













3) 国際会議査読 7 件（ SMC2016×5 件， IEEE 16th International Conference on Intelligent Software 
Methodologies, Tools and Techniques×2件） 
4) The 16th International Conference on Intelligent Software Methodologies, Tools, and Techniques 



















師あり学習手法の一つである DNN（Deep Neural Network）を用いる手法から，自己組織化マップ（Self-Organizing 
















② 上記①で取り出したデータ集合に対し，SOMまたは Autoencoderを適用し，モデルを作成する．SOM では，




















































を検出する手法を提案する．具体的には Naïve Bayes，SVM，k-NN を用いて二項分類器を生成し，
それを利用して BEC の検出を行う．有用性を評価するため，実際のビジネスメールを利用し検
証を行った． 
































下田優樹 Fuzzy TOPSIS と AHP を用いた推薦システムに関する研究 
近年ではファッションの複雑多様化により, 衣服の選択肢, 評価基準が多くなり, 適切な選択
が困難となった. 本研究では意思決定支援手法である AHP と Fuzzy TOPSIS を結合することで, 
アイテムの決定支援を行う. これにより, 従来よりもユーザの嗜好をより正確に 反映させる








矢幅光 Deep Forestを用いた Aspect Extraction に関する研究 
本論文では Deep Forestを用いた Aspect levelの Opinion miningを行う手法を提案する．Aspect 
levelでは，ラベル付きデータの不足が問題となっている．Deep Forestは小規模のタスクにお
















1) Gajo Petrović, Hamido Fujita, Deep Correct: Deep Learning Color Correction for Color Blindness" pp824 
– 834, Doi: 10.3233/978-1-61499-800-6-824,  Series Frontiers in Artificial Intelligence and 
Applications, Volume 297: New Trends in Intelligent Software Methodologies, Tools and Techniques 
http://ebooks.iospress.nl/volumearticle/47619 




報処理学会第 80回全国大会，2018年 3月 
(f) 学生が単独で受けた受賞や表彰一覧 
該当無し 








日時： 平成 30年 2月 1日（火）14:40～17:30 
場所： ソフトウェア情報学部 A棟４階講座サーバ室１０ 
講師： Prof. Okyay Kaynak, IEEE Fellow (UNESCO Chair on Mechatronics, Bogazici University, Istanbul, 
Turkey) 
演題： Science, Technology and Industry in 21st Century 
○講演２ 
日時： 平成 30年 2月 15日（木）14:30～17:50 
場所： ソフトウェア情報学部 A棟２階・201講義室 
講師 1： Dr. Filippo Cavallo（The BioRobotics? Institute Scuola Superiore Sant’Anna, Pisa） 
演題 1： Socially Acceptable BioRobotics? Systems for assisted living applications 
講師 2： Dr.Laura Fiorini（he BioRobotics? Institute Scuola Superiore Sant’Anna, Pisa,・研究員） 








































職名： 教授 氏名： Basabi Chakraborty 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
計算モデル論，専門英語 II，知能システム演習 I，知能システム演習 II，知能システム総論，ソフトウェア情報学
部総論，知能システムゼミ A，基礎教養入門，キャリアデザインＩ，学の世界入門，プロジェクト演習 I，プロジェ









1) Basabi Chakraborty and Sho Yoshida “Proposal of a New Similarity Measure for Time Series 
Classification”, In “Contributions to Statistics, Advances in Time series analysis and 
forecasting”, Springer International Publishing, ISSN: 1431-1968, September 2017.  
2) Atsushi Kawamura and Basabi Chakraborty, “A Comparative Study of Evolutionary Algorithms with a 
New Penalty Based Fitness Function for Feature Subset Selection”, Lecture Notes in Computer Science, 
Vol. 10191. pp. 738—747, Springer, Cham, 2017. 
(b) 査読ありの論文誌に掲載された論文 
1) Saptarsi Goswami, Amlan Chakrabarti and  Basabi Chakraborty, “An efficient feature selection technique 
for clustering based on a new measure of feature importance”, Journal of Intelligent and Fuzzy Systems , 
Vol. 32, No. 6, pp. 3847-3858, 2017 (published 23rd May, 2017) 
2) Saptarsi Goswami, Amit Das, Amlan Chakrabarti and Basabi Chakraborty, “A feature cluster taxonomy based 
feature selection technique, Expert System and Application'', Vol.79, Issue C, pp. 76-89, August, 2017. 
3) Amit Das, Saptarsi Goswami, Amlan Chakrabarti, and Basabi Chakraborty, “A new hybrid feature selection 
approach using Feature Association Map for supervised and unsupervised classification''. Expert Systems 
with Applications, Vol. 88(C), pp. 81-94, December, 2017. 
4) Saptarsi Goswami, Amit Kumar Das,Priyanka Guha, Arunabha Tarafdar, Sanjay Chakraborty, Amlan 
Chakrabarti, Basabi Chakraborty, “An approach of feature selection using graph-theoretic heuristic 
and hill climbing''  Pattern Analysis and  Applications,  (2017). 
https://doi.org/10.1007/s10044-017-0668-x 
5) Basabi Chakraborty and Atsushi Kawamura, A new penalty-based wrapper fitness function for feature subset 





6) Saptarsi Goswami, Amlan Chakrabarti, Basabi Chakraborty, “An empirical study of feature selection for 
classification using genetic algorithm”, International Journal of Advanced Intelligence Paradigms, 
Vol. 10, No. 3, pp. 305—326, 2018. 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文，国際会議プロシーディング，ワークショップ等） 
1) Atsushi Kawamura and Basabi Chakraborty, “A Comparative Study of Evolutionary Algorithms with a New 
Penalty Based Fitness Function for Feature Subset Selection”, Proceedings of ACIIDS 2017, April, 2017. 
2) Y. Shirota, T. Hashimoto, and B. Chakraborty, "Visualization challenge on time series statistical data," 
in  Proceedings of the Computer Graphics International Conference CGI’17, Article No. 12,Yokohama, 
Japan, 2017. 
3) Basabi Chakraborty and Sho Yoshida, ` `A novel genetic algorithm based similarity measure for time series 
classification'', Proceedings of ITISE 2017, pp. 536--547, 2017. 
4) Arup Mitra, Saptarsi Goswami, Basabi Chakraborty, Arun Jalan and Amlan Chakrabarti, ``A time series 
clustering technique to analyze the stock market movement after the budget announcement'', Proceedings 
of ITISE 2017, pp. 548--562, 2017. 
5) Kotaro Nakano and Basabi Chakraborty, “Effect of Dynamic Feature for Human Activity Recognition using 
Smartphone Sensors”, Proceedings of IEEE iCAST 2017, pp. 539--543, 2017. 
6) Atsushi Kawamura and Basabi Chakraborty, ` `A Hybrid Approach for Optimal Feature Subset Selection with 
Evolutionary Algorithms'', in Proceedings of IEEE iCAST 2017, pp. 564--568, 2017. 
7) Basabi Chakraborty and Sho Yoshida, “Time series Classification with New Similarity Measure: An 
Application for Automatic Detection of Driver’s Distraction”, in  Proceedings of NOLTA 2017, 
December, 2017.  
8) Subha Jyoti Das and Basabi Chakraborty, “A Proposal for Efficient Automatic Summarization of Online 
Product Reviews”, in Proceedings of Workshops ICDCCN 2018, January, 2018, 
https://doi.org/10.1145/3170521.3170546 
(c) 研究発表等（査読なしの論文等） 
1) 川村 篤志, Basabi Chakraborty, 進化的計算手法を用いた特徴選択アルゴリズムの提案, (人工知能学会全国
大会)，JSAI 2017,  
2) 伊藤秀俊, Basabi Chakraborty, “エッジ検出を利用した動的時間伸縮法の計算量削減手法”, 電気関係学会
東北支部連合大会, 2017  
3) 吉田貴之, Basabi Chakraborty, “人間行動による人物識別 Research on Person Recognition based on Human 
Behavior”, 電気関係学会東北支部連合大会, 2017  
4) Takayuki Yoshida and Basabi Chakraborty, “Research on Person Recognition from Human Activity”, IEICE 
Technical Report, PRMU 2017-57, pp. 159-160, September, 2017 (in Japanese) 
5) Riki Murakami and Basabi Chakraborty, “ Topic extraction from unstructured documents using neural 
network with structural learning (構造学習を用いたニューラルネットによる非構造化文書からの話題抽
出), IEICE Technical Report NC-2017 
6) (Invited Lecture) Basabi Chakraborty, “Discovering social needs through Social Network data mining”, 
in IEEE- ANTS 2017, December 2017. 
7) (Key Note Lecture) Basabi Chakraborty “Social network data analysis for visualization of social 
needs”, in ACM Workshop NWDCN 2018, January 2018. 
Journal of Faculty of Software and Information Sience 2017 
246 
 
8) (Key Note Lecture) Basabi Chakraborty, “Social Pattern and Need Analysis from Social Network”, in 
ICCAIAIT 21018, March 2018. 
9) (Invited Lecture) Basabi Chakraborty, “New Similarity Measures for Nonlinear Time Series Analysis”, 
in IEEE Circuits and Systems Society, Calcutta chapter 2018 Lecture series. 
(e) 研究費の獲得 
1) （研究分担者）基盤研究 C （平成 27年度～平成 29年度） 
２億件超の東日本大震災ツイッターデータからの発言者の役割を反映した時系列話題解析 
























1) PC committee member (IEEE IJCNN 2017, IEEE SMC 2017,  ICCI*CC 2017, IEEE TENCON 2017, ACM NWDCN Workshop 
2018, など 22件) 
2) Session Chair (ITISE 2017, IEEE ANTS 2017, NWDCN 2018, ICCAIAIT 2018) 
3) Invited and Keynote Lectures：4 件 
4) Reviewer : Around 40 papers in several International conferences, 18 papers in several Journals: IEEE 
Tran. SMC, Pattern Recognition, Pattern Recognition letter, DMKD, IEICE Trans. On Inf. and Sys. IEEE 













































In this work, neural network models are used for topic modelling. Several neural models 
have been studied and their performance in terms of perplexity and coherence are 
investigated. The objective of this study was to investigate whether latent sentiment 
extraction by topic model using neural network exceeds conventional method in prediction 
performance of generated topic. The connection weight matrix of neural network is a 
parameter that directly affects calculation of the affiliated probability for each topic 
of the word. In this work, connection weights are optimized using structural learning 
with forgetting to obtain the best structure. A comparative study of the performance of 
neural network models and conventional methods has been presented and in this study. It 
is found that neural network models are similar in their performance as the most popular 
model LDA. 
吉田 貴之 Research on Person recognition and authentication from activity data using smart device 
This research covers two viewpoints of behavior recognition and personal authentication. 
Activity data is classified for personal identification to improve personal 
identification accuracy. In the experiment, time series data acquired from smart devices 




were examined. The parameters of multi-class SVM were adjusted and optimized. Multiple 
classifiers on multiple data sets are used for simulation experiment. It was found that 
the identification result differs depending on the sampling frequency set by the smart 
device and the data size to be cut out. CNN (Convolutional Neural Network) is also used 
to verify the preliminary processing and the statistical feature. It is thought that higher 
accuracy can be expected by improving learning rate and CNN model structure which affect 




1) Atsushi Kawamura and Basabi Chakraborty, “A Comparative Study of Evolutionary Algorithms with a 
New Penalty Based Fitness Function for Feature Subset Selection”, Lecture Notes in Computer Science, 
Vol. 10191. pp. 738—747, Springer, Cham, 2017. 
2) Atsushi Kawamura and Basabi Chakraborty, “A Comparative Study of Evolutionary Algorithms with a New 
Penalty Based Fitness Function for Feature Subset Selection”, Proceedings of ACIIDS 2017, April, 2017. 
3) Kotaro Nakano and Basabi Chakraborty, “Effect of Dynamic Feature for Human Activity Recognition using 
Smartphone Sensors”, Proceedings of IEEE iCAST 2017, pp. 539--543, 2017. 
4) Atsushi Kawamura and Basabi Chakraborty, ` `A Hybrid Approach for Optimal Feature Subset Selection with 
Evolutionary Algorithms'', in Proceedings of IEEE iCAST 2017, pp. 564--568, 2017. 
5) Subha Jyoti Das and Basabi Chakraborty, “A Proposal for Efficient Automatic Summarization of Online 
Product Reviews”, in Proceedings of Workshops ICDCCN 2018, January, 2018, 
https://doi.org/10.1145/3170521.3170546 
(e) 講座所属学生が各学会で登壇発表した実績一覧 
1) 川村 篤志, Basabi Chakraborty, 進化的計算手法を用いた特徴選択アルゴリズムの提案, (人工知能学会全国
大会)，JSAI 2017,  
2) 伊藤秀俊, Basabi Chakraborty, “エッジ検出を利用した動的時間伸縮法の計算量削減手法”, 電気関係学会
東北支部連合大会, 2017  
3) 吉田貴之, Basabi Chakraborty, “人間行動による人物識別 Research on Person Recognition based on Human 
Behavior”, 電気関係学会東北支部連合大会, 2017  
4) Takayuki Yoshida and Basabi Chakraborty, “Research on Person Recognition from Human Activity”, IEICE 
Technical Report, PRMU 2017-57, pp. 159-160, September, 2017 (in Japanese) 
5) Riki Murakami and Basabi Chakraborty, “ Topic extraction from unstructured documents using neural 
network with structural learning (構造学習を用いたニューラルネットによる非構造化文書からの話題抽出), 
IEICE Technical Report NC-2017 
(f) 学生が単独で受けた受賞や表彰一覧 
該当無し 








































博士（後期）：1 名，卒研生：6 名 
 


















1) Ogata, Takashi & Asakawa, Shin, Eds. (2018). Content Generation Through Narrative Communication and 
Simulation. Hershey, PA, USA: Information Science Reference (IGI Global). [15 chapters (peer reviewed) 
+ preface and others. 463 pages. ISBN-10: 1522547754, ISBN-13: 978-1522547754] 
上記編著書において執筆した部分： 
1) Ogata, Takashi & Asakawa, Shin (2018). Aspects of content generation through narrative communication 
and simulation. T. Ogata & S. Asakawa, Eds. Content Generation through Narrative Communication and 
Simulation. 1-47. Hershey, PA, USA: Information Science Reference (IGI Global). 
2) Ogata, Takashi (2018). An integrated approach to narrative generation: From Mishima and kabuki to 
narrative generation systems. T. Ogata & S. Asakawa, Eds. Content Generation through Narrative 
Communication and Simulation. 49-147. Hershey, PA, USA: Information Science Reference (IGI Global). 
3) Ono, Jumpei & Ogata, Takashi (2018). Surprise-based narrative generation in an automatic narrative 
generation game. T. Ogata & S. Asakawa, Eds. Content Generation through Narrative Communication and 
Simulation. 162-185. Hershey, PA, USA: Information Science Reference (IGI Global). 
4) Ogata, Takashi & Asakawa, Shin (2018). Preface. T. Ogata & S. Asakawa, Eds. Content Generation through 
Narrative Communication and Simulation. xv-xx. Hershey, PA: Information Science Reference (IGI Global). 
(b) 査読ありの論文誌に掲載された論文 
1) Ono, Jumpei & Ogata, Takashi (2017). Changing and transforming a story in the framework of an automatic 
narrative generation game. Journal of Robotics, Networking and Artificial Life. Vol. 4, Issue 1, 71-76. 
2) 小野淳平・小方孝 (2017). 「ギャップ技法」を利用して「驚き」を作り出すストーリー生成の方法―テーブル
トークロールプレイングゲームに基づく物語自動生成ゲームの一アプローチ―. 『認知科学』. Vol. 24, No. 3, 
410-434. 
3) Ogata, Takashi (2017). Analyzing multiple narrative structures of kabuki based on the frameworks of 
narrative generation systems. Journal of Robotics, Networking and Artificial Life. 4(3), 221-226. 




generation. Journal of Robotics, Networking and Artificial Life. 4(3), 227-233. 
(d) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文，国際会議プロシーディング，ワークショップ等） 
1) Ono, Jumpei & Ogata, Takashi (2017). Toward gap techniques for generating surprise: In the framework 
of an automatic narrative generation game. Proceedings of the 2nd International Workshop on Language 
Sense on Computer in IJCAI2017. 
2) Ogata, Takashi (2017). Analyzing the multiplicity of a story in kabuki and designing its narrative 
generation. Proceedings of the 11th International Conference on Cognitive Science. 121.02. 
3) Ono, Jumpei & Ogata, Takashi (2017). Surprise and narrative in an automatic narrative generation game. 
Proceedings of the 11th International Conference on Cognitive Science. 211.03. 
4) Arai, Tatsuya & Ogata, Takashi (2017). Acquiring, constructing and utilizing scriptural knowledge for 
an integrated narrative generation system. Proceedings of the 11th International Conference on Cognitive 
Science. 121.21. 
5) Ito, Takuya & Ogata, Takashi (2017). Haiku generation using appearance frequency and co-occurrence of 
concepts and words. Proceedings of the 11th International Conference on Cognitive Science 121.03. 
6) Ono, Jumpei & Ogata, Takashi (2018). Acquiring short scripts and setting a case frame in each acquired 
script: toward random story generation. The proceedings of The 2018 International Conference on 
Artificial Life and Robotics. 663-667. 
7) Ogata, Takashi (2018). A method of naimaze of narratives based on kabuki analyses and Propp’s move 
techniques for an automated narrative generation system. The proceedings of The 2018 International 
Conference on Artificial Life and Robotics. 668-674. 
8) Ito, Takuya & Ogata, Takashi (2018). A framework for haiku generation from a narrative. The proceedings 
of The 2018 International Conference on Artificial Life and Robotics. 679-682. 
9) 荒井達也・小方孝 (2017). 統合物語生成システムの動詞概念格構造における名詞概念の制約の再検討. 『日本
認知科学会第 34回大会 予稿集』. 1194-1199. 
10) 伊藤拓哉・小方孝 (2017). 俳句における品詞の遷移の分析―俳句生成での利用に向けて―.『日本認知科学会
第 34回大会 予稿集』. 1175-1181. 
11) 伊藤拓哉・小川謹・田高健斗・長尾尚樹・小野淳平・小方孝 (2018). 世界設定を変更することによる TRPG セ
ッションへの影響に関する予備的考察. 『情報処理学会インタラクション 2018予稿集』. 853-858. 
12) 秋元泰介・小方孝 (2018). 共創型物語生成システムへの実験的アプローチ―プログラムが作る物語が人間の物
語創作に与える効果の分析―. 『日本認知科学会テクニカルレポート (JCSS TR-76)』. 28ページ. 
(d) 研究発表等（査読なしの論文等） 
1) 小方孝 (2017). 歌舞伎の多重物語構造と芸能情報システム. 『2017年度人工知能学会全国大会（第 31回）論
文集』. 1D2-OS-29a-4. 
2) 荒井達也・小方孝 (2017). 小説群からの動詞をベースとした事象連鎖の獲得と利用. 『2017 年度 人工知能
学会全国大会（第 31回）論文集』. 1D2-OS-29a-5in2.（口頭発表） 
3) 荒井達也・小方孝 (2017). 小説群からの動詞をベースとした事象連鎖の獲得と利用. 『2017 年度 人工知能
学会全国大会（第 31回）論文集』. 1D2-OS-29a-5in2.（ポスター発表） 
4) 伊藤拓哉・荒井達也・小方孝 (2017). 俳句の意味ネットワークからの物語生成. 『2017 年度 人工知能学会
全国大会（第 31回）論文集』. 1D3-OS-29b-1in2.（口頭発表） 
5) 伊藤拓哉・荒井達也・小方孝 (2017). 俳句の意味ネットワークからの物語生成. 『2017 年度 人工知能学会
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全国大会（第 31回）論文集』. 1D3-OS-29b-1in2.（ポスター発表） 
6) 小野淳平・小方孝 (2017). Wikipedia を利用した概念辞書における属性情報の獲得と物語自動生成ゲームでの
利用. 『2017年度 人工知能学会全国大会（第 31回）論文集』. 1D3-OS-29b-2in2.（口頭発表） 
7) 小野淳平・小方孝 (2017). Wikipedia を利用した概念辞書における属性情報の獲得と物語自動生成ゲームでの
利用. 『2017年度 人工知能学会全国大会（第 31回）論文集』. 1D3-OS-29b-2in2.（ポスター発表） 
8) 小方孝 (2017). 「脳／心理」‐「記号／文芸」‐「社会／制度」をつなぐ物語生成. 『日本認知科学会第 34
回大会予稿集』. 637-639.（招待講演） 
9) 新田義彦・小方孝 (2017). 俳句生成の認知科学的考察. 『日本認知科学会第 34回大会予稿集』. 640-649.（招
待講演） 
10) 小野淳平・小方孝 (2017). 驚きを生み出すギャップ技法―TRPG に基づく物語自動生成ゲームにおけるストー
リー生成機構の開発―. 『日本認知科学会第 34回大会予稿集』. 698-702.（招待講演） 
11) 小野淳平・小方孝 (2017). ストーリーにおける驚きの実現に向けて―ギャップ技法を利用した実現―. 『第
55回ことば工学研究会資料』. 19-20. 
12) 小方孝・伊藤拓哉・小野淳平 (2017). 物語生成としての広告 ―研究の総括と発展プラン―. 『第 56回ことば
工学研究会資料』. 1-7. 
13) 五十嵐広太・伊藤拓哉・小方孝 (2017). 単語・文字をベースとした深層学習用い俳句生成. 『第 56 回ことば
工学研究会資料』. 33-34. 
14) 小方孝 (2017). 物語生成としての歌舞伎―研究の総括と発展プラン―. 『第 56 回ことば工学研究会資料』. 
71-83. 
15) 小野淳平・小方孝 (2017). ギャップ技法に基づく「驚き」に関する考察―TRPG に基づく物語自動生成ゲーム
におけるストーリー生成機構の開発―. 『第 56回ことば工学研究会資料』. 51-52. 
16) 伊藤拓哉・小方孝 (2017). 俳句／物語生成システムに関する考察. 『第 56回ことば工学研究会資料』. 35-37. 
17) 森田実希・小方孝 (2018). 芸能情報システムのための歌舞伎役者のキャラクター情報の獲得. 『第 57 回こと
ば工学研究会資料』. 1-5. 
18) 小野淳平・小方孝 (2018). ギャップ技法の効果並びに驚きに関する考察. 『第 57回ことば工学研究会資料』. 
7-8. 
19) 伊藤拓哉・小方孝 (2018). 俳句／物語生成システムのための俳句論の考察. 『第 57回ことば工学研究会資料』. 
23-24. 
20) 五十嵐広太・伊藤拓哉・小方 孝 (2018). 深層学習による俳句生成の試み. 『第 57回ことば工学研究会資料』. 
35-37. 
21) 小方孝・小野淳平・青木慎一郎 (2018). 学習障害の物語生成システムモデルに向けて. 『第 57 回ことば工学
研究会資料』. 49-51. 
22) 小方孝 (2018). 物語生成の物語論あるいはポストナラトロジー／プレナラトロジーのためのノート. 『第 57
回ことば工学研究会資料』. 93-144. 
23) 小野淳平・小方孝 (2018). 物語自動生成ゲームにおけるギャップ技法の効果に関する予備調査. 『言語処理学









研究助成金．研究代表者（単独）．100万円．2017年 1月-2018年 12月．（継続） 


































1) International Conference on Artificial Life and Robotics, International Organizing Committee (ICAROB 
2017) 
2) 日本認知科学会第 34 回全国大会，オーガナイズドセッション（「「脳／心理」‐「記号／文芸」‐「社会／制
度」をつなぐ物語生成」）の企画・実施・座長（代表者）（2017.9，金沢大学） 
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3) 第 56回ことば工学研究会を開催（2017.12，岩手県立大学・アイーナ） 
4) 第 56 回ことば工学研究会，オーガナイズドセッション（「「脳／心理」‐「記号／文芸」‐「社会／制度」を
つなぐ物語生成」）の企画・実施（Co-chair）（2017.12，岩手県立大学・アイーナ） 
5) The 2018 International Conference on Artificial Life and Robotics (ICAROB 2018), Organized Session 
(Automated Content Generation and Cognitive Content Generation), 企画・実施. C-chair: T. Ogata, Co-Chair. 
(Jan., 2018) 
6) Ogata, Takashi & Asakawa, Shin, Eds. (2018). Content Generation Through Narrative Communication and 














職名： 準教授 氏名： David Ramamonjisoa（ダビド ラマムジスア） 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
解析学, 知能システム学, ソフトウェア情報学総論(1回), 知能機械と自然言語処理,  
知能システム総論, 知能システム演習 I, 知能システム演習 II, 
基礎教養入門，キャリアデザイン I, キャリアデザイン II,  












David Ramamonjisoa. "Aggregating and Analyzing Articles and Comments on a News website." in the post-workshop 
JSAI frontier symposia 2015 selected papers, Springer Verlag Lecture Notes in Artificial Intelligence (LNAI). 
New Frontiers in Artificial Intelligence, JSAI-isAI 2015 Workshops, LENLS, JURISIN, AAA, HAT-MASH, TSDAA, 
ASD-HR, and SKL, Kanagawa, Japan, November 16-18, 2015, Revised Selected Papers, Editors: Otake, M., 
Kurahashi, S., Ota, Y., Satoh, K., Bekki, D. (Eds.), pages 428-441, ISBN 978-3-319-50953-2, book available 
from March 2017. 
(b) 査読ありの論文誌に掲載された論文 
1) David Ramamonjisoa and Eichiro Moriya. "Analysis of the Japanese Central Bank Monthly Reports and Nikkei 
225 Index Monthly for Future Prediction." in IJABER (International Journal of Applied Business and 




1) 佐藤 芳樹・ダビド ラマムジスア(2017). 日経平均株価の変動の分析. 第 125 回 情報基礎とアクセス技術研究
会•第 104回ドキュメントコミュニケーション研究会 合同研究発表会. 平成 29年 3月 10 日. 東洋大学白山キ
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 Aggregating and Analyzing Articles and Comments on a News website 
Abstract. In the top news stories, the commenting activity is rising and falling until it stops. In some ongoing 
news stories such as disasters like the disappearance of flight MH370, global warming or climate change, political 
turmoil or economic crisis, this commenting activity cycle can repeat and last many years. To our knowledge, 




junk within those comments data. In this paper, we present our framework for supporting readers in analyzing 
and visualizing facts, opinions and topics in the comments and its extension with comments aggregation and 
summarization for comments within several news articles for the same event. We added a time-series analysis and 
comments features such as surprising comments and a preferential threads attachment model. 
Keywords: Articles and Comments analysis · comments visualization · network analysis · text mining. 
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と統合物語生成システムを利用したアプローチ― [A Study on an Automatic Narrative 
Generation Game Based on Gaps and Surprise: An Approach Using Table-talk Role Playing 































行為の成否判定によって進む．TRPG には，PL の行動から GM の用意したストーリーと異なるス
トーリーが出来上がる仕組みがある．TRPG は GM が用意したストーリーの枠組みに基づき，PL
がストーリーを進行させる．この時の PL の行動によって，ストーリーは GM が最初に与えた枠
組みと異なる流れになる場合がある．TRPG では，ゲーム全体の管理役（Game Master: GM）と
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図 3 大動脈の抽出        図 4 冠状動脈と冠状動脈末端部の抽出 
 
図 5 は左心室部分の自動抽出の全体の流れである．臨床の心臓 CT 画像 14 症例に対して，本手法を適用し，その








図 6 は冠状動脈の分類で使用される AHA 分類に合わせて，自動で色分けした表示結果である．また，冠状動脈の

























図 6 自動 AHA分類図            図 7 狭窄部分の自動抽出 
 
2．ブロッケンブロー手技と左心耳閉鎖術の術前シミュレーション機能 


















図 8 ブロッケンブロー手技          図 9 左心耳閉鎖術 
引用：http://med-infom.com/?p=3658       引用：http://www.iwate-heart.jp/最新医/  
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を連携させたハイブリッド・データ構造を採用することで，時系列 CT 画像からの動的 3D 心臓モデル構築が容易に
なる． 
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2.22.4. その他の活動 
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